
2AOI 麟度守ュリウムー242 の調製と半戎卿l定

（原研） 0 臼田患祖，市）lj進一，岡崎修二，楕天弘一

ー

1.緒言
Cmぞ2 の崩壊デーダ，特に自発核分裂辛漱期（cl, 使用靖慾料の）ヽンドリングぁ
扇 IJ"輝和I定Qピの豆絢釦ギータ l7'寧求されている。使用済惚村がら分離
した了メ＇）シウムは Am-?t2m を含井，これがら生成するキコリウム庄ミ）Lキンり｀．
すれは虐赴良の Cm-242 炉癖られる．我々は，額豹された和-u 咤合燃糾拭片ヵ‘ら
抽出し E マメりシウムこ用いて Cm~24-2 を製造し，メ崩曖半浪測'8 測定した。ま巳
自祀技分裂の部今半痰期測む誌検討している。
2. 了メり=---ウムの単離樟製
用い旦窟1試片は，アルトニウム（ 2，ぢ％）ウうン(q'7、 5%) のう昆合酵化物燃

料で， HA L D E N炉て照身·Tごれに (B1.-ly-斤u p i%)ものがら採月ヌし E。試料約4
gこ環5輯 2OOm』に溶解し，このうちぢ叫をこの突騎に用いた。
立す｀｀，起プ 1レトニウムモ索忘イオン女控ぅ去区用いて介臨した叫次に、 o, t; M ?ｭ

叶 l凶潟溶液 C pH3、ち5) 哀溶雌液とし、ダイヤイオンc-P KO'i?樹脂き町l 旬喝
イオン交換りロマト 7`'うフィによリ，アメりシウム 5隼詣精嬰し E。長3 四0mmノ
和径恥m のカウム吝用い，宦温で充速 10叫／h で使用した。積嬰の巳わこの
りロマ1--ゲ‘ウ万による初雄芭くりかえし、最後ば闇イオン友拒にぷリ帝鎚奇jを除
き慮酸溶和 Lヒ。このアメリシウムの同位廂諏g，年（しi)柁出詈5 用い，｛
牌スペ'JJ-）レ謬掟して定めに（表 1) 。
3 Cm?42試料叫畷
単鎚され已了メリシウムば苗詈板 241, 舛2 I 24-3の周位体を含Jj I*(/) ような

核袴に壊変する。
□ (433 y.) ~'.2'/J'(N'p (2、 1が 1巧）
吋2mAm (隣y）心［言：：こ Np (2,l2d) 了」：五（叩y)

Arn CIGh ）＼五玉□ 叫2.C.m(l終d)
?u(3がrXIO 5y)

叫lf1 (f/370 y) 吠 ン叫廂（詞 d) ___@_— 、9 231pu(?,44xIO4y) 

すらわち，知リウムヒしては C何竺2 だけが注戎可る。一痩楕蝦したマメ，）シウ
鐸約5 ヶ月放苫しに後，アメリシウムの分踏と全く周様g瘍イオン史疾クロマト
グ＇ウフィによって守コリウム区ミルキンゲし瓦このク臨枯果を回 1 （二示刃。分臨
を 2度く（）が之した後，賜イズン戻換て＇溶鎚即l ど険ざ，塩峻溶唆ヒして合金荻 C呼
如沖，恵さ 02mm) 上にマウントし戸

4. f)崩壊辛茨期測定
d放身苅砂迎淀には、 PR -fJ’'スを用い"E,邪立し E2 呈のブロ＼rーショナルカウ

シター 8 矩用した。洵I定にあ E ってほ Pu-23~ のヌタンダードリースを能に測定し｀
カウン勺ーの計数勅率＆モニダーした。効率は約 1 。んの範囲で＇穿動していに(/)て"‘
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長i羽リダウムの同i四海戚

珈cl ide 血um極 0位恥他而ca如油位

241 Am 
2位Am

公 9m

て0 メ 90'C

1 、{ J(IO'4 

1 、 3 メ lD'r

q~、 03 % 

0 、 15

1 、 ~2

表2 ．辺2cm生鮫期測危桂果

20 30 40 50 叫

Volurnt ot eff]tlent 

汝前父

i) HM心U匹et4,, J.M以． 5ci.Techml. g/  

7らマ (lq 12)

2) p.c. poge芦， NYO `2う03 (1962> 

3, H,D;函hd 此d., Phg．伽 c 位， 1応4 Cl竹7〉
4 >I(, /vi. G-10四tlto.J., N'ot呻豆，， 12咋 CI q哭）
!i) W.J: Ke rrigah必l.ノJ'INC盆 64I Cl975.) 

o kF.Flynn etal．，枷l．お．宛·箆46(}灼）

幼J>IeNb. T妬（頓）

1 1 62 で4 エ 0 、 24

2. 16 3. 21 士 0 、 !:,O

う 1C 3 、 61 エ 0 、 22

4ｷ 16 3 、 ?o :r o,4q 
5 163.14 :r o.5ぅ

Mean 16 3. 20 

eInt. 0 、 1 q

eメt. 0, 1 2 

表ヨ．立献値ヒの比籐

163、 20 士 0 、 19 d. 
1 G2. 76 エ 0 、 04 d. 
162, 46 士 0 、 27 d. 

16 3 、 2 士 0`4 d. 

163.1 :t o.4 d. 

This work 

Ret: 3 
Re.f-. 4 

Ref: 5 
Ref.6,3 
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2A02 
TOMA-TT A 糸（＜よ 5 Np(r)硫訳起麟

ー箸媒および‘険イオンか懃硝一

（東北大・エ）井..t..表・紡山灼;-. 0 高橋獲r

（雄言） Np (V)は水嘩表 1キて｀広ぃ牝囲て‘‘N pO：し（て字定 I：：：林在 l, 、ヽのイjンは

盾熔傍煤ヽ lり［/<.坤供されにくいも0\ "して如りれている。4'5c,々 l紅紐り本討

謡ぶ＝おいて、卜りオクチルメチ Iしアンモニウ1-1 (10 /.1 A) 1,:-r丁 A "!協 l目効
1) 

泉と刹 l科すれば'Np (V) ヵぐキシしンヘ柑l 武され 3 、ヽとを籾拮（た。 そ＾成 1勾縣表t l 

て残‘ざれた麻菊弗訊府10 影屠およひ｀冴しな隋イオン＾晏ク喝を未艮材 l た＾て‘｀税t伶す 3。
z) 3) 

（戻験） Np (V) I戸A'lltかりミルキング‘（て得たュ吟仰をケ信I I= 囃l 製（て 1月 1 ヽた。

丁 OM A 11 足＾塩化嗜て．、あ 3 卜‘‘ークイト製ヵ？°リフート(Q CQ)とそ＾ままふ複

知康z扉双 l -Z／科ヽヽた。祁出は、ぶた付社式秩婿 Iれ-i."1;和煉比't 7:7 'c l て 30分）月緩
とう 1 て行ヽヽ，令相の r 放身す餌よ 1 /11\扉e ttを項出 l 1=。水栖C7\ PH I;/. 一皮青の証

駁（ o.o切）／＝直当にアンモニアを加えて糊節 I fe.。

（炸泉）

(I)堵殊＾影署： Np (V) の，J),翫に対す~ PH 1,、よび‘令式桑環危年9.”針；，表 1 /:::え、す喀

釦について水夜討 1 た。 Nr (v) の分諏比の対紋（均D) !-;/..條討 l たヒ｀‘q沸保について

も、 PH~ 来に PH 6~7 J.て‘‘勾虻約 1 て‘‘上昇｛，その使一虎と乃った。すな力 1

Np Oiが‘f (T T A ̂  f食イオン） z‘危両，キ如で爪て捗出されて、、 3 、ヽし力＼‘‘わが 3,
Np (v) のIJ)‘鼠比／が、べ‘ン a‘‘ ン～キシ・しン？ニトロベ‘ン也‘シ～イ｀）へ°ン今 l/.I 7 Iしコー／レ

＞クりりホ Iし A " I仮／：：：なフ Z ヽ‘} A`‘ ，えの差は大ざくなヽヽ。一方 To M A -iii!ふ

赦f-;J.勾 D ヒ与[QCC) t ([m)tくく［HT)i) oi)輝、ょ 1 2 また l4 1 となった。成験余

件下 Z`. li叫＾ c¢,チf I＝よって水栢，p I：：：追ヽ、出すれ 3 q z‘‘加わた To 1-1 A lilt. 

て（町）。しして呑在す) I:イ和定すJ i: J:.心移泉がグ，梱出雄の森且成 !cl表りオ＃

爛た系すよう／二方i。縦って分配平衛 1-J

M+ + 1—+ (Q T) 。= (Q M 丁ュ）。 又／-d, 1-1·げf+ z (aT)。= (QzM ち）。

て‘｀示寸れ 3(W = Npば）。も l' 盾橋‘弗媒中 z‘‘ 丁 OM A 塩の崩厚紐＾｀否、、って、、 3

鳴合に 1び、上式にお、ヽて(QT)。は (aナ）。十 (T~)。 I二｝捗出緩は(Q~}。 +(MTュー）。iたば

z ば）。十約が）。とす 3 ／松 I字が｀あ 3 。水夜椋 l= 1,，いて l;J. Mナヵ＼卜しーサー量 z‘' 苅iの

ず，キ祖似山陥離）非陥雄 I"'I紆すj拶／屹 It ;f可骰t｀ある。 l が l f;が｀'.;i, Tor,,tA 

の凶うに大 3 f1 隠イオンの塩の神出緯／な，険ィオンq復稚 I= !;t. Jらず＇ I p品イオン

t府淡綬媒遺五イ乍用 I：：：よ 7 て未 33 と考ん 3 t、 Np (r) の柚出籟も l a ば， a 抽此

栽し稚似 l,. 、、J.I:店んられ 3 。 Q ⑫自身q分位g棟言寸tた化の皮験九、サ，をつ
府桃‘I阻りの社を椎．促 I た森県を表のオタ頗／：：示すヵ＼．．，、‘れかり伽（サの抽出社／オ，

）目表↑長伎，1叔l.1 Jク／：：：揮柁ざれ 3 。すなわウt./p lガ Ii 11 百という鐸イオンq形て｀‘

イオン支彼 I二よリオ俎品寸れ Z ヽ、 3 とキ佳砲ざれ，抽出棧/1-府椀泰煤／：：：よって解飴ィ

いのうん やす l • とずやま おィむ•たかi1 l っヒむ
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表 1. N !2(V) の分配 Iく対す 3 希媒Cl)影響
喋媒 cllogD/c>pH 珈tog%1ogQcl M干： T-:(Ql), QC\ の1雌練 指屯袖氏社

キシし‘ノ 1 2 1 : 1 : 2 Q2Cla QMT2QT 

ベ｀ンゼ｀ン 1 2 1 : 1 : 2 & Cl2 QMT2QT 

外ロベ｀泣｀‘ン 0.8 : 1 : 1 Q++ Cl- Q-t+MT2.-

かJペン狂レアl{.,:lー／し 1 : 1 : 1 Qぢ Cl― Q-t+MTz-

7 四如叫 0.8 1 :1 : 1 Qcl OMT2 

sQ ~〇

^ 
、 序g 0 工

LO CL 
II ~ -1 
工 d CL 〇ベンe‘ン

o .---1 o clo4 ``` ・，，ロ0ホIU4

゜• I— cn • AY~ ンナルアIし3-fレ
c ロ Br ゜ ロニト0べ以か／

゜ • CL — - -2 
(Qc l); =1.00 xlo屯

`•—`,., APJ.., V IVl ' (HT); =2.oox10紅

-3 -2 -1 

゜
-3 -2 -1 

゜log (NaX]i lo g〔ぬ l）i

目1. 7ロロホ）屁濱ヽにみ 113 呟イオンの影薯 図 2. ふ級帝媒/,;;ふけ3(NaI〕戸炉唱
D。: [Nal]i =0 の出 Np (v) 0 I.汎ittu

オン， 4 オン対，壌冶二量狐し力 3 と思われ 3 。

(:i)朕イオンq影塚： 典製的な 11直ォ成イオンの" t"媒 I=--, 、ヽて煉討 I た，

セ a イJ'/'E l函 7' 之／：：：系す。 Np (r) ＂＃配 I= 対す 3 妨増の大 5 さ 1な ,k｀ヽq喋條について

も C Q O,,_-> 1-> l3r->C八t；；リ，イオンサイズ‘っ大ざヽヽ経呈妨唱 l4 縣灌で｀石 3 。景り習

／＃ 1 敷も大了、、 6iには[QC Q.Jぇと力a えた戌イオン多度ば］が‘ず 1 <力 3 付近，て·か、ヽ

3 ^て‘`、（e)( ）。 3 たは（か）。十(.X^)。対の形成が｀紡磨＾后、困し考もら丸i. 1 た股イ

オン＾杓喝＾歩媒 /c よ 3 差/;t屈 Z F 柔すよう／ごなってi、'), 7 ワロホ Iし A ＞ニト
lo べ‘＞ゼ‘ン＞べ‘>せ‘ン＞人｀）ペンチルアルフール?I Iり負て｀‘よ）イg表度がウ女方序が／i

l‘、 3 3 。 A `Jへ°ン今 1レアルフ- Iレ／二あいては賎イオン／＝よjゲ原いものイg下 l1 大ざ

くないが‘，戸戌イオン／＝ついても同経度＾れ渇pi‘見§れ 3 。以上の辞泉よ')、
Np (r) の瓜笙成幻扁q万和虎／二／が、キ三しンおよびべ‘ンせンが最も通 l て、、 3 と兎力

られ）。

l) ナ Z2 困放射イしな言す稀公謬嗽＃且集p砂

Y. Inol).e, 0. Tc。凶り化ll J I 、 Odo.)よJ. Inor3. N叫．de,,n.. J in. fre ss. 

z) C. w.S叫 Anal. C厄加．訟'poえ (1966) 

3) Y. Iゅ1< e, 0. Toch,'_Jama. 1 J. I呵• N以．凶n,t,,旦//i.{L.3 (/977) 

午）井.t粂）杭山修J £J未分如G浮公労蕊年会 (l979) 
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2A03 Np (Ill) の HDEH P • ?¥.-octo..ne. {、、J:.. Jれ旦

ぽ北応令祈） O J I) 影梓務， lた配肛，鈴木追

（緒言）

Nr(IU) l訊器浪中において空尻甲6)醸素にふれざセなヽヽように宝封して応厄‘、
がなリ守定に存在す 3 こと1J＼浚U られて＼ l ~。しかしな力＼‘‘ぅ苓媒抽庄＼号の比 l翌操作中
にお＼＼て 3 "-面に保持 l てち、＜ミとが｀1)\厄リ困難なため、）K堵液中にあ• IT ぅ M(III) の漆

枯択思IJ)研究（ま，直危灼麟の吸戻パクト）レ測定 1：：よ｝扉免以外に 11 、ほとんと‘‘

行なわれていないのが現広であ｝。
本研究にあいて手す‘和1)に 3 ィ面の手ま泰媒抑出か｀可能で b } !J\とうか＼と校：司 L た。

1J¥ Tz 1) 高濃度の23% (~/0 ―2 仇） の珀塩素絞恭液 e 3 ,1面に達元し E 俊、 HOEHた
仇ーオク？ン念表で｀完媒抽企、t行な）た。柚出した眉桟柏と吸り炉い゜クト）レ測走｝月

の包）レに幕き吸り又人へ゜？卜）レと測定した． その峠果 If-ぽ 3 励の手 1 オり出て．．で｝こと

がや）痢した。

（実験）

実験装置 l名）目 1 Iこ禾 L 1 あ L あ 5

かじめ洸翠表した）K 苓1J‘1 スと 2~ b 吋

間バブ｀＇）ン 1‘｀して、新 5 しく禍製 L た
白／戸、を触嫌として、 217炒e. 3 1面に還

元 L た後、有伶相と水相紺1 へ弗入し 1
均／o ／か閻振とうし1.オ如出した，，柚幻灸

再ひ‘'府楼祖と吸光も）レ中に導入してた

だち l= 日:ii EPr3- 3 空自祝分光兄度計

で吸収スヽ• I) 卜）レ理）定と行な）た。そ

の後両相と一定そづ｀つ令取 L 各相の Np

凍度も r 線スヽ・クト IJ'fトリ（視＇）足 L

た。すなわち条祖の 23？外の 86，勺／く江

の『様のヒ°- 7 \i濯と、わらfl\じめ濃
度 0) 夫定し 1 あ~ 23涛<f)J昂存溶没のピ

ーク向樗と比較し磯度も決定した。こ

d）希的兄）蛾杖令をて｀ h } 2Jう該も

該日 keV 0) r 、堪、を放出す}. <J)て、別

9：：杖射に 1摩的に、先杵 rょ 23汀な、 O) 『像又＼゜

？卜iレとガ’l 走 l 、 237Mf d] 紅，午7 /<eT 

)j t,'ープ 1甘）情に考与 1 3 値しざ＼ 31 、 1

た。 各祖J)凸7M, 3）・農虔- /)ヽう、 今訂t比，

[_ Iバ、た｛．げ謬史屯＼た。 l日 1 ヽ 装置
叶ヽヽ巳之）7砂，；吃 I~\ Th.:. 心如こkこl)\`
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1) 
Ce心re tリ癖入したもの€、 石． L 、 Hoo,~ の方法t｀片青慰 l ｀イ兼在；；尽泉と＼た。そ

/J)濃度 11 r}._線計奴 hヽトが｀ ED TA 泊定で未‘めた。 そ 0) 結果そ小 5 0) 係i r 夜瞭羨、え忙
囮＼勾℃｀よく一致 L た。

HDEHP1"月拉て 2 度内、倍晶 L F ものと叶いた。

（結果）
麟庚険も行な？た。;2~ IM 過羞帝岐悉没中て｀、仰(lfl} 12 柴色し呈 l -c.おリ、

方 N凡＇） Iリ薦色であ｝ので目で見て区別力＼一つく。 その翠元迅度 lむ定性的にみ［雌I口戻

l汲店＼てが） ` ＼貶l屯度の合ぃ稚雌元速度仄＾k? ヽヽ峻匂も子＼た。

Nr(IIリoJ HO f- HP 儲体 0 か 1 ? fン燃辰の吸吸ス＼•'）トル、古『び MOV) 0）て収

中日 2 （こず、 l 1.あ 3. 伸 [IIりの応の色t1 訊もt呈＼'l 1,·')、ル（叩わすが 1こ綽色
□1' た栂色し［し1. \'たが 目てもてや）別，＂い申に困権だ這わかた。 1良限得 5
れ｝伸（／1リの吸収入＼゜ 1 卜）レに (1 紋ハば h 3 い（すそい氷.tのめ(J"＼混入して1..·リ、
がい、紅逸と爽／二応／0 乞／吋間の祖卜合、で増加 1 ~。な湿比謬｀めて柑）t\朱勅違
桁 1 }喝令1 こ 1口抽広毎 1こ府舟祖の嗅牧応＼゜クト）レと疱＇）定し、浪入しい I } N/'(JV) が 1秤

打に影得豆 L なヽヽこととほかめ 1,. り k （か’'な夕 rみ、＼．

Nf (III}の HDEH P 錯作の知オ？ ？ン悉求!!}最も印致的なピ— ?11,蛉fれ奴／こ b

')、,E.,}レ吸た係叙 IJたで 1 ぅ••てそtJ) 4直＆取め｝こと 9ず困難であうl)\"釦～表'L/000

〇問にあ｝と息われ｝。 その他 Nf(Jり 1: r｝くて Np(lll) のみにあJ t,o - } 1-;J／ふワ九加

ぁ 1. 一方 Np(Iりの長し吋徴的みげークはクoo, 祈よか9 7j5 ?l双であ｝。

If)高さ 1~ よ 1) Nf (IV) /)ぅ昆．入oi fl合も曽生、 1) こt 1J\―てき 3 。
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（参考文術た）

l)̀ E L 、f100re. I 

日 2 、

AII必．は·J

HP£HP 錯條ヽ） 唆牧スV') 1`Iし

旦（り，？の I (/9切）、
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2A04 水酸幻トリウム容疲にお l↑る Npの吸着拳勁

（・東北大•金肘） 鈴木並・匠藤明す• O 迅 III 佳沖

Nf, Pu.およひ•他にはア 7 テニド九素の最も裔 v)酸iし択麓てある町伯ポ存在し、こ

れ m堀茎性忠成乎て比較的字史てあることボ明らかにさ爪て以来、点苓性忠衷にお
ける了 7 tニド九素の条酌にも少ばからぬ関 1t: ;ti\'寄セられて\f\ ~。しかし堀茎位忠
疲におりては容階度的lヽさく、破化状態の介布と知るため k 希用さ爪る吸収スペ 7
ト 1レ去の直用訥困匪な患合 A・カい。 l M 木酸化ナトりりム忠叢ド而ける Npのお合、
町価は高ぃ忠肝度と殿い吸収（証＝ 1.4- X let，畑＝4-.0x lcf)を育し末易↓ミ成収スペ 1 卜）レ
の測史爪・可飽てあるのに対（て汀面以下の酸他戒箆；てはスペ 7 トルの刻史と可範に
する祖のか肝度 8 B ぃ．また、嵩茎牲素応令定の破他成厖を胡髪する喝合、霰位
宕疲にお、いてその敢化択危ど荊髪しこ爪店勘茎性とするオ広訳しばしば｀用いられて
いる。 しかし酸化愛九竜濯L の P廿炭存位む恙鹿するとこのJうは詞攘広 lif !)tずしも正
L ヽ、ものて Id ばし＼。従って、枷茎性落裏ドあいて吸収スペ 7 卜）レ広以外に瞭化状急
＂＂ば、芝碓立すうこと v1 皇専てあ~.＂犯ては、他のア 1 テニド九泉と比蕨 L
て可価ヵ＼最も的史てありそれ以外の低瞭他幻毘も容易に朗製 L 丹ると月ぇぅ〖る Nr
ち対象とし、吸落広左用い「ぃk證他ナト）ウム溶幻喜‘ける瞭他戒槌の確拠紅っ

し＼て税討した。
（庚数） 和酸他 T 卜りウムぃ保在忠哀りも祁和応じナト＇）り人岩疲と蒻囲

気中で子 7 ロン製フィルダ（比径夕.« ""'-)て嘉圧口過 l 令択して丹 T::.. Nr If)木概他t

ト＇）戸、広東 1;1 Nr !J)希硝漿忠如に知蒙他t卜）ウムの保存忠哀と直当訂證化豆尤剤
互扉も令釈 L てい。試朴忠炭の応巖｛オンしこ d る思来ゃ沖IJ)空気 I~ J ~醸化を防
ぐ戸め院票ば夷、療袂！乍 Id すべ叉 N2 又 Iす Ar雰困気中て行「j、た。 Np/J)木敢他 T 卜＇）り
ム念衷の取扱いばすべて1)＼うス容唸ど用いたポ、 Nf/J)笙耐への吸着は裁められ「ふヵ＼
っ界。はお、本虎験て 1戸？N↑の「放射線& f/aI（虚）又 1J ~遼庶唸~て‘計則 L 荷果疋得た。

[1] < 7 o 量の.297N？に関するポ一ぅ口 T う 7 1 の結果.l)から水酸化ナト．＇）ウ A

鬼叢IJ) Nr に 1<)' 少はくとも而、可もJひ＾ V 両の成態ポ床存すること訓知ら八て、＼る靡

＂と V 価直製広 IJ不朋てある。そこて酸化剤として臭素、黛九市I として知酸ヒ
ドうジソ老 l甘いて、高酸化恥危瓦い｀ 100 

低霞ロバ旺彗の I M 紅酸化ナト .^... 
＇）ウム溶疲之詞製 l 、裡？の吸着剤ほ
しこ対芍る和助芝柁＃（たとこう I濯） •i 50 
の木竣心似対 l て窟 L り＼差訊憶もめ且
ぅ八応本広て 1すみ (W) と合も命研霰窟

宕気に且料 TJ襄夜洲 IM とば~ Jう

に豆浚1已ナトリウム忠棗と屈人て、
0 。.1 0.5 1.0 5 10 

Zr(IV) mg 

·?r 訊 0j )K酸始吻＆閲欧 1 包 30 か閉 Fig. 1 The dependence of the adsorption on the 

反用する。かツ 9こゆ落涙と加え、;K_ amount of Zr(IV). o:Np+hydrazine, e:Np+Br2 
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酸1 オン笈度屯鋼併して企体汀咸とし、
It分蘭豪とう佼呈 Iじ介離して吸惹率と束‘め
る。gぉ丹 I~ .lt．べはV\毘）木酸イオン痕度

Id I h てある。而．i l汎布敢i心箆と瓜歳他

”にあ~ Nfの成着率のふ而c/J重への恢存
位とホ l 「ミものむ＾あii.図 d') 1 ~ 5 1W13 の
紅）ド対して高酸化状態て｀ははとんと｀戌著
l ~ \,＼訳、低酸化机羹如3 大杏を吸着すさ
こと妍明らかて•ある． Fi 3•2 13 戌着率の見酸
ナトりりム衷度炭在 4生とホす．i瓜酸化状態、 Fig .2
て l3 [NしlC.む］ ＞ 0.15H て｀吼堵率は 9 少残ヽ少する゜n the concentration of Na2co3. 

洲、奇酸伯杖範て Id°史紀 1社もめら爪rJ v) •。 :Np+hydrazine, • :Np+Br2; Zr(IV):2.6mg 

応て承広ては、木叢 Iじナト＇）ウム忠嵌を通常取吸う焦 1こ Iむ！虎 l rJり〖 5ばらは
し涼霰イオンの免入↓ミふっても妨害は少ばレ9 と名えら爪る。
[2] N直）は専量のヒドうジンによって定董的に坤(VI）へ愛九さJ/\.ること力＼却られ

てし＼る叩、~) l濯）の水酸4い加吸堵する酸化成誕·と吸舟 l g m)酸化杖藍と同史すも
ため、；応のJぅ拉、験と竹g'.)た。 IM 木酸化ナト＇）ウムヤの 237””Npの木歌化物
左 4酎葡J..り上オ、「ン蒙化して沖（阿）（ Np棗度は 5、 38X IQ-4 f1)と桐製し、 2.0 吐．S Illi o Np(V1¥) 

に 0.01 M 温醸ヒト·ぅジン＆炉 100成狐えて一史丹間放置 l T::. 。各酸化坂記しこ否 lj ~ 
窓臀度1J)差左兎鹿 l て、 こ爪 a 泉 Iじ介補 l ~佼、上澄康 1 1nは成渚庚険~ド吊りた。
F13.3 I こ N直）に対芍るヒト• 9 ジン 100 

のモ｝し比』くと成着率との関保と

木す。 0.25 日 R ミ 0 (/)頌戒て l'J Vil 

佃と町面ホ共存し、坤 l'J lit l:ん
と成堵しは\,、 .0.5~ R ~ 0 、25 の
領が IJ可価と V 栖爪共呑して

R と知吸着率は増 nu l 、 T 箇
人人下の酸化状箆訥舟在可る Rl

0 、 5 遺成ては丸守介成著す c1.
従って、河 .3 0)悉果 Id 而価と可 Fig ,3 The titration curve of Np(VII) by hydrazine. 

伺と訓・み(IV) 0)衣酸化吻↓ミほとんと‘｀吸着tず、 V 伺以下の酸位床誕ては大寺か吼着す
ることいホ l て、ヽる。 更に、ヒト＾うジンしミJ 3 NpfJ)『伺へ叩裏加豆度 Id 中ヽ｝生から漿
性宦n\• I •H 祖夜の冬成ては非弗い見く、高痕註疲てのみ星いこと a“" と、
碍3 0) R ミ 0 、 5 パ廊戒むJ Np1J V 葡として如在し、西(W)の水酸化吻に大評か成渚 3 軋
る Nr 」讃他ボ箆↓訂扁亡‘尻ると唯定さい。
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（文献）

(L) V.F. f叫』:wv o.mJ t). P. A,U,o.岬ー，知叫い炉，五， 836 (liJ4) 

v.P．品恥o.,J_ N.¥.l. k心和如止0..,J.J1, 3?9 (Im) (.2) 
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2A05 Cm の I篇代物および｀奥代物錯1本の守定度定数

（東北大・金研） 05築5尺哲生・川筋伊伍務・鈴木進

1. 緒言

Crn. 1 切也のアクチ）イド‘元製：：：J:しべ‘3 傭］が安定て＇あリ、水ぅ容液中て｀‘容易 I＝酸代還

元されない。従って港液代学の吋象ヒしこの厚i昧はそれ 1まと’'大きくなく、力0 水分紐

定数、退塁尺錯4本の安定蔑定数などの基礎的デ｀ーダも氏較的乏しいのが現状て＂ある。

以前に HDE HP 左袖幻試桑とした 2相分記知‘‘Cm の加水分解定数老求めよう

と言式みたが＇うま＜ゆかなかった．これ 1 ま伯醗性度側て‘‘HDEHP が醇難してしまし＼

その揮正が‘z‘‘ 的ない一．とに起町する土）。今回 1這濃度領域かの現象 Z`' ある虐代吻イ
オンとの鉗即成 1：：ついての研究苫試み、錯1本の安定度定数老求めた。また Cm ヒ代

手的＇ぽ籟の類似した Am 、 Grd "'‘よび'Eu. I.:: 9 いても同様 1;: 安定度定数互刃心心兄

のそれと玖較した。さら）こ C兄の臭iし午勿錯i本の安定度定数も来‘ふた。

2. 実験
トレーサ量の C tn I 次J' MTRZ‘‘照討した 241 Arn から単難精製したものず、 242,

2.4~, 2.44  Cm のう昆合物である 2)。また Arn Id, 2..41 Arn 、 ~d1 さ '5 うGi- d 、 EIA. I ま
l 虹 Eu.をそれぞれ卜しーサとして使用した． トレーサ I;): いずれも塩酸あるい 1 衣朴肖

較溶液互蒸、発乾固させたのち、 3M 日⑪〇心容液互加えて原激とした。溶媒袖出系

は有機相が‘HDEHP oin.ーオクタンシ容液、水芥目が 3M Li (CL, CQ.O 4) ぅ翻知‘

酸性度 1ま o. 1 SM ざ‘あった。日 DE 日 P は銅塩老経由する方法 3)によって精製し、
中和淘定と重量測定からほぼ飩秤 Z‘あるこヒを確がめた。 Lice. I 玄言式基特紐品を、

LiBr I ま三津和代学薬品製の屯のを乏れぞれ2回再結晶してj吏用した。Li c..e. o牛 1 次

試碁特訊の Li 2CO3 と日CO4 がら過脊の方法で調製した。ぅ農度はいずれも陽イオ

ン交換後．中えD5薩定して決定した。分配此1 ま No..ェシンチしージョンカウンタ l ：：：よ

ってそれぞれの核積の m線あるい 1 な X 糸泉芝検允し Z 決定した。 1犀代物イオン濃度と

分配比の頃から最小色乗法 1 ミょ I) それぞれの金昔1本の;ti 1 ぶ‘よび:::\7 2 安定度定数を計

算した。
3. 結果

塩北物錯｛和存在する場合、 Cm 0)分酉訊D とt盈代物イオン濃度［⑫-]との関
係1ま次式 I ：：：よって表ゎすことが‘乙‘‘きる。

(Do ID) -1 =的［⑪ー） ＋釦［ば― )2 +... 

ここ z" Do 1 -a［はー］ = 0 の場合の分配J:も、釘次ヽよび‘82.ほそれぞ‘れ己m O\ t盈

因物錯海げ 1 あ＇よび‘〗,2 安定度定数て｀‘あ~ (f3 n. = [ Cmぱ n3- n.J/ [Cm.3+], 

［込―J n.'汎＝ 1' 2.)。 cm の分配氏叩釦芍加広ぷび‘臭代窃イオン濃度依存性

万i\!L）上に示り。こ訊らのデータよ＇）蚤みぎ） Iプた 2次の最小自乗法 (0 次のIい無

控よ。）こ‘＼れ況よょ‘拉芝釆‘めた。また 33 I 哀計算上栄めることので‘きないこ

とが知， I―こ，す店わちこJ)1文湧食条，I午之‘は CmC.し 3 ま、よび cmBr 3 la落液坪に存

乙—, I-i v ヽし老：し．るこしが｀ご‘、キ'.) a 

、..、
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FIG 1 The dependence of the distribution ratio of Cm(III) on the 

concentrations of chloride ion (1) and bromide ion (2) 

同様に Am. G-d ぷぶび‘Eu.の塩心雛昔悴、についても(3 1 次ヽよび‘釦老求めて．

Cm の乞れと比較したヒころ、 B .1ぷぶび‘似ととも誤差範囲内ずほぼ同じ‘j直互ネし

た。 Cm (l)臭代物錯｛本が安定度定萎如 0場合、 (31 I こついて 1 玄 I品代蒻錯沫0)そ訊よ＇）

も明らか）こ小さいi直屯示した。これ1 加品代窃イオンと臭伐物イオンのイオン半径の

大きさの違いから説

明て｀‘きる乙＇、あろう。

炉 Iこつい ~I 謬為意

It生のある差は生じ｀な

かった。

表 1 にる錯煤の安

定度定数の 1直戸ふ
表中 l ：：苫いて誤差 1 玄

確率誤差の理定｛直て‘‘

表わした。

（文献）

Anion Metal 肘 胚

Cl— Cm 0.559 土 0.028 0,198 土 0,024

Am 0.551 土. 0.028 0.219 士 0.023

Gd 0.562 士 0.023 0,212 土 0.019

Eu 0.524 士 0.024 0.217 土 0.020

Br Cm 0.427 土 0.014 0.212 土 O.Oll

TABLE 1 Stability constants of the complex ions of 

Cm, Am, Gd and Eu with Cl—and Cm with Br— 

1) う架尺、 111 肴尻餃令木，沖 21 回放的代営討論会， 3B 08 (I qヮry)

2) 鈴木、川筋深沢，牙 20 回放的代灼討論会， 1~11 (19 勺 6)

3) D. r. Pepp"'-rd et; o--1., J. hor~. N叫 Chem ．，ユ， 231(1958)
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2801 

拿況り
フ II て（

虞挽幻（か、；； } 

パを（羹）を足f~づ:｀がわかフて巴f：：。町豆硲標諭ct>(1Jl几リズ 7四
Iレア9E}- ナト釦本（ぐo(^c＾公）系におI)3 舜先メヌ／9’1 ウァーク‘光翠去にJ戸をク
竺 57厄麟呵如ね，炉乞（叫（ふ編的詞幻叫C)辺炉リス｝ ↓ン
ザ）噸ゲ記［こものノ③玖？o（必公C)3 どシつ弯⑯C2-り）1広切ヌナレンがづ萩
i t和） （＇iヽ緩立差頌籾立た。 2) すん‘り麺）『＇りの③l：：／拉みられば（）メス
バ｀ウァー X I\{)7 }-lレにおり 5虚砂及汲冷ガ濠紐孔／さらに③1`‘ぼ”厄2十の奴平
ヵ覧）む）久き <rd93 ごどが＇叙測された。こ琺蹂IJ EC-オ→•上佐歪効果に£)生成

2 打燐饂‘錆冦｀切／レ，況‘かりヌサン<co(acacうく日ュC2少噂l：ズき
B <rむ），それらが毎必紅（タワにか l、ウ戸1紅）に応茨すふためと吟ぇ召んた、

ふj) Iわ l；；1オわ羞社歪、”')ズチレン十 e0(ac邸ら（『A／1分認） Iゆ‘1 ずりチレ
、パふ（砂年）3 +H心吟 (PA2分夜系）にフいてげc“M,})‘笈応I墳う

｀国）量年かり環印丑隷冥侍バ‘'袈告する．
五し認伍＇彩紅叩嗅勾叫C)3 炉が｀，／ィふ砂のテトプヒドD7フン
（丁HF)溶夜鑓繹ムそから邸鯰ば吟亨あ紅（あ；ヽJ Ia co(んcac)] の
戸1F翠記）みに）、うれに立瑾：疇ウ＇）スがしンを加這知砧囀存馨囁勾乞
THF 繹祀立ぽ。生成し叩酬（絲色）rj 74 1レ4 を、細くかjぎざ｀んた‘'もの
＼ム―… x2..,..,-) l／況輝年以こ。
“津， 暉（i）『,A系，＆（い（）3 瓦灼）ス少しン 1汲敦したものにつヽ｝乙
｀い箪砂くつ炒り噂肛た。炉リズケレンf I事（a.cac)Jか＇とりー 1::一軍
：了（ 1 ;; tしら（邸三郎亭広疇箪l項リ幻（“
、 Lii)/)加碕，炉ンメケレン］噂青とする Co (o. co.())と H辺心蛉｝教砕否一
こI : 6) しして，加ゾズいレンに対すげ疇昇化させた、分粒ふてい 3 ん{ttC喝
LIれ乞叩距紐 rA(9 と言1算I::..―ょソ応‘め［：：：。
澗） f））匂r系，ク）和戸り(){oc a. c)) と日2.ら砂の分＇ぅ椒．の和3—定とし厄蒻の必
只乙），二試釦疇と：噂饗［こ。

皇硲坦ぇ追1三四卿旦囀麟冠ぽ崎拉疏疇祝研
，：西＇、正乃万／f( I砂加恥｀＇，）遁叫判耕l:[：｛虐 (~3紅）幻苺l虹懃初＃匁約

I＇、デメ(-、 II 9,-II('，，れt,心） ］）た。翌鱈砂鷹拉 (__-0Zナ千乃アーを含む―TH F + 

＇入、ノ! I --I, ー＇、;c:i : I) 虞皓シア/l--三7/7冗！酋ら麟戸＆ （4□ 7ブ
、＇， ＇：”砂厄L(こジこの・ノブクシ1`' 〉/i c芍ラ輝恥溶夜<J) ¢を‘のの II 匁屈び‘’
／．，．，；ン／こも｀ V! 凡／吃C’ーグと :l-e ｛：い）に戸厨易十仰16 心 P雌直虞し
も‘(-‘- ：り）＇I、i叶旦＇勿t9 _ ̀、
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厚絡丑f墓足謬/,J..'3／こ示す。
尚叫＇条｛初叩琵鼓的， □勘蘊迂、
戸j塁年 7恥 k 鯰 (acグ（）只嶋 I噂＼
ヴ：応（町）戌釦 7, 6 %7`'あ？た。 汀知謡”、国］享叩庫7{J 1;,1. 0-QQ  

加齢翁ぅジ｀力／叫／）A釘臨＜ c心喝 B
＼」

疇く防咬麟囀l方（詞戸鬱岱 1/)
幻｀、か紅。叩｛心）¢。な鯰L：：歪）ても）a] ~ 

囀叫疇19` `1l1)疇l ょ
／）A（噂％）＞ん(ac勁綱CJ%)〉炉{~I -f,)゜み0 ク0 6クク0
了::あ？た。二わ Ii加齢船ジ汐 Iレ）こょ 3 心 (A)
心l叩叙 Iこよ如這帽｀’で窒両核造犀
によJ知均渥ェ類似咳沙‘ある—ー：を示プ へ
朽裏、われ3。 さ
（叩）I砧 I塙 1J~ fA系 1"l］ぐo（正）］野゜
のオl゜リスがレンに対刀器友詞づく L かJ- i 
ぐー王（か疇ハ詞＇汀噂f訳砂息
紅 lI み（函 1 ） ：：：オしは（心）仄わ＃ Iしキ： s 5 
をィ、白疇少。かトァト A の丘l琴：）J ミ
］（こ訟，｀エ豆芦 ‘1広麟lこり

祝江3声lぐ l月係フ’;.J 9 れ、3 かtしれなり。
杓ズシ[I3(aI b' う四～叩碧度で'/
り如い［況l的（訟！：ん（ACac)Jか｀＇
ねかどうかとt l うこりすrd わち ¢’Co オ，

刃｀，トムが源紬今“う 3 71 J"メン／、（要 ヘ
ィ己）疇釦紐I:J砂かも兄r、 I JP 恣：｝〇
紅J）繹l: ン巧酸紐該fA() 系ー［ 9' 恰

はシ砂酸9認籾彰‘l加‘,,,,,'jJ Iレl:93 舟Jo
星紺団l：り“＆(1Jl）の収ダが＇小—r 貪ヽ
<、[J江，逸れたふ ヽ IO,_

:れ五錢泉E) 釘ん（り）“＆ゾ疇ぷ 心
; } 岐乞CC>り）、豆t=7°0玖1 あ 3 し 1 （ノ詞：：丞
か滋応につ（〖考家す3,

1り 1 yA系

0 0 

゜
( 2 rA0」所

゜ ゜
゜

0
 ゜ 40 砂

り(')

2
B
 

6a 

CA) 

()、 I

囚 3 『Aofl'系

Q
 

ズ0

必
炉

9

1

 

/0 I/)0 

A/o 

りぶa厄．コ怠必心叫1 Cん圧．廷／05 CI77グ）
E心{a e証( J,°加．⑮;5) C-み位[) (（曰）

2) ぶLら戎J ¢-t人 TCKR ["謡｀ク（I17?•5 戎ぷ）
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2802 コベルトセンおよび‘コバル今セニウムイオンの

溶衰系 1こおけるホ、、）トアトム化学

（東大理） 0佐藤春雄・吉田正之・富永健

われわれは有榜溶媒溶液中における金属釦本のオ、‘‘？トマトム化営反応を系統的 I ミ
師究 L, 3知o物効果な℃｀の情椴よ＇）反応の＼くみを明らか 1：：してきね。 これらの系
込の比較釘ミめ品近）印櫓全属化合物 n 澪液中にちげるナ、 '‘1 トマトム｛尋反）芯 1-::. つ
いての研究t言式みた。盾海全属化合約てあるメダ 0 センのホ、‘}トアトム化将反応．の
姉祀列 ll'戸 Tょへ溶液系 ·c r1 /-ダロセン中もァ℃も中史なフェロヒンを対象'l L 「t
揺究＼が報告をれていない。 1) われわれ 1まユ｝＜ lしトセンおよび‘コ lゞ‘iし今セニウム 1
オンの溶浚I：：おける才、、ットアトム 4溝反応を揺究 l た飴果，濃夷効果，遠媒効果，
未加物効果 I ：：：っりて興昧ある知見た得たので報告すがま r凶肘蘊方法の検討 OR め

固樟のコバ‘ルトセンにつりても研究を行った。

皇 1)試科 脱オ心ぶび喉諫集し在ベン也‘ンに窒素零囲気中で 3 ～も回雰菩精
製 l 「c コ）、ルトセンた溶解 l 棺々尻叢夷ぷ翠涙を得 rて。ミれを窒素中て｀石英咽応衿
\~リエ今しンの棺を L た後}~ぅフ 4 ンでき寸じた。 i r1 同様 o ガン 70 /し I~ 二、7 ケロ

セン）フェロセン）堪化含失 l1I) を索；h口＼ T1試料を謡製＼れ。コ Iゞ 1し今セニウム 4 オ
ン落凍 I). コバルトセンた空気叡じミせ丸エ 9 Jールに溶解 1 て使用した。

2)照射 立放火免Jfr、子力み斤究所の TRI 白A Mark rr 型）百、子炉 RSR 井 1 (巷中l吐
子寺、夕 X 10'1 ""-/c.W12sec.)ｷc ID分間照射し h. 。

3) 分澁方法 o.) n ぅムシ去 喩素雰1面気中て‘YIしミナ＼メ 1 し 7 閤洪性衷 I ～皿） h 

ラムに試料を注入＼暁気影lくしたべ‘ンゼン／ エ勺｝ー Iし，水、が’\~ Iこ展開溶媒を流 l
令詭する。 b)落媒袖出法 試料を空気中に 1 時間放置後認オキシンクロロ才、 1レ
一＼シ容衣た加え）フ1べおよび硝鹸コベ lし卜t含む EDTA溶液で抽出する。 EDT A 溶
液11 今オシ 7 汎喉アンモニウ L、を佗知させメ今 l し 4‘) 7‘｀今／しケトンて＂袖出する。
心｝惹法 固体の試｀料 Iミついては中性手町囁 80°~1 o 、 I ;i,"'屯で 1 時間昇吾＼瓦
締栗および考寮 1) 固体にあ I} るオ、’‘Jトアト L、反応および令誼方法の検討．照的

\ T□ 団体た 3 怜疇まで合紘 l, 放的能測定より求めた“のし0Q反趾疇紀の言l
合を君 1 に示す。コ）＜‘lL トセシは h ラム法でtl ベンゼン 1ミ／昇華法でtj昇華物 1ミ含

まれる。 コバ｀ lしナセニカム 1 オン 1ま n ラムシ去で 11.エダ） -Iしぶよび‘7)くの一部 1 へ: I こ溶

裸神出法で 1な 7KIミ／ 昇華法では発渚に含王れる。結果よ＇）打うム茨、のべ‘ンゼ‘ン展間
賽こしなユバ 1し卜也ン以外1l)，化合物が含まれて\,)る：：：てがわ力‘し） この溶液も鬼媒拍

出て‘令雌すれば‘正雄↑I ::J. I ゞ 1しトセンの収幸しりランション）がオ、められる．iたコ

バ‘！し今セニ h L、イオン l] 2 、 3 ~ 4 、 ,.I。こす: i 5 。溶媒抽出法よリコベルトセン‘(_ュ
べ 1し今セニ占ムの知が 3 b 、 9 う。であるから， リランション 13 3 l 、 2 "--33 、 3 o/。臼唯定

表 1 中闘3烈的 L t--:.固 1本コハ‘'1しトセンの分紐後 0 汽。反趾化員：雑の分布

ふ:i:：／去 II : `：キ： 1 ]: ：三I :;:[::~\ ::]叫丹I凶：、］，しケトン]:: :I:::A:[;:] 2: ::: 
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される。雰化法によろ＇）テンション ll 3 '7、 b o/。℃大きいが‘， これ 11.累菩中の穂アニ
ーりン勺‘‘によるものと推定される。 このリテンション 4直 11 Wh e.€\er らの信直 l 約2.o

%) J.) t＇）大きりがJ これは中性手照的後令難まで‘If)放置時間の差による音のし推
史される。 また溶媒袖止去のワロロオ、 Iしム層 1ミ才み在す 3 生式物t彼らばボリマー'l
予想，＼ているが， n ラム玄のべ｀ンセ＇‘ン中にモかな＇）末出＼ていうここから極l生の差
のある 2猜親以..t:.の化合物が生成＼ているこヱが明らかになった。

2)溶液にお 1うるオ、’‘｝トマトム反応 0.）濃限効
袖

畏およが遠媒効果 図 I I, 3 棧が容媒 1: あ 1t委15
G 

~ bO(oーコベル今セニウムの収李℃介子間平安

均距雄の閉係さ示した．ベンゼン溶凍 l:. み Il 弓10

て ll 生成物の一約が照的管壁およひ‘令液ローシ
3 

冴をに付羞し王碑t,r/4直を取めるここが困散なi' 5

のて｀ o,o !:;日（J =32 、 IA) 章夜のコバ‘1し今セ

｀し
ヽ•ヽゞ•—.......·—・......―-...... 

ニウム収幸をカラム法で取め全言t和幸t袴定 20 30 40 50 60 (K) i 
＼て箪出した。 3 2 A 付近て‘'コバ‘lし今セニウ 印 1 介吝間や嘩雑ほ） tりx幸
ム収率が錢く希加＼ているのが 1刃よ＇）明らが
である。 この条店果 11 高環度で 11'..反趾原手が他
〇コバルトセンt直検反）芯、をお：： \ bo し (Cと

—―•--コ lゞ 1しトセン 0 ぺ‘ンセ｀‘ンミ磨液

ー公ーコバ‘1 し今セ::::.白ムのエ勺 /-1 1.-シ落菜

--0--コ /\`9 し今セ：：：占ムの水峨ぅ染

H凸を住版す 3 司、能性が高く 1紀鵞食にな 3 --0--::.デヴロセンtぅ条加した
lミ\.たが‘7 て｀iの可韮I•令輝くなるため臼祖 ゜、 D211 コバ'1しトセンヘ‘‘ンゼ｀ン海求
定される。置袴反底に IJ.反躁原子の＇）コ~ Iししンジ中 1ミ祖畠控分子が‘社社す 3 こ℃
が文要であ‘)J 図の曲線から溶液中のコ lゞ IレI-セン<f)') •コ~ Iししンジが指定され 3.
7l澤環で 1なオキシングロロホルム溶凌て‘~\こ抽出、 L 在が照射後 1 遥間にわた＇）数回
抽出1t (I) 返す℃｀｛れぞれの抽出遠液 Iミ放貸雑ヒが認められ生甜物が 9l＜溶液中で干守

史な化栄椎X ¥ l 店在 l て\.) 5 ::. Y を示唆＼た。 7l濱謙 T‘' はコバ‘lし今セニウムの収
幸 Iな他の溶媒に比較＼てかな 1) 4知 1 こ Y が明らかである。

b)漆nn掬如果 0、 02 M コバルトセンベンビンシ容液 I-;:_ ニヮケロセンをう添加した試料で‘
Iな bsN i <f)放印紅酋：くため照的後 3 8 間放置分離＼た。図 1 より二、ッケロセン℃ユ
バ‘1しトセンの混合物のシ農鬼、しコ lゞ Iし今セニ白ムの収牽の関係はコバルトセンのべ‘ン

ゼン溶液の喝合心籍似＼てお＇）， 平均距離 30~35 A 以下にあ汀ろ収率0 嘩大が置
袴反応に起困するこ℃屯支持＼ l.いる。 またコバルtセニウムのエ勺 I -I しぅ容液 I こ

Fe u3 t加える｀しコバ｀ lレ今セニウムの収率が低くな＇）ス打べ‘ンジャー効果が認めら
れた。 し力‘\. 4tの 9夕くの場合\"J.試料中に沈船が生じ‘溶媒柚出が困箭いなリ西屯l吐の

よい値が得られながった．

以.t..のような知見が得られ民が‘' コバ‘ルトセンの反訊化岳反応のt令な解咀 Iミ＼な

濃月友澤，港媒友h 界，油匝物効果のより許細な棟討兌 さらにま確認生爪り加の履，
放射叡n果によ 3 号り響直厨｀凶要ていぁ 1) J このために＼土令細知政良忘望iれる。

文献 1) K. H. L\e.ぬer) C. Mavc..opou¥os) R叫i o c.h,m ic.o. Ac..to., 12, 111 \l~店）
2) 0. H. Whe.e.le.r1 M. L. Mc.Cl, Vl1 Ro.cl i och i m心如該 1 'l, 1~1u q b 'l) 
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「 2B03 ト I) ス（フェナン)-t7りン） Iレテニウム(II.)イオンの（れ， r）反応

I, ぢ‘IT る中心金属のリテンジヲ｀ノ
0 田中幹夫： 虹盟” 高見1呆墳＂米石森逹：：：：配＂
•米日医大 * ＊立赦大•理 * ＊ヂ立敢大原研

じ・ス（几ーシクロペンタジェニ｝レ） Iレデニウム(J1)めベン也＂ヽノぅ急液と中性子癌，射パ＜
I:. J、 I03RI,(_ I:: /oSRIA.. r//リテンジ 3 ンとq7Ru のリテン万｀ノとに 1J犬？ TI差が見訳

Jれている． 1) "念I-生1-リス（ I, ID ーフェナントロリン）ルテ:::.ウム (1I) 愚瑶素綬羞
4 ;:..トロベン也つ恭疲た中性子終，珈すレfくと、キも， 1司孫fJ甜果がえられ， ＇）テン1/ 3 

、／に 1"ほ紐渇手が＇サ 1Jぃと推縮切 1：：・ z) ミこで'J:、光影初知ェナント'(]')
遺倅滋化物を非極狙合成‘吸着樹脂 Iり吹着 3 ゼf：：状態で中,t生子照射レ 1：：場合~ I 釈
詞凡和対掌砕筑紐に応冦 '03Ru とq7Ru り分布率等 1てついて殺告すみ。
直 A- あるい 1J△-[ Ru( phenh] 湛化霧湛液から稽湛を非極IJ-生令戒吸船蒻遁，

XAD-2, I ：：吸着ざせ，ぅ威圧デジケーター中で直乞•応 1：：そのも試‘料I:.レ和．§紐
濃度 11 (3~8) X /0 ―‘mol ・［＇ であった。
的 3 } 4 試粁 Z4固tィい冷··wy量ヵ沼魚令試料 k 爽に，虹数炉 (I DO k-W)面彩試｀料

棚て·遺間照身すレ、照，身澱いら At'..弟棟ィ乍そ z・り闇 l1 ドラ A ア A か中 1＜真序えf<.
頓．紺後，統年 1 つに対紫砕形 [Ru(phe11)旦ば渇璃を 1旦材汀：レ？加え， X AP-Z 

刀ラム上に加え， メタ／ールー水 (I: 2) に 5,}4船本帝b分をぅ届む v, Kュ [S 加（d.-t成）2]
と X2[Sha-t國）z] 屯用いて A- I:. △ー錯昔4本 25 回介争］、精殷レ r,. A- 1:.△-4林朽

ラクジ 3 乞！、を合試粁 I':'. ついて，q加(2. 15.8kev, r) t 103伽 (4竹．q keV, J-).,,放射能

表 1 放甜托分布 (D) に対するqnRu I:. J O3RIA.の同位体加果 (IE)

1-.·よ仄比放射往 (S)'

煤約柑4本 1初刃ン IE % 

締晶が例

ュトロペンゼ‘ノ

洛液の創

XAD-2 吸着

i¥. 

• 

A 

A
• 

•
AA

• 

44 

41 

4q 

48 

54 

54 

• 

(* 

D%  

［竹］［ I 03] 

2. 8 4.q 
0.42 D. 6q 

0.22 l. 5 q 
o.o4'1 o. oq2 

s ※ 

[qり］・ [ID 3] 

0.028 

21 

0.0082 

88 

0.58 1.23 0.0058 

0.02ワ O. 0 GO o.42 

/

9

 

4

6

1

6

0

 

0

3

0

7

 

.

.

.

 

0

0

 

0.012 

o.S8 

.1\. ~8 o.5S 1.32 0.005｣ o.013 

• 62 o.027 o.6q 0.2 7 o.73 

未処疼<1J照射斜料心悶放射打尼 k1寸ずる比ヴ

7ミ甘かわ召あ‘，いd)うえちかう I v:.(J‘わですJ J: I ぃレもり広つじろう
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直射の 3 ~4 日後げl知 Is 照令試料中ヵ伶昔砕看，オ旦体とレで加え r~対和籾
恥量から化厚収孝t牙<.、JI) I｀もう 1 つめ殺射拭料,1 メク／- Iレー水（ I: 2) でしめ

レ訳倹 X AD -2 カラム.t.に加え／雇昔材渇かど舜忠，［ Fe(phe凸］応 E 加えて上すもし
同様f直劇精綾放射f紐l免名レ Iて．錯体フラクジ 3 ア l了択存する[ feCphert )3]2十t
介斤賛麦 Iレテニウん錯株 5 比色虎曾·レ？比放射能舌牙りに
締果と考魚 結果めー拝と:;:::)-ロベン乞｀砂紅，§封い湯令パ列と共に表 l に

矛、す． I司tfiL体訟果 (I t 1) I？下式からず切 I<:
IE ... [1-{CA'17/ A103)フラクジ3 ン／（知／A103)紐魂賤射試粁｝］ x IDOI A炉 XRい計数幸．
X AD -2,~ 吸着レf＜ラので＇屯 ニトロベン名つガ和夜の湯合ょ l) l司位ィ本効果が大ぎ
＜麟率が膨ぃので、印緒応各令が喬知湯令』 I) 3 りに低ぃと先えら M る．、、
めミと ,1 XAD-2 バ瑾いらを交玲·ざれる： XA D-2 11 スチレンーDVB J:')_ Tl る非
極,),生令餃吹着街脂げ')、和均孔径q o A, 表面積 33 0 元・ 1ー／で｀ぢる．喉羞釦和痕
知 (3~?) X /0-6心げ’でみ＇）、純祖すか 15 り令数ざれ？故及着 3 叩ヽ，る，ij置1
“状態であるので原、子炉放射線 lて［って化成レ Kみ良片化学程碍噴幻秘散⑬
そぃt考えられら。対掌体約フラグジづ｀／の此

放射能が鋲fび＇f仄，条夜｀易知リパ l鳴 Io゜
¥9 1Jゞ，：以 I1 介子）勺ラ也ミ化尋燐如伝 「讀
t'\ている寿液バ瘍合 ;1) 犬 3 ヽヽためと考えられ

み。

(n， r) 反府渭いパ放射にfク反砒ぢf lパ''101
ーを近似的に求めた． I03RIA.についてiす 40 レベ lレI

14 Ir J; 1) 1Jる崩喋図 (Nuc.lea.r D'lttt Sheets 

vol. 3 ，主，’？4) "& I刊い，危レベ Iレ n 寿今11 免介痘
-2 

かく，ず K u放紅渇方的てみると並似レv... 10 

姥果t図 /K 示す．反訛ェ,1-- Iレぞーが麹門eV

以和碕令約 28e-v以下パ希令みみ唐条IJゞ叩以
豆 0.5 %, 2 % t rJる。：ヵ緒果ぽ反跳ェぇ _3 

1レぞーめみと近ィ｝人的 k角れ． Iてもので＇あるが｀初 IO 

訊りテンパンに対する一 7 (/J尺度と見えり以
ら．

他方，稽砕を非極J性令餃吸着街脂に吸盾々せ ー
釦凍心状態註7J期リテングづア＾研兒 K と 7 10 

て適 v k 系であろう．

率

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 

/
ｷ
 
/ 

ー

/ / | / 

I) fJ',H砂t辺右 u. 2a.加， C奴叫cal 1:ffeぬゲ

N砂tl/l. 1iz砂少na右/仇:n:.,IAEA, Vienna. 

(l q (, 5) / r. 133. 

2) 石在・田中・折見・珂討／第 z2 団放射化

房詞孫冷（東京） I q71年 ID 月．

/ / 

ー ! ー
ー
．

ー 在、 eV

5 10 20 50 100200 

図 1. l'l捕‘1房ケによる反眺
ェえ）レ名が'E以下である渥率
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ラフェニ- lレポ lレフィン錯体系に
テンションにつ\,,‘て

（臨駄・イr.) 0]を司皐， 池ヨ長生
圧： ｝叡い国相におげる反跳現象研究の一環：と l て，金属，テトラ 7 ェニ Iし品レ

7 -1ン（以下 MT f pl:. I略託する）（ l図 1) に着1:1 L, これふ心ャ心金底っi輝，締
晶砂羞及 I r麟13-fl恥遠揺疇応‘丑，1翠：っこ殺筈も行ってをた．現在
中心金属をコバ‘Iし卜しした瑶，合の一連ンの枝知危過廷't礼｀t＂如こ閉する＇）テンション
信を 1 i li、全て求り、緊 rこ段階にあるバ，今l]ょ逗 l て見う如臼,,.,')テンショ
ン咆し言うt n の、中に，イId t遠紐叶過社につ、、 1 透令ふ‘い‘のように令1几
て、、 3 がと言）．ぎ． 1:. 主畝t応て， C o 丁 P Pl こっ、，て叫該直如 I~達する

N̂ TP P ^ 撃心たしつ .,.1 こ n L うブ」 1司祖錢紅咲 IT る、ヤ心金配訊和
遺仰：：っ己名索を1}口える。

聾：匂々這恥怠q L I：和窃法な虹っいて
l1 詳細q稲，Ji l た苔祝うしあるのて．．， ここゼ I1大ぷ5 の午

t述べる．
氾計： 1甘ヽ・た錯匁紅和；文蔀による方法｛令ふ，

常逗品形を 1 うえて使 l司 L T.こ．

叫m：韮虐P．でh ：： Iぷ東北ス棧理祈の電キラ 1
す、•I 7 を和 lfi L (_最大エネ，L-ギー 6 o M 之マ，禾年1菱

電戸 sw -e...Q.. p l'1 o...:r"~ t "t｀、紅），熱ヽャ •l豆咋
に 1'1.立大厄研の TRI 伝A 1[炸 RS R 子以巷ヽt 1'王子東
5 メi 0“^ IC仇2、 sec) t量 L た。
iii)釦尻． 1午：照射ヽf 7.iう-v-.1 こ化津分離叶~ "i'd)イ号．r和 1ヨ81試将1 J:砕、、 Tこドライア 1

スヽヤ I ：径存した。 ‘ 

；譴痴疇魯成： ①紗（王。祠C.oT f P 1 這．恥丘鴫し 1: Co TPP 

詠祈を亙でに直‘呈平華 l 遭7：：．③ Sit（心成。贔 CoT Pr 謬疇鐸5 .Jべ‘I し
トt 1炉ぅイす．， 7 豆咋戸紐約し，函誼灸ク I コ 1コ丁、 1しム了団 H ェTPP t.還ぷーして
租製均を得，こにti望名産 1 こJ.,...')叶製 L た． ®”N＾・社諏応丁町汀這屯及全
危二 ·`9 IT, L--た 1司手に電戸ィ丁•, 7l こと＇）竺知，酢酸で｀這イオン如粂法 I こと＇）
”応 (r I p)n Co り反応心J生すも r7 Co t隙云したのち，迂（…ふ c 。ォ所藍ゃp島

令と＇司様1:. l て令八した．
V)イロ字今酪：迎印へ科ぉi v将：哉］食内 E 、在侮、t合-r.· (ク、コ 1'.l丁、 I L..ム十メタ I

ー，L--）疇落姪 l こ；望肖年し，泣l‘生アJレミ丁カラム 7 ロマトゲラフィーによ＇）生八向を
＾訟ヵ呻し 7こし

叫叩疇： ncO I 叫。、砂心Co,9 60} Co わJ:.ひヽ汎: I こっ、、て 1 ょ半

半虚誌;j詞したこ竺。〔f浅，且月 1.2呪，疇平如表、もり 20 0 0 i’江
k<v,') l ズ）的釦＇た電戸ね悶す‘る）につ、，マ］、金訊L退屯素成ャ芸酸←、今符攻，
J,.-:·,—トタ―l--- 1̀ -n ーオク r, ，_ Iァ:ン一i、 [--1 L.. L シ＾FT こ 1由出し,こ¢）召ぶ DPO ャ

国 1 H （正） T('tro..phen'/R.ｭ
p or p hふe
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po f o P を If]、、 Tこ；夜体シン千しーション麟逗叶紐遺認しつ汎淀した。
麟心訴の IT過程11)＇）テンション信べ',‘tい＂炉っが｀が），（い）反応·
碍、の＇）テンションの比む応這1 1.., *戸這輝如絨のあ 3 叶さ：：追
在比n'i '1直2 とアよ 3 ヵl＂，錬街拉I dJ t.o - 7 0 釦ぶ配認渭祈t行っ疇した。

終果と考寮：虹王亥＇斐麟程む'\..·t"れについての＇）テンショ追(R) を示す。

正c 。 60況

ぷ。：口:e□l:]:o)srN`(.~)

／／：／王：／／R／／⑤／：／［／釦／／尤／：／／R：R////:
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2805 沢暉エーデ Iレ H りがア足トンヤの dN の化学灰桓
一直（枯虔）依存性ー―
0急心＊ ヤ祖皇児狂私瘤‘“**
（＊正釈尺4醸希 珠立裟尺辰研）

1) 反食瘍子戸遠麟紅雌iパ、有機に怜奸I~生扮レfぐ3N の 4噂約拳
慟屯、恥惑射痰虔バ款ビレで観べ‘、 I切様卿o令初の生総機構を葱象する．
:z)え、応戎 1J:、汐なiil雌に輝疇＜珈g窪蒻厨即‘1切、水水
わよび、西ice な｀と｀＇で‘試枠藁度屯剃御し約—駅～約 +20 ゜C の逸戒＜源そ炉畷すレ
f<。 I3N/CH3COCH3 お肛び‘/3N/C遥OC西系で•生戎する '3N 4凶澤を 1沐殆）
HC 13N I nNOi 1 中ぼ切 4巳合吻わよび‘13N 有着約斎崎細出物のクラクジョーパ的
で輝口く。
3) 工祀フラクラヨン中のぶり嘘叡輝疇的雌□卿該I＜依魯し、
ニい‘I3N に和如釦磁蒻這虔旅係逼程が‘今ま礼ることが‘判った。滋沖、1~NH3
の牧条ば、術遥麦江手1d 伴な vヽ急象＜戎少レ rく。 13NH3 の疫争の対敷を感焦互足
（麟函）が鰭こに対レて•フ゜ロットすると I C均 COCH3沢1J頃 I 1< 、竹よが．
隣応H5 中 Z‘‘IJ Fク、 21冨示す如く）そ札を如鰈を与える。 更に、ターゲット
祖疇I注刀の対款な．そ礼ぞれ疇"f' I譴 1翫菜Kフ°か、ソ日すると、 13NH3 が鵡紐‘
呑之み直線（足銀）の勾紀口、各派バ魏が‘与えみ直線（祓媒）の勾嶺もとよく一致
□ 。 印、／3NH3 の応和、“”略知疇ふ‘叫噂種t/)渤叡度道必
倒する：：：とが知印fく。 ：：い、勺始辱翁反知‘紐,rJ:_が派砕速パ蒻種
バ知憶和抑圧2 れる二と屯示レていると見低よる。

0.0 疇、 HC13N の収1,くば、吸U

忍 知訊叶遁l戒疇んと‘‘蝕にぶ
^ 見¢札ない。 (CH3COCH絨よび‘

-0.2 ｧ c坤OCz堪 1 J、ごのヲ汲尾達成か

苔 麦店‘わる。） 現 1-:::裂知f<
出 よう 1-::: 、 C叫および‘C-C6加系

-0.4 ; I~ J:?_1r る HC13N の版李ば、か
ぽ いp~se_. -effectを示び、そ
・甘 札豆輝ゎね噂湘 lて恥ヽて

-0.6 こ ぱ心‘ーえ直を与える。 従ク
g て、 HC1.3N I てクい1: I よ、 C直6)

c-C砒2, CおCOCH3 PJ Jび‘

C造O(j/.5 -<瀕似の反盃撼槍•這
之る二と打ゞでをよフ。以上のよ

うな幻麟釆び甚‘い1 、以f
に、二礼らの系 1 項 ITる lSNH3

1. 4 
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 ｷ

 

ー

c
(
｣
H
N

｣1 J
O
 

゜ー

p
t
a

芦
）
竺
0
t

0.8 

/ / 戸
点/ /゚ ｢ 

：が

(10 r.iin. irradiation) 

3.5 5

)

 

.
1
 

4
-9ヽ
!’ ( ’ T

 

ー

i
 

3
 

0

0

 

•1L 4
 

j
 g

 

:
i
 

ヽ
9ー

・

-0. 8 
5.0 

13 
¥rrhenius plots of t;1e yield of ｷ~nH3 

; :: acetone and o:'t'1e viscosity of acetone. 
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紅か‘HC)3Nの担成機構屯考

条する。
(I) P必加呟

Ho-f: 13N 、

況ic加w(lve による裔牲ヽ、）

素蔚ぱ｛⑳水素ti)反恣系1.‘‘
1) 

ば、ふだ啄ら 1 くよれば、
（／）幻『‘に）式‘紅,~捩き反食ヽ
岱訟し、未知滋：な｀爽如ト
索かj: (I)心の反恣切和牝も

R玖ct切花s of 

3. 5 4.0 4.5 

103/T, (K-1) 

s.o 

13 
Fig. 2. Arrhenius plots of the yield of ~~NH3 ruu 

ethyl ether and of the viscosity of the ether. 

N + C-m加→ NH+//..esidue.
---------({) 

N + Cm枷→ cN + Msldue 
--------t2) 

する 9 しい。 厄釦 11誼示

すよう l＜環釣炭に水素C甜6 幻よびc-C叫2 l翫心、水素必よな c-C砒2 の分が釦‘
に 13NH3 の収桑が‘、裔：，羞勺 HC'3N の的和桑ろ悠ぃい遺釆Iょ、 Sa秤亨§の
後皆と｛にする。 籾·{G/4濠）の牧争バ索叩松炭素原和各1 口紅 1< 忍する熟
碍ぞ‘ータとのクも恣（ Ta.釦 1) も、＝払と迂棒がぶう。印ち｀水素原~~)き技き
エネ 11/炉ーの小 1 いターケ‘‘ット分子で I .t、 /SNH~ バ珠恥学的版桑がか v\ 。 そ：：
<‘‘,CH3COCH3 h,よび‘‘Cz均OC2堪系 1＜ぢげる初疫反盃、とレて、反念（3） Bよか‘‘(4) 屯考え

てみる。
I3N 

応N
+

+

 

c砧nO

Cm加0 • 

• '3NH 十虚S汲ue

c咽＋ Jlesidu.e 
(~) 

(4) 

（廿） Possi-tle Eecon血げ脳畔ons
コ逼程 1匂晟む鰭遥が含ま札るものし秀えみ。

Table 1. Energies required to abstract a hydrogen or 

a carbon atom from a target molecule. 

energies to abstract rad1.ochem. y1.e1e1 
molecules at 15ー f 

H-atom I c-atom UNH3 I HC 3N 

CH3COCH3 3.8 eV 14.4 eV 9 % 3. S % 

％馬°％馬 1.5 14.1 17 8. 5 
~2.6 

1---一―――

c-C6Hl 2 2.6 16. 30 12 

％馬 4.9 15.3 25 

反森 (3) およが（4）の生成‘物（

13NIIおよが C州）は，：：の
遁篠左経ぐ衰砂 I3N ィ達

物を与えるも(lJと忍之る゜

文献

1).Saf,瓜呵J P、R

J、 F孔1s, C知em匡 (l968)

330!; 、

et必；
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2806 液低1 ン乏;:; ?守 I~'!- 成する戻索ー 11 ('’C) の 46 そ的桑動

（坂歪府） 0多り錬 叶 1紐
（東大疫） も永 l麦

（はじめ（＜〕 アンをシ？ずでの＼もェ矛 Iレイ．．／疾素（叫'‘し）の反応 I：関しては気
梱も中心［した砂 lf冴の石狂疇知れている1.? %l(P,a)"し反応! I月いた湯合 NH3
への＂c挿入反応•生戒約である薇量の紺＇しNりとその還．元主成切である '1Cll, fl/lla,''CH+,<
玄生戒籾どレてあ公 3 がていつf< lfで，t-比0 系 1：：おげる'ico2 斎の綬iじ生戒釦道
苔するも<I)(~釦公ミれてI/'ない．一う園＼各＂曲X(X 心， 8f, I) OJ系 1: f;, V'て心珈久
外 I, v アナミド (H•N‘'叩， 7‘ アニジン ((H.N)...’’CN）オの主戒灼ふ礼供ミれて V 9”. 

液がアンモシアの系に関して l1 系帖的な石f文は散者ミがていが"'· ~の系の渇合
気祁嘆柏とは男った史戒杓今和与える:::.と平，稽々の“”や加奇る：どが可
能なためその反茄讃構 4 絣明心 1卓 ”“P 見“得るミど肴咽 1身さがる．加えて
yァナミドヤク”ア -,:.V ンは竹レい＇頃知紐合成.., r--.. Ji^“伶としても令I lflて、
3, ：のことからも”アン元クf (//手（＜閲i i,'t直そ的矛·喩1 i知るしど li脅名
であウと秀えらかる．

｛実険内苓J g射塔呑 1月 I 1, 手すより I, ゼ Iレ状り紗爽 d ぅスか洛冷 (I. p.
20'ffl九4, L. 7...元）のエ祁 1~ :,'1 7 吋 3 の）く 4 レブクスがう入畷め泳'(3994) t牡絶
したものt m•” I!して（丹いた． 9- ケ‘.1 卜剖喘 NII，（牝度q1. 111 心）

“望ラ 4 ン中て． a す今局 N()..t入れたがラス洛和 (4" レ，｀次 lq’]の茶洛 I：移レ
て免な綿がスレ 1 村畏t竹，，f＜ t&,91射 lO C lレ~ (,......笈そ（みi mP) 椅峯レf,.
旦 叙も后サ 4 クロトっ・／ aヽら 4 7・ロトツ('Ep= I 8MelT→入射工 ~,v キ•• -11. 4/1e Ii) 

t ` 遂記直I!咀射9" "日(., 3 も；吸~it,レギー（ワ』るま成初の今祈の複化｛嶺＼ベ
にも紅畔： (~ NH~ ~菟格ゃ放射掃令肩 ltよ 3 出 e N2 の生戒 l~ ょ 3 cuit.y初泉
のたが幻度な 1直t f冴るしとがて、 3 1‘ ・バ・り lく庄戒レfい合＂い坂射代を b‘ ら計i 1成｀

み 1く． 令析 1"保3 t"ち（＜冷葬＾ドライアイスーアセトンt除3, NH, g 

セヽレ由J. l) 亙石5 せて団乙 I：手す点収ライン（冴 9 J i昂愁虹戒灼t雌恨，必茶往
んが中tまの合成介（沿令肩にレた． セ Iレ内ド残るネ 1身秘惇玄戒布 li水ズ 1ょ液i条 7 口て

vacuum line 
to vacu四line (Al NaOH on glass 

beads, 20 mesh 

(Bl chromosorb 103 

s
 詞ロe c

 
n
 

。i
 ata

 

i1

t
 

dr 

a
a
 

r
u
 

I
r匂

Fig.1 Irradiation Cell 

H_SO. trap 
2 4 

irradiation cell 

いわたかん いと｀‘たっお

Fig.2 Prepaヱation of Liquid Ammonia Target and 
Separation of Reaction Products 

とみなゞがた 1fレ

-132 -'  



トグ｀ 7 1 ~ -"俎匂紅し 1：：．庄戒籾の今庫（d 足に 1も捐忍ばのャ ·I広生成加閲
してはpor吋f^K Q /Jラムt l月ぃf＜ラシ・オガ久クジマトク→ラ 7 ィー (R G C.) 1 ：て．

ぞのiゼ I£ 主（くい虹 1 'Oマトゲラブィー (Hr L C) を（月ゾにその今杵苓叶 1 こ lよ．

が恥心r^I< CIgガラいど 1 -オ 7 クンス Iレネン翁：水毎夜 (9.99t M, rH 迂）を痛·雛

液とす 9 逹社1 ^ i o孔ー？＾i r L C.の! iゑ 11 I史困し（＜．
け名采 E 秀梁］ かいりの［碩足 i)ラジオ 6 c今析パ“采，＂社がrm が初

1よ“叫であ., K. z) N̂OH I: 9及収 5 れた呼泌ft直性多紅 l公硝絨4[lくよむ耀
滋（くより H''c. rJであるこど“"¢レf<. 3) 恥 SO4 中に NH, E 4 矛 I~ 点成され 1-: 捐発·t1-
”“#1 成杓ド関レては、桑濃角ふ、和くそめる 2 で 1 -1 H pレ C 令祈t f了とないっ
fく．ミのためトラ 7 1゜心 I• 吸着tiとし 1 4w”'oso心／93 ガラムとへ9 1/ゼントラ 7 1ー 

を習さ．条々 U‘ らrJ PLC 落謀で•椅集杓t釦にレ 2 叩C”杓t i3 ？た． そので百呆枡肴
13\ らは主とレ 1 H.z ‘'CNH を、｛羨疱がら l i "しH, NH.2 t弘広レ 1, が，な邊をこのク滋て鼻

＂するし E ぷて93 1, "的な今1/f ll 11 ならな・勾‘っf<. 4),e Iレ＼り 1<," 奇るみ捐登

仕多戒初 "'H pし C 令がそば，至 I< H遣＇いJど（出N)れ’‘cりを見広した． このば隊會

" H(HzN)'ICN E 未知ま心（出 ‘‘C （此）2 パ砂 H”‘ あつい 11 1””"4碍
杓ビ ”2 かる）ぷ森たレ 1くが、本知多叔切 l関してti、そ，，，しq免る法ら検引キ 1-
ぉt. 吸収エキ，レギービ多戒m叙tの叫も （乳 3 り‘ら哨らかな・よう 1；吸~J.-t Iレ牙
ーの噌如 I:1ネf ’'CH3 郎 (+H2UCNH) の早I合 Ia 肴加レ． H:,.d悩 I＆び（出N).z‘畑 Iむ厭r

した• HいlE'tH4 1a｀ミの工',f- Iレギー鍾叙で• la i ～ヽ Z の削合てィ府たレfぷ， IIC,版 l:
関して 1位子の嗜 bm頃fq t手した． ：のオ尿 I；吸収:£.t Iレ々＾ ／が舟 1 I• つが｀’“'tJll:z.
ど屯H4”tる 1 成初＂渇惰ふ消すこと I~ 、れ柑今咽伺 I遥：いも">'<··あるぷ｀資租 1··
li ‘1じ曲が主多成灼となるのド反し、 IヽCH,NIIz りく液稽での乞多成幻てーあ'), 祁 1：よ 3

反応の大 3 な差も«レ K．比Alt＂ヤ（比d)ェ
IICN りく望成イ 9 ヽど 1 i、 ミの示 Iくわ V て

llc心mm凶INE州ETmLENEIMINE
60 

NH: ラ V 1Jヽレル e ドウジソぶ反茄 l＜閲身 1 40 

るこ L S 3・レているが．吸収工矛 Iレヵ｀｀ーの

清如 I こ 11 り漱”如1 t鴨叫巧るしt 11 1• 3 (9) 
20 

な v ． 芥加和の知系 N,. o 澤存の系 1: .:L 11C-CY巫lDE 。
ゎゾ 1 （糾）;'ctJ.,,かが礼らが，｝各硲和を
をぷ反茄（：閲§レていt、とt ｛・レf(. ~（り 20

＾屯， NH2 う V 力 Iレ，，スカベ｀‘ノゾ 1 ーとし 4: 11C-GU紐IDI皿

t N＾，名戒和のイオン約t峻 4t 3 名てラジガふ：,::~ 工 ; ：門; ~ ; ：く ?` (9 ) 2: l 
灼戻阪it1., f＜ぶ，飩瑶怜の A つ々印泉七｛暑

l'。ー1 心。
ABSORB口） eMふGY (eV/n) 

g l＜否って V なI/'. Fig.3 Dose Effect on Reaction Product 

Distribution in Pure Liquid NH3 

1) J. Y. Yang, A. P. Wolf, J. Am. Chem. Soc. 竺， 4488 (1960) 

2) F. Cacace, A. P. Wolf, J. Am. Chem. Soc ．翌， 5301 (1965) 

3) K. Rossler, G. Stocklin, R. Wagner, The,.nnual meeting of the Fachgruppe Nuklearchemie der 

Gesellschaft Deutscher Chemiker, October 16-19, (1978) in Lindau 、 Germany
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2807 自幻鍋認釦ゾ咋（勺）147危上匁□＂虹'g /97Aし

““ま{_i几珈訟） 1＂砂化疇恥絡汀如立｀＇ぁじ嬌磁菌望
（記） la，初一例f．あゾノこれ1- 7‘'のがツトアトム4年砂心詞心
('1'1, f) 7or1乞ズを合んか）るとこ立差湿し、、 白合鎚あ：：：つ（Jて／97伶 Ch凧知）
叩紅クJ I`’勿ァー分鯰）こJ 3亦バ戸叫
和疇縫炉｛｝つ。二旺桂吸祝IJ Z心り＇）．
<f)府7~ 7'湘雌した紹鏑協l二が'1)7幻餞嗚
足奴輝ガ＇冴うガ｀シ』が砂の、繹妥江t按ふ后か｀、ク
（外i)ア0 匂J1.. 9‘｀アニーグング7°0乞ズ 4年月
を§的とすみ

住

芹 1ｧ1. 

く］攣蜘
ゅ且1

叩ス／＼｀＇幻疇‘夫＿—/f如メスパ万ーヌI\°ク｝l レIa§蒻叫虚とも必
K 以下に初げ淑如｀剃定可能と厄3 た辺冷翔むい短註のガ｀叩｀｀ぁ
5 。メス Iドウ｝鑓番冷克紙につt}て）2 ，高野ら粉｀、歩嘴庫釦r：：ものど月り「：：：0
0肱噂/;Jが全属厚づ 49い祈／必切む追繹認()
竺パII＂ゥy-線齢和としてIみ魚乎ぽ絃和犀
伶［配匹Jノら[p..訂冨J.,知［伶（玲とフ，和[P-t弓©)が）／た：［砕吟）

臼憂賤知［：：：り／／心必豆絨寿ァーー）ングした ' 
伶〔炉凶）， I今［紅叩，

眩釘認7ニーリングif：：砂 E疇如じメ？ノーJレど加え釦饂汀：：：
k之 [P七立戌午J） ら［氏TVしり， があプた。

iク必・

乙9090

/ 00099一

国各 手I定クが16“左）
メ必dにい心 I 

rn  
(77k4グ

n
 

“元9 ICで :z.クっ (KクV). ぷ /‘ ／奴9 2必（臣V)
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噂江山］／ kふ［y山） ｛巧 l) て／絃釦iたり、妾ァニークンJ't r：：＃の，¥紅函
編紅紅礁Iて 1つメス／（＇らァーズ＾·クト／しの形戎lく鈍若 r洟（口みらぃ r位｀った。
両希のイ（（合衿げ加クトJレl2井対称1'あゾt)くつかの成分ガらrいて{/ 3 と兎え
りりう。伶庫1J..凶厄ス平クf/L.り主成タア1 ソマー;- 7 I、 I戸2 叫ウん程度
て｀冷⑬） r , I<2.［尼吃＆万偽合IJ -J三匹っる「'A“(V) と揮察ざん
ふ褻ァ＝ー炉？＇：盃誌にE) ズ A，，乃／いの形が変わり「r{、 (I ：：：て心｛”｀り反t
疇か‘覚か Ij勾）1 か）ことを示し 7 1J 3。伶立ぶら Au弓 P丑JVら AぃV釘這9
Jご '(IJ-凡和加‘5，閲年（骨紗乃履f泣‘I)の知炉＇辺）ノ主に 1臼嚢lこ
J 3 化学的諷砂和 l ：：とが'”3，こ噸勾囃を検汀饂すよ
1) Z尋只ら ’’知砂応殴¢ふ乙序泣hsc吃”戸～77(I97み）
2) 危望そう オ／庫撃浮I：：が＇）プ） I諺吐紅麟羞厚訊f¢ (/f7九鱈）

5 IO 
c 心つ/s)

S" IO ISー 
°”治）
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2COI p I)(E 法によぅ微量分枡 (11)

サ 1 70 トロンが各視ビ‘-Al：よる棟討

（原北大ぽ里） o ¥/. R. Navarreた， 1究箪秤叛，堪JI膚信

紅及まて＇ 1 ：： V四l de Gr叫ff /JJJ速蕃からの 3. 5'出 V 0) 7。ロトンビームを用いて
数精撻O) NBS 0>生物芍的標準試料，ゼ‘ヲ＋ン試料の定量を試みて染 rく。生物営幻
試料について自己芝持型りーゲ‘•9 卜め謡製ゃヤー 1 -d1 竜薫捩処理の方法を挽討レ
た．

本籾釦 11 臼d) AVF サイクロトロン(J)虎欧にょル和痙立）レそ、ーピ→が吏
用＄夫 3 ようにrよったので·, 3, /0、 20 MeV -::tロトンビーム~ IZ, ZL/-/vleVrA粒
ヒ‘‘ームを用いて NBS標準診斜等さ照射し，イオン1直前積の因手である枚箇電ャ
巳ムエネルギ｀ーの違、＼tJ)徴董元祟分莉に対すな影撃を謡べ｀た．
/` ァロトンビ｀ーム工えルギー”影響
A オン四紐墳（O')を求める PWBA i去によ｝lllぷ 9 (/'IJ次式で表わされる．

か＝ ？冗必．ば／Ze/I)・(f四 9)/AI() (I) 

ここでナ三頃f(れ,e)/1lJビ'- A I ネルギーが哨加につれて哨加する．仮1 乏 lぶ，:J I
10, 2,0 Me l/ 7Q日トンビー Al、対する Fe k のイオン化断面積,;tそ心そ••れ瓦j5 33 

2 X IO-2やt靖加する力＼••,l図 1 疇した 10) えo Me V ~日トンヒ’｀ームで竪射した
CI &chardLeaI/々 s <I) X 様スペ？砂l文中童元禿(1) b-7 ぶ認められな、,も(/}であった

I. ~れ ,1 剃l慟放射線滋紅えルギーカり訳で表ゎえられ
Em̂ x = 4 m E 。 /YI (2) 

入射m r.え Iレや一ハ丹1JUlぐうれて消加し珈l動旅射腺 I：よ GI I ヽ―、‘9 7 7`、ランド付加レ
たためで叙喝梵祢 l;1む 1o ロトンエネルや一 Ij位祖適すクt枯翰した。
z. 7° 口1-ンビー A tメ粒｝ビ..-ムの比政
(I)約：［れば，イオン化勤面対遺荷電Z の二未 lて比例し噌加するからヲ MeV7. 

ロトンヒ｀｀ームと／ 2 Mev以粒ふヒ‘‘ームで 1;t後培ぷ4 ｛告イオパロ祠複 bヽ 、大さくなる．
/2Mev 遠比｀ー A (/J数董分莉＾の麟滋討口「”め NBS 0) Spi n~ch を経財
し／ 3 HeV 7o ロトンビ‘ームのスペ 7 1--ルヒ図 2 に比較した．
知l動放財様q晨大戸 1レヤー I以2) 式サら 3 Me巧n トンビ—ムヒ 1 '2. Hev嬬チヒ‘’
ームて考しくな 3．図 2 1: 示すJ:う I: ,1庄 X 線ェネルキ｀‘-街倉遺動放附腺による l ヽ．．
ックグランドはほぼ等しく r,; ることポ認められ r澤，高 T 1-Iレキ‘—吾や分の枝反記 I ミ
よって住じるが線に起因するバック 7`‘ ランド l3 7心I-ン 1: ttべてメ a 万休8がな，）
~I 1\/比も非営に兎．＜ T ることが認められr：：。
戸遺計叶煤ど'- a tえ Iレギ‘- IJ)哨加ゃメ粒｝炉ムを用 II る二とでイオン

At踪面複墳加する尻同時に房l)勅孜級：：よ ~Iゞフク？｀ランドゃ枝孜爬 l こiる｝
腺1Jl／ゞ・フ 77クンドの噌1JUh吠さく特別介房廃をしば、屁 l1 傲量房‘ガ l叫阻l さす，
1 ～数 MeV仇和トンビ｀ームが倣曾分村に lj流当であるンとが明らサとなっ R 。
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2C02 箭革縮暉観履釘髄疇い閥滋｝疇燻阿

（近”::r:)。 7［＜本炭考 （京穴息子炒）崖困志訊笞島和久
麟山医穴） I＼瀬善良／p I 音固県平

1 、lJ l’' めに

箭苓縮性偲l 帝硬化症（吟叫hie 尉eぼ{ s必rOSiS, AL5 と町）Iぁ進行性〇死 1こぎ1 ぅ
衷l、生神経荘思て［現在 ri応原丙ネ研叫蒻岳の一つて＂巧う。岩田，ハ戎ゎ‘のグ'll-J•ぼ

t,~) 

これi t"の枚射イコ析法， X 線マイクロァナライサ＂ーにようか祈法左用いた既床恭

理座的研究に和1/ t、 ALS 脊髄紅続｀q側脅前庶杵位の血管周辺叫，AiIMn が佑墳
か光着し7. II うことぎ雑紹し，この名公血症芋q条件下 l"(/)伶屋摂Ifズに古 3 fo ft
tiss“e 公lC,’f,.“im の生、成 1嘩炉—フて＂ （すないがと堆走／てぎた。卒発哀で 'r、本
邦と 1沼島 Iこ布，／T 5 ALs 脊競紐織パげがい倣f尼費を荷壼柑げ認い税紅位
て＂がf L, :_、れずで＇q介祈 r雇だ，ざ h FAl,a, l'1n に加とて伶 0 元侑 m怜出叩ど穴
に X 線回祈（田形t,よ加＇’示ク／ KIJ..収ス'\•クト lしの 39µもか 5 石灰質q存たとf//)楳逹 l：：
つ 9 ／て揮へ‘'、 X 綬介祈て仇ば'," T=元育りる灰像へq宍倍祷滋 1= ついて成村 I (=。
2 ．庚験
（り．検庶対象：パ紛木fに用 I I 1=対象 11, 本秤q打照（非神経界疾杷りかり／昇

M, 35 FJ g¢F)ノ本秤c:i A Ls (4311-s.M,47 F, 拌F, ヽIF) "t，fひ'• 7"ァ 4 の ALS (r3yf研1,4?H,43

F, ヽIF) q条 4 仔1 l" あ 1 、 X 練回折 l貿而と赤外スヘ・クf I/... q項戌 I= 用 I} た灼派/if I 灯

照'(zゎ汗s.H, 夕3 FI nF)がtひ'•ALS (3fyfS.M, i2F，わ F) の本ffり各 3 例で＇石る。

(2)苅覚粒項起X練A祈：条肛惰＇粁 If，条症叩堵旅対叶をto ／万lして’／ン楚
乎に固定伐．脊髄鱈tTl #().0疋）豆飩月 7"77ァイ／杭上（こ肱茄して作製 I E. こ
れ；り舛粁 It.直＂が約I(J一‘応のチ'.I: ~/I" ーサの対料g l渾 1 イす lT 5“Van 士
如ff]逗釦ヵ肛Er 中た “HeV q o(庶ど'- 4 て＇節起-:rift(=.“和スヤクI-- （し（t.チ
ェン／＼＂ークJ- q穴奇中（：：：晋1J`k F え忍）棟出若｛汲戎、/(),!'//ti,が 3々m i4 原）ど璃荏ゎ分析挙（

Wuc/e<1r Daな）で＇：：則走丁れ和o(綬ピー4 9 }"ほ約 9,グ汐4 r'', E’-4 スか Iヽ の直釦珀粁
面1::.で約 3 加田で＇冴） F ・ 各柑粁 Iず 2 紅''...ムが脊髄断lm 倒帝杵仕 lこ甜和 r れJ rJ 7 I:: 

疇Jれた。 h 戸(L噂紐と拭料表面まで＇り肛紐Ifマイヲ項（如乃）っナェ上ノI'し
窟（直ffS-mm) ti: t意に 1 てチェシハ"-中／オ（,ml 穴缶序約／伝m r• 右）た。条対料に対す 5
熙卯骨tす，約 /60DO ;t,<--C 7'店> T=。

(3).X 絲呵 l翌形叩一応＇希外哨収い叶 IL//) 撃： 対胆ホ □",4 LS q各脊髄（乾燥
＂で約Iり）戸せ負炉中で約300’c て" /0 時閏，約犀c て’/0 峙閂約が0 Cー r· 企If守間II) '1負て＇‘
灰仕復灰イt灼以経回祈 l刃形（担I悴庵碍， D-9c.）杓 F ひ＂赤外吸収スヤク/- IL (/Jがむ）

E Y れど＇如雌 I T=。 厄石・依者の対粁作槃 IT f(B逗 I：：： t) E ゜
3. 紺果戸囀康
本fp 0 ALs/l) X 絲スヘ~ 7 f-Iしのーイ刈召対熙qイれと比較 (7 朽． 1 I= 示す・ —‘q 

心戸； l" IJ,ボ，『杓ヰ粁 4 作製が困難（＇、あ）戸たti'\ I:::, ここt" f：以下q f）厄対熙と
バ LS が「面ス＼°ワf- IL J:::.で見シーれ 5 各尤煮の相対的尼含布骨 I 柑ふ 7 ／両者") tt軟t丙｀
> 1-= 。条閏米1 ぅ，＼0 II I-IL I ：：：和 11 7, 9 す， P 0 KX 綬ピガ面積を君孝 r二({各万責り
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ピ- 7面積繹＇lf, T=-役，如紐ALS り紅元寮りピ脅瘍[ 10' 

"= (てグ＇ァ'-i. ALS がよび＇灯庶＇り／訂元癌 9 巧譴芭
求今 r 比較（た。得シ虹館釈 Fり．2{：：沢y.この喝，和薗 10• 

和パ社這,,カヽ疇と戸が， 2q点，こつ I I げ、枚t
麟研玄 r•バ骨 I F 館見． ALS"ヅ渾（：： ttべ／0 ～ふ；10'
／炉値げ（和 l か l この希棟 If.脊髄側紅濯；
t"/ぞい＜脊悔り（o,s,心～月 41 t11片) I；；奸／ r 庖董 l 直
t＂召｝戸． 宿浮q比較,,て＇’テ r『 7＇）た・ Fiいパ叫'o'
5 1/̀ h ；う l ：：、 本がかよび 1’'ァ'-i q ALS 11, み＼ ; t"り
か材 r"i殿．」た A1, G..,凡，＝7J°しふ‘芦，V, Fe 辺属を
出{l:- tt 4’' て祁対的 lこ夕f星 I：：：甚頬 I て I/ うことが糀＇｀め

• -Al5(~,~F) 

—- Control ("'mF) 

Cha西I'"mb"

；中 E.
"• I, Com芦rlson of X•ray s芦<t,a of •t e,a l tunにul"'In

2炉脊恨板イt灼q X終回祈団形か； K••希外研 7伍9し

遠定 l" 1"3', I睫りf:=a) I= 1J Iし汐ムーハイド'D オやアII°
タ杜（如(po山 (OH)zI I-IAr と畔す）か (A l: F吋磋菩201
的直這応成1 瓦・r,パ F X紅可 l召形どj1.5g 
硲． 3 に示y. ALS 尺イ””"昴回か隈形7f,t h'’ 〖 ’.o
却屑町スヤク1-,し I子，脊雄動的か骨祁訂 b•• 廂i゜．5

spl心 1 cord tlssue of ALS am Control C砕es ln Ja戸n

Induc̀i by l.6 Mev alpha prtk t e は3m.

I Conlml In Japan 
I ALS In Guam 
0 ALS In Japan 

りむ賢 T' 奇 5HAfq r れと l司 l·'l如形左示 (F, ｰ Al Si S CI K Ca T, v Mn Fe Cu Zn 

ElemenfS 

ーオ対照q直 lB叶 l戸形 11, /¥'ly7 7' 戸ド＇とほ Il" ng2. Comparison of relative average contents of elemenfS tn 

lalml funtculus of splnal co,d ftss,e of ALS and Coolml 

同じて＂召） T= 1v，赤外卜瓜収スペ 7 I-IL t" /7 も T' cases 

刀｀ 1：： HAfのズヘ°ク/- Iしが蜆紅． tt軟り □ 9.:/f{ l I {:加1f'子麻里f)1二 I) 7 秤知れ
F邁ず法t‘j這 I T=。 この舷呆 915 A iて＂挿だ T hr ぎ F み灰啄ぅ士欣＇合と（て，
屈バ｀が 5 k る。希 l:::x,f息介が＇ l1J(汀 l：：応 T：：本汗紅ひ', 7'74 の,ALS芥勉倒
籍(/r. l：：和 It 5 M, S4，＆，た，V, I1n, Fe の蓄精Iず， Ai l" q 

ALS 

霜：：汀；ことt;;q:r::.3 I;'凡；）1: ：閾フ:?~ I~ ＂表マイク日アナライザ＇ー／：：t繕竹紅侭しりんわせ 7,HAf

i言：／］：；e/］：よ只竺言'!ff憂／どこ三三三鱈：名：：
ダ．紅仔，臨床神経韓統／？〔r) （和）．

3).0, FPJino} |3叫． chem. Soc. J勺An 心{!加）．

4). 店IJ/，右がイ也， B和叫秘供 3な叙ヂ粒特 3C及＇（／f？り

Q E、/?. /<re;J/e,. .d r,l., A,., er. /'1i ne,-,J J-.r-{I枷），
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2C03 置照身寸による 237Npの NEET

（阪大理）斎藤直． 0篠原厚・音在清繹

原子核（¢)と枝外の軌道電子系(¢)の其々の邊秒を較べ‘たとさエネルギ｀ーが（ま 1 ぎ‘•
等しく (Ee=E 2. -E 1 ~ E叫がっスヒ°ン・ベリティ変化が同じ‘であるという 2 条件を
湛たす原手で‘、¢力‘¢の何が一方が遅浄の基底状態（ 1) にあり、他方が励起状態（ 2
）にある場合を考える。その原子（合成系）の状態も呼ぶ）と也弓今¢心殆ど縮退
”ため電磁相互イ乍用による摂勧屯受 1ナても（まや真の固有状態で‘Iさなくなり、屯と
屯の混合した状態巫と歪研‘それに代わる。 これば、内般イ六ン化に続く原手知名の
過程で、特別の条件が底たざれる時に Iよ原子枝も小さな虚羊乍ら X線・六ージェ吃
子と並んで‘失活エネルキ｀｀ーを受取り、その栢果枝が励起されること屯意昧する。 こ
の r 覚如墨紗 1-:: よる核励起(NEET）」［な初め 1sqos で確認さ礼たが、更に20'7Npにおい
てもその検土が試おられてきた。1, 2.）叫p原子の KLっ雹子遷秒(Ee.= 101 ｷ 072 keV) I:'.. 

102-95keV準位への核励起l古共通の E 1 成分を持つので、 K 空Jいが生戒するとそ礼
I＝引紐ぃて NEET が起こる。2.初Pulま K 電子捕獲して 237Npの甚匝状態に賄壊する介岐
も有するので、この放射壊変過程では自動的1::.NEET が起こっていると考えられる。
NEETに続く失活 r,t泉は、親椋種がら励起状態へ直接EC 崩嗅する介岐 l：：：よるもの
ヒ邑別できない。しかし、状｀慇巫，2 に関係する X線は、非摂勧の場合とはエネルキ｀‘
ーの堤なった2.本の市線に介裂するので‘、 X線の衛線を測足すれrぶ NEET の言社処と
できる． 2,7Npの場合、状態向の反発エネルギ‘一の半令 8 だ I}秒勤した衛線這蔑が
大きいが、小ざい衛線の方が‘エネルギ｀一秒動仏(= Ee-EN)I迂が顕著で、仏l» 5 なの
て｀‘主線（非摂動 X線）と介紐が大ぎく検出が｀蓉島である。 23'7Pu の EC 廂壊： K1辛ぅ x
線の測幻り、 L達｝しぅ肖戚喜係する又線として L()(.1 X 線の、~) K 空孔消戚這与す
るものとして K<:£1 X 線の債噂を採査したが‘、2) 禎雑な X線スペクトルの為に NEET 確
辛P としてp ;$ 2ｷ3 X 10-3 なるJ::.P良値を得た 1ことどまった。そこで今回1ょ 23'7Npの K殻

を人為的にイオン·化して、失活が線：による NEET観測屯試‘あた。

NEET検土の原理 2叫pに 1ま

桟‘留放射能測定に適する長寿命の
核準位がないので、 K 茫孔をつく
ると同時にオ炭失 5名を測定し唸 1が礼

ばならない。 ‘それ l::. 1ま電チ、制動

輻射等より『線照射の方がよい。
切Co 11) r 糸泉(122keV[8b% ］、 136 

keV[11 o/.。])杞｀、と、 2呵p原子0) K殻

(Eだ 1 1 8. 680keV.) のイ六ン化断

面積が大ぎい。 103 keV 準位の失

ぅ古過程中では 60keV r線の強度が‘

最も大きいのて‘こそれに注目する、

17.608 

9/2+ 

5/2-

-----------
[NEET] 

7/2+ 

102.95 
(

｣

S

L

 ｷ

o

)

 

75.8 

59.536 

k 中 118.680 平

覚子糸 原子

箋 1 回 237Npの NEET。()の中の数値1ょ 103

keV 準位 100 廂壊当りに放出さ紅る『緑の数。

オ戻
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k 磨孔の原子失うもで放
出される KX 線 Iま、 が

線測定の際に同時に測

定される． NEET琉率
P ば、 K 空孔生成‘に対

する NEET の割合と定

義されるから、 K0(1 X 

線の強度 IK(lt1 と 60keV

＂知の強度 Ir より l

P=~ 
I訟1B ik 

(1) 

(S

•
Nn0

:J) 

6
0
7
 1000 

500 

-500 

『 • 一

て‘‘与しられる。 そこて‘‘

W四 k 殻の螢光収華

B l;I: 10 3k~V枝準位0)能

壌当りの bokeV が線波

土率、 rぬ、几 r古それぞ‘

れ k L3遷秒、 K 殻から

の全遷移の放射幡であ

る。翁 (1) によると、 237Npの原子叙、光子の入射率、

検出券間の雄女4位量に閉係なく P 屯決めることができる。

鱈 237Np言戎料中の不純物23'if凡と 241Attt lさ陰イ穴ン交換宏(f)C7Wex-1 、:t盈酸系）て‘‘

3 回練返し除去し、娘枝種匹嗚 1ま H F 藩東のJ:_?登吐としてf余いた。 2う7Npはフ、ソ化勿

としてテフロン沖紙上に集めマイヲー瞑で挟んで照射言式斜とした(266 -m.g、 140 ドC.i)。

叫p試斜から 2c訊の位置に西Q(5mCL) を置き、 それと直角方向 1 5 cm の所に検出器

を量いた。線痛・検出器問 Iす鉛て‘｀違蔽した。 ,7 Co て｀‘照射しながら、 HP- l:re LEPS（介
解能 la; 60 ke.V で 380 eV) • 4 kch MCA て｀シンク，，）レス測定をした。ヒ°ーク強度は B

CJB-75 て‘‘計箪した。相対計数効率 1まその結果と文献値．の比較によって得た。ぅ主目し

ている NEET-いの領域て｀、、周辺のスペクトルに夕項式を当て嵌め、そ肛て‘‘ベースラ
イン屯内挿して差し引いた所、強度｛ま非常に弱いげれと冴寸5keV のビー 7 が認めら
・れた。 NEET-tと同じ‘臼線を放出する2"l-1Am不純物の影響｛ま、 23りNp試料を呪o て｀囀寸

せず這直して詞べ‘た。 また町区が線の非弾I•生叙乱で｀ 60 keV ざーグが出現する可能

性（さ、 0、玲の U応を照射して謡べ、た。ヒ‘ちらも 515 k€V lこビーク 1ま与えなかった。

結果と考寮 (Iw/1kd1)=(2•3 土 0 、 5) X 10-4 なる度験桂果より式（ 1) を使って、

P =(3 、 O 土 0 、7)x 10—4 を得た．これ 1ま k謎線の衡線より得た上限値ーと矛盾しない。~) N 

EET1：：：おりるグーロン相互作用エネルギ‘-E'l古 E'=- 32 土 8 心V となり、鴎単な理論

計算による値E’=-2A5 keV より2.栢小さい。

文献

1) 音在・荒）1| ．森田·馬場．畑．鈴木、嗚 13 回波如化営討論会予棉集p. 24 （仙台J、74).

2) 音在・杞川・森田・馬場・這鈴木·斎藤・篠應JAERI-M レばート 投痣予定。

CHANNEL NUMBER 

第 2 図 23'1 Npの切Co が線照射峙 Iこf尋た光子スペクトル。

下図（ま NEET- t (sq-':i keV) 音F 介の解析綽果。

k 殻イ穴ン化断面積、言虹斗·
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2C04 N“cLear rrobe として，， Y阜稟 ¢s…ef心 l：よる
s“勺p血にPレ叩研克

東比大理 0 吉原賢＝ 塩I’l孝1言
l. Itしが＼ぎ

湿ヵスケードを持っ枝種は直7v\° クト,レ.t./= L Iピ L 1i"すム・ヒ·- 7 を生じる。
こつやム，ピー 7 とカスケード Y,t泉シン 7"Iレ・ピー l ヒのf訊叱lり紅 l.:: よ？てそ
のj妬訟・化ダ的状態心紺浅 l十ることがみヒめ 9 礼こ中がら迩 I= 寸ム，ごー
虚知吐（定しt幼庭＾林埃戸オ訊すぅ可能性が考え 1 -r- 1.
去ろ化が杢紅素て"11 i線放出吋該吋庫て．，／伺花頷 hヽげスケート＂をキ和

渇合 hゞあり，そ卜に応じていくつかのナム・ピーJが生成するー.:: l::にな 5．本E的克
て··,t ca.sea.de, p^、r I: f, Sl,I.WI rea./( _rei..i..v-を用い，心弦度比を比較 L て／通‘名＾ナ
ム・に゜ー7/ シング’レ・1:::•-'7弦度此より名約哀l:. よ 3 影埓が大ぎく本らヤれるニ
とを示臼． こ＾全和、‘｀ナ法 It距紐＾’変化心と”l ：：・よ 3 吸1 定店果変動早因を相殺オ 3
二とぢ可牝7" おり） 単純行y線炉・~· -7 ぅ去よりもずっと和'/ 7" あ 3 ：：とがわ bヽ

った． u人下 1:: ：：の新ず法＾廃理とがぅ応用が1F ついて述べう．

2 , 原哩

炉・ごー 7 ^f役度が灼知遠 1: よっ Z 変化す 5 ^,t授動角柑年現象と釦手な
闇速が’お 3 ． ぁ 3 カスケード＂線 1こよう寸ム、ヒ°- 7 の弦度 Is幻9 と Y£tジン 7・レ・
ピー 7 <?烈度 IrI との戌 R む炉式であらわざ.ft- }. 

R = Lu,.,/ h1 =-｣:z. • f・Wt6)・/t.. (1) 

::: ：：て｀’ら I t Y1.に対すろ計牧効用高,t平均＾角祖関仕数

た 1 ますム・l:::o - 7 釦約：J:-~ Y,0言t数草変化に対す 3 梢正I
f = { w(o•) + w（正）｝／Z ｷ (2) 

また角枡呵諏 w(6) It Lefendr直炉和＂おらわざ也
w(6) - 1 + Azg (cose) + A+ P+ (cos砂 (3) Fig. 1. Cascade-pair 

枝雑な汀泉放か採紅持っ諄桓ては 2紐且ぷ上ヘカスケードが存在し／ それに対
応す 3 寸ム・i:::.° -7 P\" いくつが出現h. Fi!.l に示すtうなと9Cい4£ p乙しr につい
て考え~'(. I 各カフ、ケード/"°対し z A :2.、 A"' が•奥廿 I) ノvJ(8) IZ Fi1.2 1ニネすよう
疇化をする,.だ百レこ和屯摂力べ場合咋t算 7ぢる．
詞） 2+- （ E2)0ヤ湮手多と 3 -t(E 2)詞） 0違衿がオ虔｀化つ 1.4 

知虚心っこ／｝が{o" も月じ） 7両者の差ク＼••も 9 とも 1.2 

大ざ'-`。枝動が加中 5 湯合ば両者とも変化倍ぶ少なくな念 1.0
るよぅ曲緑がな 9 3 ゜摂動による：：つなうりを知 3 ：：：と吝
が化学的影守を知る上で重遵 7'• あヌ．面りヽウ（つのカス aー 
ヶード 7··(1) 弐")ようた R t飼ぺ 5 k'Jも／ ｛頃叩ふ ，。・
あるよう斥 2 つのカスケードて＂比較レたオがな1 り 4 ィ邑
が大ざくりr, "虫己東ることか＇・ヤクヽ 3 、

一2

ィ

E

3

 

N
3
 

* 

。＋

135. 1街

Fig. 2. Typical W(0) 
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いま 2 ―(I:. I) が(E2) 0逮枝,~よ 5 寸ム・ヒ°- 7／シy 7'・，ン・
(｣2) 0這移づそ卜を R1 として両者の此f= R/R1 とす 3 と

f=~し／匹ユ土＝三 F
RI 可f/た/ w(6)I 

と斥＇）恥消え／ f 1 よ乎内角柑間1紐：＾咋疇くな 3 ことクゞヤかる，

f=上＝与凸＇＝与こ三豆k1 ら IIn Is- I/yl I; —C,f 
こ.::.て＂ど，は ~I に対すぅ巾燦効亨 fは¥の今攻比を未す．£,~.(も（司知·古色
11 とんど烹摂炉杓愛系 A 吋及動を受 I↑ 3 彩渡註（＝ついて規1定しを古·こtj-え屯

¾=~/立＝HE±!Het > {; f, R; Ri [Iら[I's四JBRB
.:::の式,tf砥荻f叫の m、•• R の此伏見／RB よりも大ぞく，刃’／走っ寸ヽヽ
土llつ仄 3 ：：とを示オ． fて＂比較す 3.:: と 11sルm fe^Krしr OJ m•• 比舷犬て••3 る
.:::.と 1= "1  シン 7•，レ・ビー 71が取..t. It"ほくてもよぃミと r= なる． 1 t: f 1 ：：心計
教縛 E が含狂す］ したがつて茫、鯰1= よっ z大ぎば変化を房寸か。 su1n re....K 

r吐法は従束つ阜えもなナム・に°-lシ去より 8 オぐ紅 \.I る．

ヒ. -7 比応 3+(Ez)Z ヤ

（夕）

ばた

(t') 

3. 烈愈と結呆
J:. ~：：とを＇町もにつヽヽて行粒 L てみ 3. I¢ヮi Tば炉＋J'た／0fバ叫 I.J. 72 サウ＝
況い叫／3/.2+"匹／Jff知号/:サム・t:·- 7..., 年点｝ 4ヽサとめられる。豆豆
3+（立）2.+(1: 2)0.,.: 2て1!!: I) が（"E2)が: 3 t- (Ff)ざ(Fl)O-t遺移 l二担当オる．（下、・1• 3) 

さてこヤう 4 うサ／3 芍f<-ev'と／311keV っ
寸ム・t::,0-J 1: つ II て 西委化デ、レピクムと

必げ I凶＂ウム虚酸塔液の場合t比軟L た
のが Ta-t I e 1 である．単純な比よりもサム

. e-7 対て＂見 3 すが‘大ヵ丘‘変化を年えて
‘‘3．ざウ I ＝シング＇ Iレ・ピー 7 J==-1吾 r約1哀/-:::.
サム. i::..•- 7 ，司士て＂此松 L'- も同じ店果が．．

骨~ -It-~.サム・ヒ°- 7 吋＂↑可吏フて比
軟わ＂心十めて簡｛更口わ釦••ぢ 3.

印¥r,rニと 11 ／叶f~eV と

心fieV のサム，ヒ.- 7 対

l:..,, 、 7 6 汰•こなえ／fil~
==-/,/6 、TJヽ付ィ子ゥ.,,._た． 上の

渇が＇）大 3 斥、変化」であ~. Tb.O 
4-7 

距応影壻叶史財し七 Pゞ
TbCLin HCl 

o．知と立l"'?;•'知り差 3 

I ギ汁とありヤ斥かっ冗

S
l
N
n
8
 

— 
CHANNEL No. 

160 
Fig. 3. Y-Ray spectrum of.1.ouTb in Tb.O 

4 7 
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sum 

Tb.O 
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TbCL inHCl 
3 

0 0258 
2 

0.0252 
6 

1.02 
2. 

0.0461 
3 

0.0487 
3 
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6 

0.559 
6 
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2C05 

1. I まじめ 1::.

有数概念図にとる液体シンチレータの検討

（名エ試）

（偕田保建所）

0 甲田羞生

佐藤四粋

液体シンチレージョッ法 Iょ、¢，＾放射体などの自己唆奴の大きい方埠す線If)言tう艮！l

に広く用いシ八本討論会でも近年 ラドシ等の天然旋肘住核種の測定に用いた般
告等パ豆＜見らがるようになった。液体ジンチレータの使用 1ま年々増加している
パシンチレーク自身 l：：ついて Iiあまリ理鮮されていないとの推定もある。

有機概念図 1ょ藤田穆の倉）菜になるもので＇）有磁化合初の構逹対に基 <,I虹虹ノ主
として炭素数に基＜有微維と）主として置挟基の性質傾向 I＝もとづく悪機性 I=分 lj

てそれ礼1基本になる数直．乏上ぇ，それをかに加成、卜生か｀成リ立っとしてノ全哨橋化

合物を有探軸と無機軸と名づ＇けた直交座漂J::..の 1 呉ずつに位置さ-It:, 吃の＇1、生質を鳥

眼的に認識させること£試みたもので‘)創案者ら 1＝よって有碗分祈への応用か、広範

に行なわれた。その後，他の研究着 IZ よリ簿層クロマトやがスクロマト等の檄器分

祈のほか｝界面活性剤，崖棗廃水処窄への利用） PCB などの難分酔·ぅ農縮性化i
合物ャ'c.卜の発癌化合籾t1)特澁把撞な因式用いられ姶め瓦近年， r桑田叶撲澱

念WH. 物理化学的な観呉から意表っ‘‘It左行ない，無楓軸1ょ双極子力左）有微軸 1ま 0

ンドプの分散力也表すと解説した。この見角年に従ぇしまぺ，放射線エネルギー 1：：よる有

機溶煤・ぅ象賀介手の励起 1：：庄＜ 1すい光発生は一種のエネルギー介案と考えられるの

℃液底ノンチレータに用いらいる化合物王有禍概念切てー検討する意義ぶ生れた。

み方法
藤田・赤塚1-:: .tって主要な置挨基の悪機姓・有悔拌．の直がよえられているのて＂，

：：：れに基ぃて 液体ジッチレークの溶媒落賀 クエ｀／ナング＇争l チェレシコフ光

のう皮長変撲体についてそれをれの化合物の悪磯は直有機庄値を計算し／用途別の

表左作成する。この表に従い 1 各化合物左有機概念図..t..に位置っ’'lt)その物理化学

的な性盾と合わせて 1 相互の位置の比較検討竿左行なう。

3 、締吉果

溶媒 1::. ついては／液体隈界線と氣体謬堺線の間 1辺分布し，有掬軸に近いところの

丸の応効率か高<_ I::. れがら饂れて悪求蝉の方向に進む 1ゑど効革 Iょ次第に下る。し

がし，有俄軸J::..の戻化JK素＼まやヽ効年か‘低いので＇，最し効年の高いもの 1よ／有機軸

かも少し雛k疇1本•気佳の両限界線の中間付這に分布している。

港賀分手 1ょ落煤よ，）も分チ量が大きいので，｛の硲どか如村長界線と＄謬r江線

の間 1二分奇するぶ／原呉がしの方句 1も湾媒Iz 比べさら 1ユやや行為軸b心議がた方

向にあるものが多くなっている。乳化新J Iむ容噴よリ更に分手量か‘、大きく／原姜から

の方向＼り海度と同じて，念者品隅界線付近 I2 分布している。

クエシチング街j Iまクエシチンク｀璃溝の多楳性、に対応して／厭呉から1l)各方向に広

く分軒する呉が｀イ也のものと屠＼ ＜相逢する。 しか\.., 3金いクエッチング拓J lむ春質ょ
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リ更 I：：ゃヽ無様軸奇リの分豆線付皿I-:: まで分布している。

これらに比べ 1 チェレッコフ光のう皮長吏換体 13:滋痩と分画線lこ対す＼て全く対照的

な悪梅軸側に位置し， X の発光機矯が莫なること 1::. ~く対た L ている。こからの結

果を下liJ 1ュ示す。

溶改某・海質・多し化希」 等

| ---」 . i _---•: _ ¥ "ｷ -―い一
ｮ 

600 

@ 

4 0 0 

@ 

200 

. -
ーぷ芯‘；如 ぷ° ( 600 @ 800 C /  1000 

クエンチ、／ク＂脊lj
I I. . ' :  /I ヽ

ｮ 

300 

④ 

200 

8 

100 

゜ c, ・ ーヽ● し“

0 100 200 ( 300. @ 4~; @. 500 
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2C06 ア）しファ夜跳租うの消抹輝1\走

（新潟大理） 0喘本咄夫，杉山広和，ゥト杯武

L. d:t襄変の際lミ旬成す知、反践壌該種1よ・紅壊変て｀生戒する核穫ょ：）頂跳工
ネ lしギーが大さく（天然の選変系列で IJ~唸0)'70 1c勾から蕊比OI 169 k刃0) I莉をとる）

これら反昴澤 l諄訊穂の位晋からの衿動を伴なし）ての結果としてスペッタ／）ン・ブ現
象、エッ和？‘‘可能なol 反厨［卜う、ッフ潜蒻k吋怜寂‘l:::か物噴の劣ィか層因なビ｀ 1：：なっ
てし）る。厨跳咳刀蛮的遠種ぃ易合に I~. ＝和放£1こイギ表されるような気水圏にお

げるす文射1旬荀童の放約平萄ズ態楚乱す主扁因と貝なミれろほか、真空中で‘‘の d線ス
ペ 7 卜）し碍羹：：：芯 LJ．る剖定器ャ頁空容器の汚染の原因ともなっている。近年童ィ
オン料鶯の発展ととも 1：：：．これら d 艮跳該 1こよる現易＜€室イオン照射―という禎、与、1J‘

ら見直す藪きも出てきて応）、放卸t.啓的にも興昧殊＼）頌威て｀あると云之よう。

瘤者ら lci従来よ分天然ぉよい‘A :c o1 放射性該褪色雷着裸源とし、線源表面から放
出される d 夜跳誤こ真空和哺集ヌ 1年蒙缶板表面 1こ熙．町し、 d スベフト）し測走ャ
表面it:;営如遜悛躊蝦鏡観泉なビ l::. よ／） d 艮跳捻以拳甑についての基桑的研廃屯行な

1)..2).3) 
ぃ報告してきている。 こ.::.て‘\よ, t食核種が比載的半昧‘期の長い該種として 2町］ーも
およひ＊咲：f~選 1.J'.これらの逼藤媒壻、表面から放出される d 艮跳祇き苓Th) 23l几J

函らの拳勧と謳べ‘るとともにこれらの揉程筵奥酸的 l：：異な＞た Z積へ方法合｀莱ぁ、
認針理諭式：：よる結果と比駿 L た。

乙譴4印から高進痴u戸‘｀の各種湮ミ ~u裸配種類と｀訳u □含む、ギ醸ァ
シモニウム遠痕からス〒＞レズ板上に貧着して作製した。各線源上の吋tb.U董ほ、
d ズベ 7 I-ロメト I) ーと湛網度からf尋戸線：：廉EtJ-3 1ミついて I.J'、電’着悛加墜知埋

すろニヒによ／）に落組取‘ヒ恕ヒミセた。化営組戌は、 U練琳セそのきま X 線回竹し、
そがヽ°ター＞から Eびー3線原1ょ U3Q戸＇巧）、そが也o.i U線源1JU02 て、あるこヒと環

詭した。 d 哀跳原3の雨集のために、各u線魚と哺菓板（高純喪凶）な＿穴を有す
ろスヘ゜一寸ーを介した杖懇て‘｀固定し、真を中（約 10ユ Torr.}て‘lo6 およば琴ぢ臼
F翫遭した。棉‘築終了後捐漢板へ旅った ~341h ，祖ITh 等の制定ヒ低バ、ックプラりンド‘

GrM惹J走器て速変と追うことによ）行ほ＞だ。（社）本沿線嘩0) i乍殷のためには．ィ
オン令宍樹廂荏這して顎陵唆ィッアロハ°)-)Lぅ容品からのエし？トロプしーティ
:::. 9迂遺用し尺。 z臣臼饗配疇の唄ll定ほ既知宍伺―熔的条件玄もと 1ニベスベウト Iし
から 1子応＼＼、このスペフト IL-観阜から25宕以外っ d 放射1本について 1i葉裸反‘•さ苓こ

ともわかった。お百楳源から放むさいる ol 哀跳涌 3迎Cm1J:吠 XIO5Y が長いや閣叩
有してお‘/)、対文射能様む 1こよる追11走 1コ不可能ご・左るため、白香渇干lごよるd 反敗卜う

、Y ウ 1二よ／）検出し匠。天、＂ざ白曖迂本いべ、ツつづ弓らニド反誂卜う、ソフぅ智1録をミ指去す

ろ戸め 480°c て‘‘ち碍閑、翠令如理を走した屯のを、之汽f将嘩 I：：：よ／）蚕空中て‘‘ー走芍間、照

町したおと．（ 3+1 ）日百て‘‘白堂母表面と士、｀／十ニプ、恋埋した。宰阪した卜う、:" 7 0)盲尼

l ＼卜砥·,;0~:no t, et或．｝ NいC Q 9. InstYI,lm. Me+hods) 旱 (.I9商）ぢo?. 2) H曇しmob et久Q:J

ご． Inorg• `)こkem ，疇叶·J 3) 日^s恥r,,otc- ei: o_Q. J叫Q. I窄知呵． Me唸丸譴餅
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察謬祠繹囀（ OlylV\色sBH-NlC) で行記）．唇酬懺礫与直からー走面積中に芯
1丁るフィ、ンうコこエこ：い‘'d 哀郎卜う、ソつを計牧 L たっ

ぅ（違鰈忠今 ol およ区色唖缶詞りた応sしon \ro-c:.J,:;,痣、7)も樟虫可能苔U lfil身

這戸鰤←戸‘ったっしかしながらp癖戎寸君11 l.J可能て＇勾），浩変曲霞鱗
木伯から長寿命政‘分に 1ま沼·叩24,Id) が、短寿命武分 1-=1.i2~1Th(2廷辺）ゥ他に比較的

齊＼2噂 I：：由来すろ瞑分が灌認訊応やPb武｀分q埒釦 I：：：ょ／），高邁縮u森恥0X)
区外で｀ l謬墳谷231Th量之求あるこヒができなかっ巨。楠集J:: I遠出ミれた哺集直
後喚応2壬い希恕率(ATh) と線涌J:: 0)親核埋蕊巧壊愛率 (Au) から、エ [(ATh)
/ (Au)} [I-ex p(—入七）］ー1 式 l：：ょ／）走義ミ収る弗集効率（百）を森ゎだところ、
F倦13 線涜還さ 13，平喝／cm" て｀、0) 0,2 らから碍源藤層噌ヵロとともに痣少しマご）、
ほぼぢ〇於8/cm互、人上て‘l.J:直線的な病｀ノ『が見られた。＃疇ぅ農嘩疇源から1丘遭
の d 臣辣核沼孔お’□｀注比迂釦 lよ、予想されたように完全ほ一致が見られ尺

ぢ0屈いパこ↓メ上｀｀ら喝這釦5J::／叩へ r悪礎率と、緑ぅ応麿さとヒ
もに表 I Iご示しておい夜。これら0)値€もとに苓叶いU祈芯や中っ典酸揺荏：<.. R) 

乏次式 l二ょ食ぁ表 I I：：：ユとめた •R= (4· 戸 •T.s )/P ここて下とf 1認影様
り駅違知•ある。 表 1. U専原中での埓叫叶皐値

閲 Self知ns.fer現象：：よる線源 U畔｀練醜斗捕集栢均 良瞭森程<.R)
茨：fからの白蚕母硬忠窃J:::._ C‘‘ 研阿） 2辺庄dp仔だ （渇／燿） ふ
の卜う、ッ？生瞑 lょ果袴匡＇きる Eu-2 uo2 59 a.2が0.7 16が1 147丑3

二と7J可靡阜聰からわ1J‘っf,:;0 EU-3 U 308 ~6 
DU UO- 73 ~ u,—’`‘’ 

ジ．(l-t-｀U •:, 

6.8+0.4 

8.2土0.5

7.8+0.4 

令Cf緑ぅ原で、印平穴即裟母ヵ‘ Eu-4 uo 2 102 

らが亡相差頴徴鏡l：：よる卜う NU-C uo~ 184 

ッ？ハ°ターンの一偲jと写真 1 NU-~_uo2 281 __ 7.8士0.4 15士1 140が 8

疇す．白色")微了ょ卜うツつ7J怠夜跳荼丘ょる d 臣臣ぃうッフてまり‘大きめ

＾萎型1--う、ンつ刀や汽fっ白荏浪分裂 I二もとづ｀＜フィッショントぅ、ンつて‘｀手名。ー妾
面積中の辰殿卜う、．／つヒフィ、ソうョントぅ、シつぎ応比，応七」と数梗バ翡根 I：：つりて

謂べ‘たヒころ荒大面として 8.e が得られた。こっ直とやCfぷ核データとっ比較から

：口□□□よ口：三
囀研礎コ器…ふ百跳卜う、＇，，つ比取‘如倅ご叱1\0)ような単ー壊殴で｀も痣X以kて｀ち

国頁 1.
100 がW\

白愛研J:: 0)トう、，， 7

ると見穏らいた。c).艮跳6~ ・

核万：言、｀戸：口4.0\
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2C07 固体栴踪検広器杓料としてのフoラステックス

（栗大物性．研） 告田邦夫 °永井 尚生 本田雅往

絶緑＇性固体で I J. 入討荷電粒3- 1-::: よる一ン欠棧 1鳥が‘.,i麟され．代営言知度で• I.ッキン

ク．．すること l：：より．失営蒻徴錢で·観唄,1 でき ~I ヽy今ンク••・トラッ 7,;‘ 得られる二と

ャ：｀知ら出．数 99 くの素枯 lくついて· その利用ャ：検討ざれて~ K. 原理鉤 I：：ほ．索枯
を介餌（溶糾）了る 4Y ぎ試業ャ：為在し． トラック部分のエ、ゾ 4 ンf•連度 (VT) 於．
崇枯生曳そのおののエッキンケ·連度 (VBoY'Vtr)より大きい時に l l. I 、•I 今ン 7.. ・ト
ラッ 7 吠観測できるので＇． このよう rJ条件を有する乗枯 11. 固体俯·狐検出器として
利用する二とャ：｀可骰である． しp‘レ．奥庶 v、 I J.その 1雙の＼＼くつャ‘の希件互検討し

K 上で． 目飩 K あった素枯を用\\るのヤご普通である．
そこで．こ：：で· tJ.二れ舌 C• K 用 I\ てき仄固 1本煕蹂検出器、の素枯の特性をうヒめ．

今回入手レた CR- 3q 7• ラス子、ソクス 1くつ 9＼て．高ェネルギ｀ー核反脱•等への利用を

検討し K.

l ．固 lれば検出器として争栄 z れぅ糸件．
値l別の目的V，J.＇）．要菜され b 条件 l3 覆る成．一般帥 I: IJ ;t/1)ニとャ~• I I える。

(I) /ぐックグラウンド吠 ‘r r Jく．言t赦・言t視’l ャ：容易である二と．
(2) 均賃t5 もの 9；・入寺でき．再現I比元よ＼＼二と．

(3) 感襄 1．．ょ、＼二と．

(4) VB 柑 I|、さく．臨界角i,:·,I 、、さ＼ 9 ::.と．

(5) 介肩昇飩 v:- J,1 ~と

(6) 各聘の隠マ． 大きざのも(J) p；｀入寺できる二と．
(7) 不純楠 vジ!r tJ ¥ \二と． etc. 

二れらの茶件に IJ.飛踪検出のしき I I 1直ャ：問わってくる K め．（1)と (3) のよう K 相

反するものもあり．使用目帥 Iてより．各条件の軽亀を考慮．しばくて 1す rJら rJ u ::.と
13 ¥ 1 う子でも「J ¥,I, 

表．固体怖釦紅器im (7)特性
じきい 1直

組 戒 ェッチン 9・表 1午 I03HeV-rx/a 時長
~I) カーオ、｀ネート C16 H140~ 4N No.OH/ 33•/oEt OH 2hr.v.t. ~3.3 均ー性
叫'fotol, Lexo.1,1. 6.25N No.OH, 20 mi11, 5"0ーC 

硝該セルロース c6 Hg o'I N2 o.25N No.OH, 2 hv-, 3o℃ ~,.1 馳利M
Daicel, CAB0-15" 2. 5 N No.OH, 6 h,,, 30ーC. あり

CR  - 39 C,2H,s07 6.25 N No.OH,~lohr, ~O℃ "-'0. 7 

石英がラス Si Oz I 0ー/o HF, 20 WliVI, 30ーC 

自望冊 (Muscovite) kA島的010(0H\ 48~/4 HF, 20 1M;" 、 30゜c Ver~o. 
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ーーれうで．濱産らャ:·用 I I V,、素枯 l "3-. Jo ラスチックスとし Z 13 ．だ lI n ーホ＇｀え―I
ぉJび．硝酪セルロース．訳‘まで..その偲．石苺か•ラス．白童謁打'C··で•ある． 1委者 11
70 ラス今ックス 1：：氏して廊度ほ應、＼ Pく□ 4也の条件を 1尋支する喝合 v、 Iすよく利用 2 れ

¼.↑くとえ It.核介裂昂象のゎを対象とする際 K 11. 白覆厨ャ：店i効で•ある．

2. C R -39 フ。ラスチ、y 7 ス

C R -3？はま v、メかネレンス:·の枯料として用いられてぉ l）． ぅ＇、エ弁しング｀リコ

-Iしを古鎧 K もっ鎖れ·茫 l1 7Jーオ``‘ネートである．原枯糾 11 液ィ本で．二れをしンス｀｀メ
- 7Jーで.. 1J□ 晨t霰型（＾ 100゜C) して\\る．今回入寺し K も(l) 1 -;J..厩文 1 へ 2111111 の 7 ラ

ット板である． しンス·‘用の 7。ラスチ、ソ 7 スtJ 0)で．炎遠過＇「生 11-高＜． 1 r、庸耗祗坑
酎荼品性も高く・表面のキス、｀．不均一 1世切ど 11. ほとんと・・言忍•められ TI ゥ‘.,k. 木·l|

カーば｀ネートの 1 稗であるので． No.OH 水ぅ容液 v、ふり． 中っ <’I で 11 あるャ＜加米介

緋を笏 I↑る．雅って． エッ 4 、/ 7•‘91. NaOH 水落液．切°¢で行っ k. 硝醸セルロー

スと K直支して． 同 U｀寸イズのエッチン 7·、・トラッ 7 を得るの Vヽ ．恭IIo ^201音程度の

時由を I'( 要とするッ：｀．表面の衷如11ヶ r! <. e1ふ- p.ltの繊察 11 容易である． 弓灰
*) 

＂すべき＝と＼ii. Ca心viや寸ら K よれ I J.". l H e.V のprot。 IA, 6 HふI の d 粒るャ、：検
公できるとされてお 1). 二れ呑で•最も豚虔ャ；•よ 11 t 1 thて 9 ＼灰硝酸セルロースよ＇）
恩 v、豚度ャ：、よく． しき、、値 11. ~o.7x 103MeV ・ロ／1 と TJり． 56長 11 相対誦的樟叔弓

で•.1 、y今ング•9 ・トラックが｀勅煎ざいら二と k tJる．

しがし． 内掴ほ．加熟 7e レス阪型して I\ る灰めャヽ．表面は非常に硬く（レンス‘'|<
梗用する K め 1::.111没等 ra 二とで 11 あるッ;').—表面付並 10 µm 程．腹うで． エ、‘/ 4 ンク，．

連段ャ‘、•,1 、 1 く．荒さに対 L Z Ve:i l "Jー定で• ¥1 t5 、＼． この K め．較正 IJ繁雑 l< rJる v<`.

検生限屏ャ;. 14N で•へ 30Hii.V/核-3-, 40Ar で• ~°3 00 池VI枯寸以下と↑J l). fQ以上のイオンで•

I;). 相対論的領域寺で• (/)工ッチング、・・トうック吠得ら小るので．枯反庶•等＾の利用

11 店姐で•あると考える．

唄社． 124 HeV • 14N を懸射し K 試料 K つ 11 て．

105 

4

3

 

0

0

 

1

1

 

6
、
Z
E
O
·
>
s
w
..J 
山

ェ 2
10 

10ｷ1 

庶程ーエネルやー胆様を森めてお
り． 沿ェネルキ｀｀ー核
反栂等＾の利用 K つ
I\ て． 貝体的 K 検討

すう手忠であ la.

最伶 K 、 CR- 3q試
料を棧伐して戟ぃた

polycarbonate 
諏該煽ェ舎の畠田屁

cellulose nitrate V-、胞粕の意を表 l ;J 
CR-39 

{. 

10ー  101 

Energy/ Nucleon 

102 

(MeV) 

103 
:t) Cavい守•むふ

N叫． I磁．＆ H曲．ill,

457 (lq78) 

回．童ィオンのフo ラスチ、ソ 7 ス K おける REL わ＇よびしき＼＼イ直
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2C08 "知心丘メト）ーぅ相五比岐（疎A級伶）

〇恥易炭（原研）屯諷婢，脊籐直（叡要）今曲信嗣（訳稔
府），叫叩（釦は1邸麻）、小叫紅（恥犀度），三頭飼1(

窓虹麟）、板如玖（令桁セ）囮疇，馬易約，ル［1| 勇，鋼如詞，＂“IJ
（応研）

謁絲拉蛸恙炉紅恥培及灯やい、灯綬スペクトバトJ -l紐ゃ隻方 Inつか
野で欠か心叫耀俎打手段と屈っ K 。 しかしい＇；，ば叡へ万卜 P メトリー閂
がぼれ逗鯰関瀦鱈心独立K 虔旋ぅれてお＇）、た1J1) k這疇釦J::_
心った詐累這旦．肢を可能に］ふJ)厄噌油的肛尺、復t `‘ったも0/這戸れ
も、ほ，、現約＇’い。
麟知麟1 て、摩令誌む化パiな E 介して今釦研虎施設，り他
澤パ 7 卜 P メトリーも度旋してぃ遺戯閃い知｀、かげて、 い現机‘紅把鹿りふ
如虚た。＃ヽ、麺建ヒ戸幻侭、、Jて｀＇も， IりJ’'ルー 70 /Jヽタの参P を出
としか‘'汀未，杵未訂屎スヘワ丘メト）ー0)忍奉化を 1町，ゲーパ繹豆1共迫
繹釦 1的J::.斤）仄のパ＂厄知見を 1屁．
［テスト方式〕 履疇バn，以和這心直Jぅ了ストわい麟し、参
加角疇兒万るテス｝炉式を没仄して［負ぃ K 。
テスト方式 A:'¥ 汀てfl倉した牙 1 穏") A へ゜J卜 Iレデーグt計箪1紋又/Jマニュア Iレ
疇ドJ膚町る． 2 > i‘'牙 I 稽のスペクトIVとけ、シゾ砂゜ー］かい 3 成
5 スヘ゜J }-Iバ雌森｀灼畔j Jヒ° -J・フィゥティング｀蔭仰必＇らりしも愈衣｀
ぅれ称ヽ‘•
テスト灯幻'B : ~知‘'疇し斥｝直戸勺トルデーJけ紅紐慣叩ふ。 2
ヽで沢正ネをのスペJ十 Iレとは、 2 っ以上のと°ークが霞「よ）令、った、＼ I わげる§電複
釦0 - Jを含んt'E_'), 'イゥ厨f lてばし°- J、フィッティン7'操印虞象と! J. 

アス｝知＼‘c ：考汀で＇同念した直が対象tし，参如酋令1立の引拷 5 ゥ峨j遺、
叩麟訊ヽ'1 実院 1-;: パJト1:1 1 r J-t印ヽ，上記印寿啄畔紅りるf隊のエ
介召'-遠度も末羞呵ふ
厨ぅ叩紅縫遣知頃Iくあたっては、特 K 自謬挽沿担遺支直ぅ、ピー

l雌、ピー）闘只 1-:: 知県 1浪のたe.°-J/：：つ 11 7..の（L!と噂雌 1-:: 伶且した。
［相互比駿刃ば〕 視□迄に応文レた令応樗遺＼え 3 9`’-f K っ，＇ぃ袢1面
｀了守て｀、い。テスト〗氏A" シンJ', IレビーJにつ,,？追叩名屎に関してば、
1 件虹稔」象者 mm`'得夕がて 11 う。特K 紐jぁ 3 マ::,;.::,..J Iレ「i船（泊知詞
て｀：囀応綬したい」いJ’'Iレー百謬］湿知｀かれている。 1 った‘`
贋ミ甦ヽ魯ぢ果を与えているの厄，訂輝徴‘匁責釘］フた尉砂~ I っ［あ 3 瓜同
昴糾ゥゾ 7 卜と用 l' 仄便、ウ.2 1列刃ら果は I' が｀かも役好で＇あ），昭；か↓こ 7゜口J’ラム
疇目の作〗か、直叩？ t欠，、たし1," t..思心，｝知渇加肛｀あ 3 。次に、批陶亙
可iわいた設知くつい 113, iい r~ ．尺）），） 1ぃ、、今とちがてい 3 。特K ｀周ースペ
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l } Iレオパついピ—J』') 9)、j,,ヒ;,_J Iこfiい小疇叫爽いか＼丘lヽ？、、西
知 I ~'l いずあ 3 叩嗅t`'あ 3 。}謬享豆 lく尺 3 滋差庄与えている 1叶も
あリ、いかft'噸§と（；； 3 う。し 2 3 て｀’、とのJ) rlPll3訂算欧｀疇し碍謬
糾の印に見度叩れて h) 、て-:::-つJ'レ火魂っ 2 例/J屹‘ぢほ授差と与えて 1 ヽ＆，設
闊~")J Iレゴリズ｀ムっ統ーを図 3 乙こな｀杵束必要し在うう．
計算徽虚紐象K したテスト方式 8 叫泉 I3 ｀用いた尺起 7°P グラム今楕粗ゥ
い国疇 l＜紅朕 2れて，＇る。同 -9鱈の 2和ピーJが｀極勿て諄虚してい 3
スヘ゜ 7 l-- lレデ｀ー 9 B-2 1`‘I3, 用い口殺牝関救今身邁舷長も交jJいてくる。放豹関訳t
して単純肛ガ｀ウス川放直 IIK 伶令に比べ｀て、釦喝出知I きの勅泉もり慮した
“り貪遺；かに哀ぃ篠泉が 1易ら叶＼~.犬ついと0 - J qiた認：小 9 ，、ヒ9 - Jが｀束
フたズヘ゜｝ t，レテ゜— }8-3 /'J.、大きいピブの釦 l ぅっ効果、を見る目的で＇目危、した
ぶ，紀1”“`店に入れ訪 3 13l a m 、、)ヽヒ0 - J <7]面精と知r 1-::過這1面
り 3 lti果 K '[jってい 3 。スペ l r ルテ‘'ーク" 13-4 と BふはJゞ、7 クグラウンドと L て
屁しうI ＜べ‘ぅ祁釦関飲球がパ直Im椅＇ 3 目的疇知かたもの 1沙）る。前知
七° -Jり侶ェオ、パ‘鳴， 1支危 ll 釦ネ吋‘—俵'」0)ノ＜｀ッJ J`'ラクンド｀q諏恥
庫して＇｀る。 9~ んと‘り 7°P グラムが｀ 9 1呑ェネ IV+' ー｛則t｀バ｀ゥJグラウンt`'今過小
柘印、均高ェネ叶｀ー測心這1励をして I' ;;i 1遜知競鬼［摯められ斥．うた，
B-3 1校討した影l き 1ベタずずるゃ諜と、心Jグラ） ＞ド約：：：対りる珍果ぅ哀し各
しばー幻紅している2..とが’杞忍のられた．
スペ 7 t I レデ'-ク B-6 [C ソフトウェ了ゥヒ゜＾ ？検よ能刃い怜証する目的て＾ 1牝患し

た。災味あること（：：、結果 1 :.r Jっウク｀‘iレーア I~ B膿 l邊濁 2 れふととが‘判珀し氏
す府ゎぢ｀ i）雌駅］大ぎ、、ヒ°- Jのみ E 裕ぃ出iもつ，iり、初ぃ計数値を、子、すコン 7°
卜｀／紐翫っと°-7叡瓜度璃、鱈rょわの、他）底計数l雹と示り出fぅ免、、コン
1 卜`連疇巧ヒ゜ーバ紅釈度ぶぬ紅｀且紺約1~7,{ 、'JティンJ"操作ドJ直
知°ークや即 I I::.。-J J忠史 1功令い出り 1 つっ 3 碍顔であ 3. テスト方式 B~ 最
後っf-f B-7 ゥ括界ぅ知釦和這行中であふ
テスト訊｀しば令知蒻ぅ株用しているスペクトロメトJ一つ手法り鑓切「tj::し

約恥行う目的t’'嘩I廂し尺。テスけ応、注 1虐惰側が提供す 3 か線喰にフいて
紅I~ スペJトロメトリー忘 1fって、オ使出した含七{)- J l ：：：ついてっェネげ'- 1直と
恥虹訊‘占リっ放出光ぅ叙日駐して覧ぅも吼であ 3 。麟しり麟叫量ぅ唸ん
t含む 1ぬ恥社詔麟1、あリ、和賢遣度 l.r主催苑（月：：： I這ぇてあよので＇、オ且
対比恥印寺）請を打え『文の結果 I：：ついても綸じよ。
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3AOI n7Au+ 以，＇q7Au. -t 3 He 反応の反応機揖につ、｀て

（肴P 立文・テ~) 0 永日諭ー!i>.工藤久昭．中角弘逍
（北咀大•餌王）村上悠紀雄．

姥言）．筋反応•讃精iと解明すう「つめに、特 1：：汎急湛 1-::. 注目し「っ瑶冷． 主に屯氏該将の
励起初叙核現悦｛和紅I面積t碍加釦和冠輝の乎内條程の方法ザl司、ヽ引れら．
核親卜瑾屯武前面積如1、入射粒うによって碕ち込が屁角運勃邊ザ 9 -l了ヽ・ットに
紅ら小ら度合っ 3 り滉勅遵和子の程度と示唆して、、~. ~た．乎均係柱は放出
粒うの尚度分命でエネ Iしギースハウト Iレと反映しており． ン小らの情報ゎ‘ら該反応•
沿程l2 団すう知見い渇ぅンとがで a う。危研究で Id. l'l'lAv. ➔ ぶ，叫u -t "He 反応で•
屯尻4 り該豹·が本に注目し、 いK らの屯戒、前面積比及び平均術程と求め「2．更 I::.

邸応•1ゴお 11 ~差滉 E. 特 l項雌紅ネ lレギー (Eむ）と科ち込あ角運動邊ばm邸）
l:. S ら影響I巧ヽ'7. b椀討し7. Jt f-. T砧 1-e 1 にお笑酸7.ヽ片l ヽ I f:,核棧の手栽翡基
瓜杖悠のスど、ノ）~ 1.)." 1:t成する反応·型と示す。，
Table 1. Reaction modes and nuclear properties of the nuclides used in this work. 

Nuclides 198mTl 198gTl 196mTl 196gTl 198mAu 198gAU 196mAU 196gAu 

Reaction modes (c:t,3n) (3 ~He,4n) (3 ~He,2p) 3 (ci,cin) 
(He,2p2n) 

Half-lives 1.87 h 5.3 h 1.41 h 1.84 h 2.30 d 2.698d 9.7 h 6.18 d 

Spip(J) 7 + 2 7 + 2 12 2 12 2 

ー硬験）． 9- ず、J卜に 1在AV.つオ 4 IV (~2 叫／c而） &. 庄氏反跳核叫鑓 1-:.1 す A□
オ ~Iレ (~4 呵／C.記）環団し'f,.励起瀾数硫偲 I勾1. 各ターザ、ソト・キャッケ

ャー 1 オ~ Iレを ‘7 ~ "女ス 9 .. J ？とし7.乳｀ f2 。まr~乎均傑移の唄’I兜 11. ヽ叶WP う
房、、ターり‘’←/ \-、現、、キャッケャー 1 オ 4 ，レの方法に従っ~. t,;‘'ーム方向 lづ寸すら
mea.Y¥ projected Yecoil r<An9e 1-;J.ダー）fットの用さを T,)主武板のキャッ
今ャーつォ 4 ，レ及びターり‘‘ット中での放射能を忍｝iAc, Atとして次利により束あた，
和 T • Ac IC Ac+ At). 照射 lお頸サイ？日卜日‘ノにて入射ェネ I し千‘‘- 40 Mev 

(I :: 0砂A) で‘, 20 ～茄分1目改，拍遷射と行なった．）主氏、松梢の渥’l記 I 'd. T釦直し

7. l這郭紐硲壊1-::. て． 1 f:.Au1;fター II‘‘ 、'/ I-とキャッケャ一つォ ~I レ各R. 1-:.. つヽ，て
ィ碍’分雛組応．そ小をれの試料の r線逢1 咆乙行なっf,;....
結果し寿虎）． F杓． I, 21こ．（q7Au (d，知）西、各Au反応J狂｀ Iq7Au (3He, 2か）＇9しれ、
，池反応にお 11 項起剥裂，該畏t這l主成莉面積必（咲／幻）J的7.>｀和濃程（だ）の
括屎を示す．団 1: 示しt硲線 1'J. full momentum tra..nsfe v から予測されけ爵程

を示すが、エネ Iし千‘'ー・係程の郎§孔‘Id LS S()011"=3.obe. ~1更困した。

(d,“n) 認·で Id 、 エネルギー令員萬が紐＜肋起困数巳・ 1すがら 13 明らがでなヽ1 が．

衛呈のデータ］§び核稟，l屯｛本屯成莉面積必のデータから．複合板過程以外の反応が文

きく蔚与して、ヽるこしが指曾況＇ぎう。 しづし， lqb'l'll心に関して 16 裔程のう‘‘-11 "3な

ヽ）が、 9- げ｀ッ 1-(q7Au のスし°ン(J)か•3／がであif：：め＇qb吼加のスどン 12- と考え

らと．心｀ずレも罪純窪椅過程と I& 言、）サ‘·た 9. (3He，えか）認•でも， I叫加の
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励起扇げら 1噴合板過程で 1拉： ＜説8月できないし． 3E 乎内脩程もfuII moｭ

可nentV..m trans fe直綿S ()エネルギーの増加滋 1:. 殻かくなって、々 麟

過程が主に起ンってヽ9 ることがわがら． しかし、 lijいm加のも氏 Z‘‘I1 26 HeV くらい力‘
ら (3He, 2p2n) 反応ザ屯じ、該襄iが広屯凡前面積必も増加しており、栂合核過程が
釈屯じ•て '-1 らと考んウ↓しら． d 反応と 1司様 l::. Jq/,~加の倦程諷直して、1 f』、ヽが

詮ヽ／叫差 o.... ら(3Hf(I ol.)反応•?｀． b -緑陪反応l::.考ん砂 1-J困難であら。以.t:のデ
ータ、特に咋／切 1：：：ついて、 1'17A1J. C p, pY1) 1%m、 }Au 反も•2) と励起エネ lしギー）＆ぴ‘

入紅B 0)貼nOJXの雹、、力沼此弱してみf-.これ-tJ＇ら 1-;l.励起工オ. Iレギーの影響Iす
11 とんど打如如Jゎ‘ったが． 9皿心と 5 たで‘I3 (f, pn), (d、か），（JHe, .2p研）

認茫（：咋／(J'"Jl ;:: 7~ IOX 90-召色と示し Tらしがし．（3He, d) 反応で 1 お~J l/5 の値
もとり． 父如x の影響百 lうがら ll説明が＂っかりガった。 埠 11 o--R-I o-~｛直が非弗 1:.
小さ‘‘::..と 6 ら、角運勅屯杓行がかなり、心く，まとして表面反応的な尋象が起ン
って1/lらものし思わ~ ~..itがI!?. T a.b le l に示した反応舟ぼ汎ゞ反応宝氏拘 1:. つヽ）
ても合わせて報告すぅ予虎であら。
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Fig.l The cross sections, 
isomeric yield ratio and 
recoll ion range for the 
197 196m,g Au (a,an) ~~~..,,,,Au reactions. 

20 30 

Eh(MeV) 

40 

F.ia.2 The results i:or the 
~97A~ _<3He,2~°{-n}1~6m, gAu ~eac ti ons. 
S2e the caption for Fig.l. 

1). J.Lindhalt et al., Mat. Fys.Medd.Dan.Vid.Selsk.,主~,No.14(1963).

2). H.Nakahara et al., to be published. 
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3A02 2a2T~ の喝子枝介裂 l可閉する妍虎（直）

（都立大理）
（新滓欠翠）
（理研寸ィクロ）

〇工藤久郎、村松久和、中歴弘道、

大矢進，宮野和政、

河野功

直言］ 核介裂 I：：於 IT~ 箭景介割がすで｀に S吐払，p砂辻の枝の性唆 1:: J:っマ影
尋されでいるかどうがと検討する一つの寺段として、核介裂片の自皮分布の測定が‘

ある。

し1) 二つの核介裂片 lj SQ.心).Q.p必心ゥ枝の対祢軸の方向 lし分かれ濯ぶ。

t::i.) K量手牧（全角運動逢 I 目核の対祢軸に投影（たもの）ヵI‘‘S心晶pら,.,t
n‘ ら後？｀、も保存さ収？いる。

という二っ引及定が成）立っとすると核分裂片の角度今布 Iな次太‘て｀｀示せるり

W贔（ 0) = [(2I+l)/41r] i d贔 (0)12................. (1) 

こミ 2‘‘) M: Iの如巫方向への投号．り r" み‘)、 aMK(8 ) ：対祢コマの液動蔑］牧？｀‘みる。

とこうマ｀ ＼励起エネ lレギ‘ーが｀がな＇）高い場合 I-;: Iま、過痕乎向の導位の K の介奇は統
計理諦で‘記述されう (G匹：s 介芍）。 2)

2 2 p (K) cc exp (-K~ /2K。 ).........(2),

唸＝ Ieff° t/h2 • • • •.. • •. • • • • • (3), Iefi有効 I1賣性能率／ t :核温度．
} T：：．（久）棟的科入船柱ナの SP如 1了ともにゼロである、 (b) 枝分喉との前 1？柱ふ

の放出が｀ TJ Ll (M=O) 員 LC) |a贔 (8) J 2 " rr -l r(I+l/2) 2sin2e -M2 -K2 + 2MKcos8 ]-l/2 と

血似する、 (l) 複合町直‘0) I を (2T -t- 1 汀i (Tェは透過係牧） z" 1;·きかえマやる．

そうすると、 d) 式‘は次のようになる3.)

~ (2 I+l)2T1exp[-(I+l/2)2(s in2e)/4K炉。[i (I+l/2) 2 (s in2e)/4社］
w(8) cc z: 2 W er f[(I+ l/2)/(2K~)l/2] 

••••••••••• (4) 

ここて‘、 J0(z): Zero order Bessel function, er f (z)=(2/✓1T) 「 e-t2a t であう。

測定した 1角度分府を（4) 式｀マ｀＼翁用すると K旦塔＜ことがマ｀ぎる，
こ水を 2 仇＆ん仮説に従っ？、対祢介袈と非対祢令裂の二つの m以之と考え）実験

から得られる対祢介楼片と非対祢介梨片<1) K! りむ I ヵ‘ら） （ 3) 武‘によ') 2つの仇必

のたを過当に見積うこと I'.: J-')J I# I/J達 u ヵr いか 3 、ヽとにな'} S~“2 匹好らt 0) 

核の情報ヵ‘＂｛手ら収ることに1Jる，

くと‘｀う ひであき、 もらぎつ ひさかず、 rょか 1;)" ら ひろみぢ，

芯ぶや すすむ、 みゃの かずjさ、

：：ぉ·のし＼さお‘
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（輝］ ） Oµ心の心伍J:..に 2l2Tf..を～ 300kg／屈刃湛 l < Ta.rt"tと l た．
鱈 Iま理研サ~ 7 p卜 D ン 2＂ ／釘 M可楊令さ／ビーム覺浪 0,t～砂A マ｀‘～/t)時l叩

った。 枝介裂片 IJ如以C.a砂r 伝（か？瓜戸上に捕｀名 l）照射於汎
その A)._ ヤよを芝収¥"れの 1角度に相当する脊令に切，て，直桐：：：『綿t測定で｀ぎう
核釦，せの 3 ま合e(Lし）検疇て‘測定 L, それが｀困難 r濯釦疇介言租と行， r遺．
せの『線を浬追 l <それぞ瓜叶這の 1角度今砕と求あ 7：：。

［桔果］ 得らいた角度介寿の一伊」と国 1 に示す． また角及今府の異方性を節
遵比り豹粒として図寸、 l Tこのが｀困 2 で‘ふる。 虹知‘｀示した C必以,d;, al. のデー？
ぽ 22Mev 湯令にようえ~2Tfi. <7)核介褪 1::. ついて得られたものマ‘'みら。 この図から

わかうように＼核鐸片の角度分がゎ介裂片の箭量によっ？差が＂洪 (11 ~, この
差を 2 ふ4準説を用いマ陣折［ょうと試‘み 7：：：。 ます｀｀ネJ)め l=, Z32Tん渭ナ技令殺

で'1丸 m4豆よが必炉ーがが考えらi)A~,,ゞ、 2 巫己低説 I：：：ようと対祢介褪と非
対祢介褪 1l"それぜ小暴ったよ必叫£を通っ 2 起っ之 1 ＼るとするわ IT ?‘｀みうがら／対

祢鐸這対祢介黎で｀知心式砂2 炉-が o痔手達傾が裏って 11 ると考えら
れる． 従っ？対ネW分裂と非対祢鐸□退温度かさ達っていると思わ収る。 ｀‘れ

這積るたあ l2 巴T元t r) 遣白疇揺を来｀り~-t~-圧サー0 のテ＇’
ータとともに力岱（砥 Iっ甚っ‘｀いて名又哀し［：： Aに2- L以之て｀府情を行 7 た。
次 I之、中性ふが放出さ卜た後引亥では I) K '1)分奔 n遠っ 2 ＜ると考えらIr\.るの名

t4) 衣‘1-:: こパ景ぅ瑶を入むて現在解祈中である。 また 1 (r, 2吋）羊0)よう l：：中I‘迂
が放出さがた 1菱の校て‘, "/J起エネ 1しキ｀ーが＇‘llヽさし 1 の 2" 検温度 P‘恐＜ rょら． このよ

うな時 1古，f心ふの影堺1J\｀ね 2 来？ I~ffが（卜さ< n ふこし炉あうの 2ヽ｀（孜＄摸亜）
このことも考急p入れて検討中 2" みが

図 1
Angular Distribution 
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----B.L.Cohen et al. 
的s.Rev., 咎， 625(1954)
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3A03 ・丸心疇e,'゜翫 203冗をターゲ、‘J卜枝とする
C-n,.2. n) 反応叫板介裂中1生子による平均断面積

（原研） 0閉根皮明・馬喝玄

且旦旦 洩者らは (mn)麟叫分裂中1'生手による平均新面積叶餞性を虔く表
わす簡草な弐を提紫した茄 I) I この式による計算恒と‘美、瞼植と多くの核種につい 1
比較したとさ）甚＃‘L (異なる場合として 5qCo と'10Ge とがあった。前老に→いてほ
昨年の本討論公で報告 L r::.：うにユ）／計算値と哀し合う菜鞠直を得T:.。今 1日は俊危
についての泥膨翡狂得たので報告する。また）夕％しと'IO加について） これまて‘‘貌
告されていが直よリ 2 倍位文きな 1邑が ,lヽばら 3) によって報告でれているのず寃鰊£
行なった。なお，讀埠．らは 5rNしについて該疇諺 L ---cいる炉 I) I その隊叫印戒放
呻祠］定）中 l`生子束の決紅疇、L‘‘変更を加き戸． 203冗は比較蟷澤倦ぽ簸
釦の一政が悪い場合むあったの也戸改駿を行なった。
呈皐 ターゲい1 卜にし1, ;:;:...、‘I け 1濯Jo~32吋 I • ORNL よ｀）見羞入 L T--78 知農紬喝e
を含む函笈杞ゲルマニウム 5吋）酋菱化、ジ IレコニウI.-'//-,m3 I 西笈妃 9,) 、グム 3 ""3 ~]月I, ‘r：：゜
町いまモニクーのために I Co (O、'f-75%)-Aし合金緯戸9, l”m ＃のコ） ‘‘lレト終 l'2吋）
マンガン、 ""9 I 蕗化イットリウム 1~ 3 呵を）司8寺にP、P身れた。粉末言却杓碍さ 0.o65 叩帆、
の 7 IV ミ;::::.ウム祐 1` ｀二會に包み｝爬 ld.一墾に包ん r` 。なお／ コバルト線，酸屈‘‘lV
マ:::-ウムは 0丘いの麿さのカドミウム括戸 I ゞー L f:.喝／合もあゐ。 これらを石茨ァ
ンフ゜ 1レに封じてJR応疇3·呼の丁パ A 1°照射礼で 2 時間またほ 6 呼間中性遷射し

f：：゜
組Cげ IV マ::::..ウムはマ 1レミ召7 ム祐がらは炉 l 這箔 L' ゲ）Vマニウム毛リブ｀手‘
覆パキシン錯堪心 L 訂兒殿でセJ Ge(Lし）校出器によっ 1 r線スペクト lレ環碇
L たが‘1 他の酸化疇和IJ.r Iレミニヽぅ虞砿包んだま視偲 L た。
ピー 7叫珈率 I .I Ll-1紅泣製疇，状線源によって蒋逗 L た。Jf lレマニウム綺碑l'J.
詞四． 6 四である力うこの爆治畔嗜廷碕叩繹祐、は前町認 1) に）司じ｀である。
姥果」疇、 『、を知へ°クトルのビ゜ーク面積どーク言澤疇叫 I 1-:: 示 L た
直紅・半減箕月とから生成放飼認慎訊 L た。なお，どーク＼面積叶虎礁偏羨に加
え'1 /言惜嫁畔n 不雑定さを、点択線釦喝合はm.”灼他m易合には土a.”6 と鴎
った。また1 ヶ‘‘)V マニウムがし学収奢の不雑定さと L 'l士 1 ．汀＇を与えた。
T心在 l に示した新面穏d)1直を用いて中‘l’生子東を求め「こところ）反応のしぎヽ、工

ネ lレギ‘ーとと宅に漸噌する傾向が認められたのて‘`1 回的の反応の狛面積の頂戯に）司
いな町’生手束の 1直とし 1/ 最もしき、、エ才 1レギーが近い反応↓遠る 1直を用いた。訂
ち） 20噂の場／合には 27A f(れ心）砕庫反応に 'A也の場合に↓戸Y（叫 2n)終y反応に
よった。

ヘ'-- tf)ようにして得ら汎臼脈翫心値を丁幼在 2 に示 L f：：。他の‘美、翁他ほ小林らの
厨他3) I'.'., C凸パにょ這漿値I/-)てある。なお，濱もらが的に繹認した郊蘭（口）211)
巧／し反応の億ほ 0. 00 3 il士 0 、 0005 ，，，，各⑫ て‘'あるが‘1 今＼召畔謬、と哀く一致した。）］、
杯らの実騎直とレょ差炉かなり夭ぎ，ヽ" T心u 2 の注に示した中i’手キ点の未史に凩ぃ
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Table l N¥lClear data used for detenni.nation of radioactivities 

or fission neutron flux 

Ieactian 'Ihreshold Cross Half-life Detected y rays 
energy section 

Energy Intensity 
(i'eV) (nbarn) (keV) (%) 

27Al(n,a) 2~a 8.8 o. 725 15.02 h 1369 100 

2754 100 

55Mn (n, 2n) 5伽 10.41 0.258 312 d 835 100 

59 Co(n,p)5-9 -Fe 5.4 l. 42 44.6 d 1099 56.5 

1292 43.5 

58 Ni(n,p) 58 Co 4.3 113 70.8 d 810 99.44 

89Y(n,2n)88y 11.60 0.156 106.6 d 898 91.3 

1836 99.34 

5柚i (n,2n)57Ni 12.41 36.0 h 1378 77.6 

1919 14. 7 

70 Ge(n,2n)6-9 ~Ge 11. 70 39.0 h 574 11.6 

872 10.3 

1106 27 

90 Zr(n, 2n) 8-9 ~zr 12.11 78.4 h 909 99.01 

203 T1(n,2n) 202 T1 7.89 12.2 d 439 91 

Table 2 Fission-neutron-averaged (n,2n) cross sections 

Target Cross section (rrbam) 

ExpeJ:;inental 匹irical

Present work Kobayashi Reoormrended Sekine and 
* 

et al. by Calamand B血

5肘i 0.00406士0.00020 0.00534+0.00025 0.0049+0.0014 0,0038 

70 Ge 0.072社0.0055 1. 8 仕0.9) 0.080 

90 Zr 0.1044+0.0038 0.229士0.015 0.076:!:0.01 0.080 

203 Tl 3.93士0.05 3.0士0.5 4.3 

* 
Three standards were used for the neutron flux detenni.nation: 177 曲皿

102 rrb血 and 0.644 mbarn for 1151n(n,n1)11竺n, 58Ni(n,p)58eo and 

27Al(n,a)2¥ia cross section, respectively. 

這面積叫恥逢ヽ I !i"NL の／378 役e▽ r蝶弗度の 1直（名6%) の違しを先慮す~~, I］ヽ
林ら叫菌は更に大きくなる。 この、点について為戟を加えたい。

文砥

I) T. 5ふ五己 H.B必色］． Iれ呵• M叫、ば応，．筵／977(197め．

2))関根・馬場，第22 回放舶疇訂響 I B/7 (I 賣）．

3) K. I<ふヂ占 I. k況…っ凡叫乙ザ叩如(M.A和グ…ん） ］．爪叫訟．万cA.

位）豆I (19' 76) 、

J.;) A. C』M11,a,,1.c/, 1 S TI/Doc/10/1t6 1 Pｷ 27~ C/971/). 
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3A04 心喧 l外／'l N.t亙布におけJ I司似栢果

（餌）貨晋食兒輝切（都n 文現）紅綸ー郎
中魚 f遠

I a 的 I 盲ィォ遺月食•I:: K I ＼て 11 ．瓦訊/':もちこも1 ""は）が
文 3< r} } : t 4‘ ら ミの X き 7~ _Q_ I ：：：荏 I図す} I\ うぃ｝ァt厄たがお、̀ 3 : ℃が
予捷 3 小．餐 4 オこ註 l：：くらべて fl II Ii梵．矛、に応\ t -t校介ぶり濯告こ叩 I ¥ 

a 。i這A ォ滋§応お 1 ＼て 矢n られて 114 n m Ti凡:· 1" あ~.知 IJ心
(P.I、)瓦た•か，豆令阿応•前躙の X 34 祁令e 占めて l)~( 'lが，すで12 繹湖
粒告 S ill\炉 3．ミ＾ P，エ万応叩け ぼI.え lしキ‘｀ーの I 葬か k)刀忠ドエキ）L ギ｀一

l ュ歩挽 3 3 慢＾下 3 勺（い知切＆こヒ．碑渇斤 h 免・をし豆うこ叫“
煉令姓辰応 1こ 急くに紅瑾 e 示すが＇，知 I印複今~,,筒オゃ集中 v 罪裔阿
註ャ r｝いt月えられて I I ~。ミの D. I, 反応灌介姥 n "“狂 Iすがカリt,"
し 1ヽか塞屈知·'l1 4 -r..,1--¥-:..; 3 饂砕品 I- } ? t E 劇レ，t潰的和 1'
炉詞｝校鐸心消l•生につし｀濯クしず｝ t計幽し r~.

l 咆、§會 l 瑾化灼姉炭所廿イ 7 b 目P-こにあI II て 11r M昴に加遅3 小＼ T己4N し
入射釦t..-し )4- 1‘‘UI トヒして 焚Nふずか:· IA1J.1.'. oi :~ 500.fa-fl c.,wl2 ~セル7
ずれ—卜瘍履し懃看致に； ? t懃作して用いた。東鼓 I~ ijJ II fs::.却111'器iす叶年q杖的
化＇ざ甘漏会で暮告し r::. P. R. 力’＇ 1 で七ち l Ir:. カ‘‘1 AE-E 将ぶ墜て“、こ0\液出恩；用
1こ曲影した粒i弗祖わop.灯ムを用 ll tぶべ rJ)た。

l " 1 釦枷がら 1 広柿月の斥応汰にお 11 ~ 校今姓の応 1) やすさも
知るたc)\ Iごオ彪り碑q L料）以q噸bO 1サ？ tげ 3 う 1 ：：：度 4( す 3 カ‘&'kしいら／）
心宝 E もちいて言t茸したのて＂図 11ご示す。団1 から よ o 惰加 1-:.. ヒも 4 って
～四 FISSION BARRIER必Nfll,64Ni SY'3TEMS ~s 団Iヽ 3 (r&'9 汎｝』tこえ~'(, I弓tい 。

17f LIC:UD 匹 MODEL ，こア｝ってし 7 5 こtがわか 3 。 そこ r 本店廣0)喝合
Bt 

M |  

40 

30 

20 

10 

回1)0 20 30 I 40 50 60 70 -f¥ 
L 

A L t消暉IしO T- 9 し日 II t度穀的 I:;. tりi瓦
こ卯す 3単 4'.l恭まし前伯叫かう n‘'7 すート肴乱騎甜
(]) l/4 1::../J ~" しヶ• L-一;··:- 1‘・角充）も‘ぅ知、 3
I¥\.も班釦 4 二？のオクが’ こずりあぅ蒔O').Q_ 1::ｭ

祁当す；。信らが怜 111 I＼り叫 l" 頂 }\-1 でお l I 

て．ダー T``•｀／卜が焚 N＾ヽ［細＾＇の項合ヒも どi tlf 
であ｝、このt豆恥岡 1 から紅直釦9,
＂叫如，＂況·，で• 14,3 M切ヒ 7}') 5国註、q

汀 b‘·棧令姥しおこし々す II ミt t示して I'~ 。
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I 甜;j 2 い国nLがち l 栢ぅ怖枷終身得らいた 繹；の在 lぼ—
1 ぺ 1 卜 lし 11 二が訂ししい岐 l t 育心界 I:..:{ 痰した。そこt" 各籾9 3 o\坪内
迫育pェ矛しギ..さ~tが 3 'C.. 1の哨ヵllにしたが ')Z 11 ヽてく 7J- $こtがわか） 7：：：。
とい祝合知：四芍り召和令秘した直応 r：：：：時 1しられ｝ 1-E こすhb し
奴怜す} t も0) I卜さ II tk で｀＇す ケーロ濯「力｝リかrJ 'I X J<, Z か＇次きいとこ
ぅ !"11 7 -l1 :;.-キ『1J f I) 加少・ 1卜さ＼＼＇ ：のこt ,1 を＾ T、 3 7濯斗が、政形レ
環がら 01 村忠tわ；こt t了ヽして IIL
危炊謬う碍渭鐸ば叫(}) I"} をか”A麟 ~Iごちが 11 ,jヽJ勺＃『四

文きげ祢如9 ー 1 t示してし l 3 りこの常it”- 7 1t E bゞ'b t l 切小た瓜 Iコお ll てそ
砂叩めら小る。しかしか 14, it"-, I 豆ふ紅記0) "今fy'す ll ししい••
一虎であうこ［がら これら宅 \I :ft t灘 4 のオit隠屯が乎術＃｀危i知であ｝可租 1r王
と子、して 1\ 3 。
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日 2 に方 IL•• ぶ 0-=- 4-0° l注 1tふ各＊〗；の打讀
面和を依和1'ざを示し T-:. D::: 0)角肉箭lfil I すi -rｷ 
ットq災桑，蒻系のユこ勺ミ 1::. ず~ ::ij/1 をィ直 d 挽差
”紅的に合｝ず＇ I l-諺（二p,I、ほい釦記、み 3
こ℃が紅鐸，エキtL キヽ―鐸 rす e'h‘ らた l か
めら小て I\ ~。 Z b吹耐粒；に近 II ヤ厄 '’Iすその

前憫清や畑'i. b叫践f I和卜t•-m 3 。 1 ヽ
ヽヽ b‘ 臼 I1'’ Z P‘` ? t ‘5 11 q籍囲で‘ i), T. ii梵 1こ
お叶3)同栢店効晃I.}みしめられな l l •'(.こ 3 が‘

乞 b‘、 I~ 1-I) 文き ll ~'l.' 'l °d ~N^‘瓦応1 すが'I 口 9}
町精 e 示 U 、 P.r、 "h以外の的食，a 皆i t宗レ
て I\ i、ここで をが 14, I~, I b 0\呑訂ば、記
の飢前鴫の面頂兌に応t !差！つ 3hぃげあ 3· こ
＾差 1 サ給博-::.. J ~もt考iう℃つし｀つうが’みうD

8 910111213141516 
即 z l 謹 I AL1,Le l —じ 2) 項目したttM^'1'術の

核令秘新輯Iす 9 0-.!,いぶ｀ーと非粒，':: I] ヽさ II か‘.
叫｀げ·、との収応·月，＂ぐ含§の通印t iく母和1.. I I る。iた S8N4｀旺 I:: あ’II
て号 II 杓幻惟｝ （そ=- llf, It", It) tll＂錆 Iす一定で祝｝こ℃，退市》エ~'しヤー
か｀ 7-g ::..折1J I這[b'll ~ L B伍値が 糾糾 1こくらべてかなリ l] ヽで〈 TJ ｝こt

t• t^ この令釦頑の斥応が拉令哲もし（ L？核介~/'::ちか\I fx釘｀で•あ 8 、ヽとがたしかめ

ら小瓦，

砕reいしts l) S、 (Dke" d.d ; い． P卜y C. 茫) (Iq m m 
2) h 、 blan; u.s.Eh吋紗 Res`o叫砂！玉叫。E..吋知：I\..如t,'研

• \屯p吋いo, c..oo- 34舒泊 I I m) 叫心11 -s~-ec\.
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3A05 いついがな生威‘反応こ r：：：し）す ~I年の反殴裂程

環 碕） 0豹裔正・岩卒亘・高禍保夫
(11 立中店） 卑佐羨勝久・飼 老一畔・辛岩 高

（印n] っ忍濯麟も多放 I 花 l fF の釣方反究翁翁0分和を考11危し、結凍t RI 

辱ゃ甜鱈謬炉認渭 I叫イ梵立↑2 也 3. (1)“o(.l He) p)屹 CZ) 160 （叫YL)'厄
(3) Ifo(P汎）屹 (4) 20N e. Cd J ex)1む巴(5') 20 Ne CS Heid. P)咋。 現在弓で 12-餃裂逗0)
は、（ガ‘？二肉 11)＼射粒戸 11しや一）反応 l （ざ He花 14HeV)) 反応 2 (35MeT)ノ
誌 5 (20 Mev) て＇あ"J..

〔汀）得危ターゲッ、卜物噴の P•国：：：より生成した年を勘純度ケィ素談l2 入射さ
ぜ、その表印危 rJ iべ＇（内一厖みの Ilヽ幹知っ序去し 2 l) き、各祝が2ついで咋
疇肘能ヒり知素とを吼i淮戸二とによリ、祐⑫ぽ択翡肴，"'Iv"$ をt:ストグぅ
ムと I Z.督。統素ダーザフトヒ 1 "2. 11 、枷純匁ケィ柔板 (!so炉況守 T：： （す＃00た

印）の--00 I'.::-SJ 02.層 (50仇仇手た 1i 100 11-仇厖み）を主欲 2 せ、 S,1 0灌I 1:. 

紅叫 C心伝し 1 てケイ素板t祖碁さ佑た．ネオンターサフトのヒざ Iな、金杉蒻名ス
＾°ーサーヒして、 0,3 位況の 1叫絣をあげて 2枚のケイ希板紐碕 l 、 その研、 I ：：：ネ
オンも⑫嗚させながら終，柑しゎ． P.＂r,幻理荷サイクロトロンを用 V) ー照、射拉砂‘'タ
ーゲット初衝漁釦しを 1」tc.. o、エネ lしギー 1 ：： # ｝ように加速エネ（しや｀ーを採定 L
r:-. c’'- A の大ささば、4り才 x ど心況ヒし、 o,5~()A-A- "(''I 0~IS 分穏度、眺射した•

C叫ヂ応の表面除去に 11 、5"" % Na,OH 虎条（り0 ～オ〇゜C!.) 1::. よるエ＂ 4 ング＇
(O、 1 仇 9` C肌ー2. s頃か旦庶） t用い、ア 1しミナ粉（い凡釦羞）し稲勧式研房桟
濯岳ゑ Iヽイ？‘P ボ1)ジー）によ 3 茂叙b濾度餌和ゃ粉合もあ 3 。放射能Iす NaI

シン今しーターヒ岸 4 ャンネ Iし殺恙伶枡｀忍により痢定しミ数時向叩匂）辛我夏丹を

也っ拓ケイ＂の虹l21び、ふ駆0-12”が四かtt色臼這用しゎ，李
r::-、日立む和電”踪傲鐙（レアリカ成がらび 1::. 走塵咲）により桑⑲除去の 9年—桂．
も知ックし乞

ほ襄角寮J (l)結果の角現担かか）

名釦庄、エッチンク99 ラ紅用いゃ湯合、かなり む

より印戎性が＇碍られた。疇 1 1 二そのイが1 t. L •E 
2 、 16 0 （叫 P几刈F 反応にか I す 3 6 ®の究l兒 召
持療のうち、相互っばらっきがオ（a）的甘 2 フ ど
屯愈す。あ如唇午ィ案板も 1用 ll ~.11）令っき｀’＂ .ｧ 
移疼'$ \,::.ふ 3 ゎ‘、 :::. q念11 従う乞 Iむ急当む＇あ 2 と 甘

｣ 

判翡され 3 。 li)マトリック入がう主荻ヽす 3 放 甘

射従lif 3op (_謬今） I がなり。(i[)庫0 /-f i詞・；。
いう穎卑 z', 1fF の掩知珠れが｀な［）か玄が＇ぅ

弓叶酋用乙＇さ 3 。(iii)藩ぃ第ぽ菱ねては必几
とす 3 オぅ広乙＇（＃，、姦→訊げ＇ぎわ必之困難
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て＇褻ぬ酸素の妨壱毛肉題ヒなふ四、 エッチングf氏の表i1J I：：：：五゜ぅミッド和没
釦紅 l 之 LI 戸、その和 lオ／戸程度にすぎなも＼ ｀匂疇fい直".! Iざ、胡
展希I /J)粒度吝，2 したかってがなリ0)鯰 C贔あ 10 戸昇祖）が続痢l されヽ ニの方ぅ乞
渇られたじストグラムもそれに対たした吃形を示し-Z.し)J..
辱盆反既括程の分布抽絲， I訂一条件下にお、 IT3 3~ 6 回の免lを結果の平均を Fi伍、 2
1:::. 示す。 F浮 3/“げ｀笈茨翁移が清分曲様（与えられた底みを盛盈す 3 う 5 /::.1可／ 1'
---也ント0) l?F が象止す 3 かを示すぃ絲）であ 3 。旅方及映エネ Iしギーにつ I I -Z. I古
、最直｀舷l\ i匠fJぅ?J,.'I= 簑為今布~ (l!F OI 合わが最肉と芍 3 エネ 1しギー）,;r'
"]にでき 3 （亙称星厨疇 Ii制）。 2れらの他と、祐戌紅頃移り像各分
布（丘拉t0 ％脅止廷（そ汀い吐て｀＇で＇ ro °/4の!『F が辞上すい直）を T晶 1
に示す 0 (入肘エネ lしギ'- l臼可0) 16 0 (.3He, p沢F 反応 z·, Iす、直辞夜応筏複も困与

し 2ll ~可椛性が＇穴 3 U }。

詞知の茄印謬敲、コ況疇和、菱係ぜ術 I2 よりぼF を製迂す 3 ときのター
ゲ＇ 7 卜箱のデザ＇ィンゃ、成妥素の椅亀秒謬紅幻げTのと 2 0)醗統素と衰団麻素篇
3ll"しふ吋豆し、をわめて審念が知見とtcf. 3。さら 1こ、／坂 I1経元黍の生成す
a 反た I'.:- 匂 l す 3 約方反既裔移がf""ため17)有力な移鞄ヒ杯り堺ょ）。

『［。芯＼3Heに霊；
〗］、心／9•ヘヽ＼゜＋び
八＼\\Ne+3He‘\ 
、、ヽ

¥ ¥ ¥ 
ゞ← rー 1 9‘` 
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3A06 04~I. q合も V ..L芥 Iしギー紺域四知， 1 '2 c t叶核<1)
知 A オ‘葛建紅＜這和楠
（煮tり）゜1面朗八裔象砕／昴濯嗣ぽt，珂）鱈詞，
窯'I 応，斎藤直，席旬紅，志偽戊｝＼，（守 k間）知絨一，
憎〗直）填□ （東 K和 ‘Kf)f訊樹，（知1.)お碍t I 

（東 k 町げ）も叫P夫

高土芥 lしぎ＇ー紬咲1：'0) l l＼卜‘｀ロンt芍汀枯tの相石叶 1令のりち，怜） 1.-- 念 1 核反
応っ、\-z. 91 収教句t < t同しべ｀し中？ヽ I l ＃りか）＼卜‘` I3 ンにつ 1\ (.,.のテ"- 1 ，す’グ
勺ヽ＼。最也，裔工芥 lし寺'-如忠片研啄印ル 1‘ンシ 7 Iつ| 0`/ ")叩師 1 ーゲ｀｀’I 卜かく
ぅi ±,、うれ；負｝ぐんオン．．t'‘ーム（エ芹 1し千＇一＼す 0 ` 4 ~ 2 ̀ 。四 V 0)見釦可疫）
輝 I司·-r•~ I } ｷ1 K なった。 こ0)エ芥 1レギ｀ー碕釦"")）ヽ゜ A ォ、／ t核叩亥 1 'l引訊•
が，匂由枝t -/ぐ A オン衝廃とどう混な S h' を輯しへ＇j百的 1"9 雨 Iぐ A オ :::.IてJ: 3 

q距→几， 12('._ → 'Ic.. I I咋→ 'aF1 qi?..ll ➔ 6 t-\-e',z. c→げ L;, 8B) t児→紺e 訊｀の
紐咄遭克 1 -k。：れ豆民斤＼｀q •1 t 12 し→ "c t'咋→ l"人につ I\ 1. 11而 1il 1)
靱~ 1-k. 

叩陣尋
（困→ ~Li ic'I釦→ 6 比辰 A\'..') :、シン 7 Iフト\J叶l達器内燻置 l をべ'1) ll りム
腹 l勺岬 1 一げ｀v, 卜かし径］が T―ビ｀ームを 1叶湛む麟，根／か吃屁．おげ炉，）
-J-ｷ-ｷ 11", 叫・エ知しギ'-むl げ｛し辛 11釈柔すじう存 1 -1j＇‘v(l、—紺、昂
疇射する。検ま疇仁叩いれ：：d) 1 一げ｀ ''I I`—検まかi廿 □尼い『 K l 1 

ぁ 3 ·旧ヽ＼-f( '1 -'1‘‘ット 1'1 40 l'Y\が中 X !}、q ｢ 1尼2 ~べ'’)'} 1'7ム了於手を圧訊
哩 I c. Ar~ I た。q貶十 TI ―反沢r;: ~')迂す｀ 3 牲,~ 0)庄戌枝神のな h沢 rLi (Ty乙：：
ざ 42 ms,Epm:x) 3 、 01 叩）／叫（了 0 8 、 I m B 1 う、t; I 疇）があ 5 ． 加む器
h＼し 11 出さボ 3 ずビ｀ーム 14, }¥ー Iしス中 0バ凡綬返04 0 5 c pS で＇折J (J¥ 1" I 、、
q t"ームq ｛和墳間中 K ~Li'l. b He を削免 l た。子れ 1＇れq枝租サし叩m p 
埓を 7° クスケヽ,, 1 、‘ン： 1 しー 1 l{某哨サス牛レン） 1', 11 キャ ·Iノ芹 1レ、ス斤万刷
免玄 m.., 1 口戎号豆｀鯰 c をLit叫ピの弁利 ,1., 'tれ 1"如の釦慮肛釦ふ臼｀—
q兎砕I ll)し， AJ吸収板を 1司 I I 7_行なったし 1 可‘`’J卜 K 者 3 ビーム0) 1紐 l1.
1 -げ‘9/I トヒ王諷•[ 40研中）のfうい今、’I J‘ン‘占し -1 で l恥辻｀りをしじ＇’
ーム灯見在すj ~ユオン'(_(胞 1 q局·11 『 l k そハぶ句 1 おき 4 代 10袖｀正 1 を e
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(12 C.• （吐； ,?B) t 1 2.C..→ 6 心反沢）．• 12.c k l司＼＼女 1 ー）T`｀ v, ｝口 1° うスキ、り 1'
、シンキレー 1 0\ヽ＼わ作｝ヽI g e. t i vも 1 -汀‘',’I 卜 T'• 1 ー，f‘`1( 卜tp栓如幕7'’ 布i。
1 一げ‘り＼‘-加、＄ 11,芽 2 ）吼 K 昧すヒ紅） 1' ／栓幻h孝戸叩た勾，弓｀ 114 ボク＼，
ぅれそ｀＇いt、 3 ざ 11, I げX:!tl1l X3 臼）廿\~な 3 ガ 7\ /1 ード＇型 7' とカリ右ク与
れぞ｀れの｀レン午レ一 1 11 ＼即時帽l を行な＼＼ ／•＼ヽ＼ 9/ 1 1 1‘1 うりi)、，＇を（知代1 5 。伶 LI1 8B) 

[叶~ (1 7 4MS, I t;、 3 5 H-e V) は吐i t年改覇，p 1..外↓叶＇’一↑、杞，T麺糾、 I 1 ¥¥ j 

臼記 7'‘ つ柘＼、］と b 比違也，1 .t.力しt)叫 7'' 高；“
、立
堺遣に加→吐； t q釦→韮反矢につ ll 1 , 打ーエ 1 ↓し守"-()`4 ~ 1 、 1 紅T

l這っ訂恥れ縫謬闇釦げ、9ずいい受矢，＂釦輝和＃心，腿麟1
可―+f衝知、いtの 7``TT — +-n 衝磨-Z''l-;J存ヽ＼こ遠’'珀） 3 e 

12c.→厄 Liり）お紗＇・ 1梵ヂ H-e紅足 1:::. っ 11 7,汀励忍間れを第 4 町ます。 、｀れ
心 9 鱈叩叫知→ 3しい 9和→叫＇2c →’'し't. |'I F →町：夜グぐ濯払閉松
飩べ＇，ヤや趣をこいに l で I l.専純訊足 K ぷ 3 t'1 l" 1 -Jなヽ＼。専東＇｀ I~乙→げL;,
o' B)"文‘91 ，糸1)凡いい＇‘/打―+ r 、打―十 n 衝怠0) I'底 I‘’ つそ｝ヘプ｀あ＇I I 汽→心
豆責劇郎、0)紅1 4 、パ IL疇幻＇’！1 表わ屯存い。
閃沢横椅の辞員1 ，枝I打枝い 7 工 LL ミー運動パ底， I -1:.,1ン／ぐ IL 冥い暉
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3A07 0.87 ／知ひ‘、 3. .3 {,年7 元ーによる SIV 乙2.01 松紅麟庭

”積
紅を研釦翫汀騎、—鈍鐸（藷孔級遁音鑓埠
和襄惰函直魯紅宏高為成人車遠研咲畔沢
知謬復工礫虚紅知炉杯狡樹虹エ年、徐丈
東大物四牙告咀和夫

l ．緒言昨年度末討論令 It.古ヽ 9 て 0、吝 7 年V冗； s-IVの放砕及広断面請K つ‘‘
叩：オの後3.36 芦ぷとく｀ームを使町 3齢 lこ戻、まれ国以吋 27 -
q‘、、I 卜tして胆射を行、）破砕臨惰面積を屯tめてp.87今万、組を果を叩比鼓を
缶た。また枯喘 l'2.. A 、の欠 3 な場合 l2.ぅヽヽて急恥＇刃ために 0、f 7 年寸冗―て｀｀ユ勺ぶ‘
這船叫建碕訊1毛ためた。―方島エネげ責戸‘遠叩麟詞
は 2 st呼四心 lL ょ 3 M。山 Cふゃ計幕i~ぷつてよく釦むいバ‘同
棋尋t箪1.. 0、f'1年V /-lが 33I 紅戸吋臼麟l'L透糾 L て輝
疇幻疇粁和た。
ぇ輝Iiび｀緒果宦騎I戸、＼て（J,祈町報知 11-tば‘知色、バ‘‘2`｀＜筍単
l 1.,. 0 心。 0、約今V 冗ーゼ｀ーム（追エネル硲ー物咀研尻竹の丁1. 2 べて‘`、 33ぼ汀
冗言切[-2 ユー 7ヽ て｀｀行い‘、松墜新を行った。冗―ヒ‘‘ームの繕忍汀1 て｀‘仰~ 1C-2で
臼t‘‘訊紐紐戸む和‘、あった1 e‘ームf籟度 l□T戸‘・勾／0戸I1 冗2 て｀｀ I~
立（O五c―fで｀知乞 ター的 l` (1 ダ加瘍合 l-J-切ー。夕；直径午知厚さ
()ぶ'\./2 ．←疇形したもの名（ B心喝紐（ま允厖€｀スマスを吊~ {)、わ匹しぷ
窮したものを困ヽ＼尻照紅追的汀汀繹疇 c‘ て沙～認呼l五囀憎返
直っt2。 rIVの場合はSc.．t. K を代苓／う観し、 8灼喝な l~ 似腹霞知，P七
Table 2. Fomacion cごoss seccions fr四 bombudmm of V by M 0 、 A} 1代幻分食い。蜘釦秤ti叩炉度の七
0.87•Cev " -, 9.96-Cev " ̀. and 9ぶ,vp. 

臼バ｛澤L た豆いヽ＼て知L]) て‘‘が、球を
瑾吃屯a 訊敦約各，如｀‘-4 、 C‘勺鱈虹
Table2.. Formation cross sections from 0序 li臼か襲してャ珠

1 bombardment of bismuth with • 

0.87GeV- Jt—. 糸を知痢定f釦濯砕

疇パに紅積濯訊
口めた， 3、 36年ワ冗―
t吋7 の終和腐ふ I
に示す。此蛛の文め均
箪巧亡虚和 3合叩
防拉訊噂吟広中
11..-、千、す／手たかを 1年T

冗―もゴBA もの及えっ

続星乞下晶 2l疇ヽ
丸

Nuclide Cross seccion in millibarn Type of yield 

0.87•Cev "— 3.36•Cev ". 3•Cev p 15) 

ｷ, 
0,2, 0.1 

<0.05 

10.2, 1.4 

4. 8 9 3. o 
2. 9 9 0, 9 

7. 0 9 0. 7 

16. 9, 。•8 
29. 3 9 3. 9 

9, 8 9 0. 6 

6.6, o., 
5.4,,., 

0.9, 0.4 

1. 7 9 1 、 2

6,1, 0.6 

9. 4 2 9. 3 

1,3, 0.7 

3,1, 0.6 

2. 2 2 0. 9 

9. 3 2 0. 9 

49Cて＊

48cr* 

92討

48V 

51Ti* 

48Sc 

47Sc 

46 se 

44so• 

“sc g 

43Se 

47ca 

“k 
43k 

42k 

38k 

41 
Aご

39Cl 

38cl 

34c1口l

32p 

29A1 

28Al 

28 
唸

27 
99g 

24 Na 

4.0, 1.0 

8.0,2.1 

0.1, 0.5 

3. 9 2 1. 2 

5.1, 0.6 

0.3, O.l 

<0.05 

0. 8 2 0.l 

9. 5 2 3.7 

l. 9 9 0. 5 

7.3, 0.6 

l8.3 9 0.8 

30.7, 8.2 

5.7,o.s 

6.3,o.s 

3. 8 9 0. 7 

1. 2 9 0. 7 

l.l, 0.7 

4.4, 。.4 

9. 7, 1. 3 

2.9,0.2 

,.,,0.3 

5.4 之 0.8

0.7,o., 

4. i 2 0. 9 

7.7, l.l 
l.l,0.3 

3.3,o.a 

5.3''ｷ' 

,o.42 

,o.030 

7.50 

4.34 

10.7 

1 5. 2 

5.40 

6.30 

2. 57 

0.45 

0.77 

4,13 

7.49 

0.45 

1. 9 0 

l. 2 6 

3. 09 

0.64 

8.95 

3. 69 

5.30 

0.65 

2.14 

4.83 

1

I

I

I

1

c

c

c

c

c

c

e

C

I

 

* 
Nuclide Type of yield 0...(mb) 

'206Bi I 76.9ｱ4.7 
205Bi I 114. 土 11.
203Bi I 33.1 土 1 1.7 
20lg8i I 19.0 土 3.6
204mPb I 24.9 土. 2.4 
203Pb I 63.8 土 10.2
201Pb C 67.9 土 5.8
200Pb C 68,7ｱ11.1 
199Pb C 66.9 土. 3.5 
198Pb C 45 .4土 18.4
195Pb C 17.1 士 6.5

220oor?Tl 1 r . 16.0ｱ2.5 
I 21. 5 土 5.0

199Tl I 29.0 土 13.6
198:-riTl C 35.2 土 5.0
19SgTl C 42.3 土 9.7
194mTl I `9.0 土 2.1
203Hg I く1'.6

199mHg I く 2.3
195mHg I 15 .4土 5.1
l95gHg I 10.0 土 3.7
193rnHg C 12.9 士 4. 8 
199Au I く 0.7
l 9Bm.A.u I く0.7
198g:Au I く 0.4
196胡u I 0.08土 0.03
19らgAU I く 1 ｷ1 
194AU I 6.4 土1.7 
193Au I く 16.9

* Produc:s of 5econd.,て? re9CCions 

• C'"''.;ates cumulative yield, 
I'"'"'cates independent yield. 
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3．譲論 3. 3r; G:ぶ丘―己勺'V 区の及応‘の破砕麟
の生成麟知 0，ざ7 年、巧冗り琴こりか冷｀水0)言蛙差

29 • 直印‘l紅んが‘羞 L e..、\ 6)。 T晶必ー｛恐を見這ヽヽて
得りれた 3、 3綺亭戸喝知荷齢布蜘線を叫 1

ロバ］庄叫言言：：のt口で9l::
99V 49Sc いte Caふ畔（匹恐⇔）0):］；ました。

手た企寿の文めに錢謹｀陽和‘、Cl)燻f釦も、千、 L てヽ、 3 。

I;’□- "]甜靡屯 0、かり年V戸 3、 36 傘TTに違t‘`l紅ん
N/Z -• i t‘‘化しい。 Mo叶e Ccv鯰祖t箪疇：翡果 Iを D、を 76可

□,、白芯＂芯゜o•:::•,:;]'二。:nchems9 ごcs io＂置 l の場霞紅啜仄‘袢脅11-度ヽヽI 3、 3&辱可戸摯

は応令l. 12子、したとうに 9 -ゲ｀、‘|卜逗咽‘｀ヽ）咽砕
IOO 

認バ心輝紅）危く製て、、さ。特に？一午‘‘
社逗違吃教ザ、幻、舛叶文和 3争噂
!+遠蛉釦応注豆嘉（ちって、、多。この
ょ 3 几ダー代1 戸＜近傍の生成物ル社•L '1 l1 二夜
麟違紅羞恥‘、ヽってゲ閂紅‘‘ちげl 。
X のた叩まず、ター料／卜限Jを 0、紐’注•O ~c麦

50 ~\さ 4心町乃生成差f醗達化を飼べ、スが設
戸 99ass yicId curves :CA:Sご．：：ERspaIlac ionof v 差 IO’／。の貨国でしな楚ィにを手、さなかっt~。 「以は 11'Z.
:::::;●：：二゜し二：＂ご：ここ：＂p：こ言。：7,R:：9:•' は吋の生成成束認て、＼るか‘ユかに 1-a区 r)及

謬炉訊出釦知 l 2..<..、、1 丁4い疇如
すべ‘て布ーイ印あたりて｀｀あ 3 か エネルや一ガ‘、 M可よ＇）毬ヽ沖叫ホ‘柘づ‘乃ヽ h稔
匠し1.屯ユの年l匁の蘊 l註炉1 •うる 叶＾~ L凡p)及危研 1‘'鰭 l たを L て
国パクト凡が戻逍Iげ｀ータ唸奇む lt\.._てし～Io 凡V の中仕汀這兒す狂
T心‘ームの I 炉／。以ヽヽ k豆しかしS-/~ l墳戊碍及多臼｀Tご凸訊戸
叩‘‘2叩丘叫（正c寿立 3 べ‘さであ 3。2...の社度の::.ン紅｀ーム詞 l兒兼紅うま
直栂オ 3 2 叫彗ちり。紅叱~ I 1-屹Y の生年みとめ 5 炉如叫7..
に 3 臼和 5 九戸、ヽづ‘如しし 1 屯訊舟豆澤い、＜9 :z...タらの方の取知
`”‘T‘あ；戸知、｀。 2 の江ぅ這象紅一度、輝畔1な二次夜た｀
餡了如丘‘大きく謬けて、＼い碍立て＼＼ 3。 L9 BA の破砕及戻 l戸ヽ I てしま
薔受分卓菅吃牧弄筈 Iなもをあり且たか‘ µ…厄 ~v必け渇'--l'")比岐で／令めて
詳い 1夜翫 11--和衣‘合っていな＼＼。

文荻
り面こ 沖J_這］放財代合湿絵癬餞専溶集（｛9 ？}) PPI 呼
2) M、 E 長ぶ正式よ．） P伍． R豆 L逗立 (I11 3) I 3 ~~3 
3) H.w, 6広払ん紘よッ ORML CCC-I鐸 I fvl ECCーワC('t 73)

4) 詞応OKI 辻認＇）巳臼心 L屯竺（I 竹4) 67 
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3801 恥口遁元不足当量法を用いる I司i立体希釈分析（斗 7 報）
金昼スス＂中のアンチ丑ンの走邑

（葡大理・漱育）神原富尚巫誤 0 吉即底ェ浪辺且男

[1]緒吾 : ぅ笥者らは K瞑03 によう敵化還元放射和定紅用いて，金属スズ＇’ヤ＾
ァ::.ナ七：：： e足量 l た結果を本討捻知·一舒毅告(l) した。しきつつ｀｀乏酸化迅口·
足当量い用い印即謎希絞紐呟［＝よ＇），企属スズ中＾む廷巧定量 a炉
た結果，両者 l't良くー政 L 瓦他ず隔必1:.. Sb［皿）と＾殴ィt.還元麟 l：：よ•（↑口塩穀撹
度A u• 良秦ィオ．こ濃度＾彩響｛シつい?` E.Bー今ら 0)Iょ彰f立恙菊走知fl 棧うか兒法
により後討 L てい弓広、 B逗如効果は餃化還元放射和走呟/::. 3=,• I, ても I 1')か緒
泉fがらふた．すはわら臭秦ィオンと共店ゴせると楚青 1-:: 良紺は溢酸戊度の疑国ヵゞ
広くなリ、特 l二｛象虚戟U(/・幻以下）｛こ7,.·いて＃、 より紋そァニ 4 モニと精房よく

定量出来 r~.
凶 愛或及U結果

3
B
 

' 

SbCllI) ゆ 1 .i SbaOJ ('l'I.””‘)をんV H叱I這かして用い その他＾試葉は、わて
紐品g町・た．冬b（皿）加｛心（I'-—，塩化直1l H必う年表幼／mi. a) ! 

‘”H釦””かに拳釈 L r;,紀これよりp,./,,_ P,ぇダ叙 l) ク他／クタど加えて• 3吟肉
煮．iぃVii.還元し、古己）（ふ““巫）海知し， £b（記（ふ“滅）‘”叫＇と加えて．
、/'I H心辺侃が馨成としたもの邑用いた．討牧Iなシンチしーションカウンター

（ルI(ri)ヰ戸辿）により紆った。 KB,..o3 で不足当量酸.ft L T-:.. Sb tr)と未反応ぷ心
0) 

ーとの分嬢l二I”’~“'”Hc.e.滓茨から B,.HA （ .....,CH必）う客液/-;.よ 5 抽土分濱紐項II瓦

土金偏が‘·言収料中心訊製 : 樟秤 L た化塔用最純＾企属スス＂紛年（級閲
+ co”e 巫）溢腱津液l2 少L つ·‘つ；翠紐 l た後、容積-f,/:;.敷維戸．忍巫を初えて

2~3” 砒が害冷/: l た後． 9l7羞 l な広＂ら 5必 E 30分加．通知還元す.;3. これ邑

炉口必辻： 7意縞 l T:.fえ．ク9Cガ必己加えて／9” J.:J....l:.d\ Hle..滓和 L, ベ・ンセ’｀ン抽ム
(4) 

により As（皿）ど除去すJ.再び S，，，，ど迄濃絹 l た．

後，“四＆加えて Sの炒の，／或（ふヽり腹）と L 、回 cpn 

位体森釈分析のたあ＾試料ぅ客決とすも
20000 

彗数4ヒ還和f、JL当量；；去を用い:i /司f.it体希釈今祈 15000

による金属スス＂中＾アこチモ;:..＾定量． : 

[Al] 幻（”)共存下に人 [7 5 毅4t退元ズ・足苔量去
西． 1 /:示す突珠条f紅·＇，不足当量酸化を行った碕、

5000 

“()-~ゆ必／仇ノ（ミ sh(.111).J..“”)に記過剌量の
5b（加ぷ店存 L -z. 11 ;5．領戌 l：：入•いてじ、一鬼号＾ 5b(” 

か泳相 l二西っ 2 /I~ ことぶわかった。 ずねわち． ネ・

足ー兒量醸化江れていることを碑i忍L た上夕·｀・次 I-:.

印し還元不足当量法を用いる同i.ii:f本希叙今祈（祖体

景愛如紅逸用）により＄直）必呵が社下で艮むサ量
tfl Sb（皿） 3.？ぇ心＾走そ£該占t：：：． 子の結果＾ーイ9l を

10000 

m
 

Sb ご
＼
P

9

1

 

己
8

/
d
 

/
｢
 

i
ー

゜。0:2 0.4 0.6 0.8 10 

Sb (m) 7. 84 ｵg/ml soJ.n.(ml) 

Fig. 1. Substoichiametric Oxi曲tion
by KBrO., in presence of 
sn(IV) 15 mg 
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守 I：：示す． 3 回の実験結果．“の操差範国内 Fig.2.
で一致 l たf差 E 律た• 8 

国 金釦仇和＼ア＞チモこり定量． ^ 6 

F分えで·示 L たような槙翌実験＾緑果精度よく分 哲
~. 4 

析土糸る二とぷ樟挽ゑ呆た＾で，同複＾撫桑（乍で， 幻

2•/ で蜘緞（た溶液を甲いて，金鶯スス＂試料和

ァ＞今セ＞ ＾分析と試みた．そ＾結果と Tよ1 に

紅．ーア乙（3)（ん四I) について既知量碍(Ill)
-2 

””＇ど逗如， 固楳の康fた Z^ J且依晉受（と冦
l：：が1 定量 l た結果， 0.？え月＾走量僅ぶ寿られ
~(:J)→碩は、億

練土束 s f直が 3 ニヒカ＼h
Table 1. Analytical Results by KBr03 Redox Substoichianetry in IDA 

ふか 9 た．又本冦?••得ら 緬1e ぬ． Metallie Tin Sb found 

れ祖／1. 践化鷹蒻約 畠 翡：悶悶 ば悶盟：；盟 168.7 士 6.4 ppn 

心で｀I弓られた位． (3) 25.98 叩 4.54 ｵg 174.7 pm 

（奴m: 7.1 99爛）とよく一税 L z u た、 c p m I 7x10-SN KBrO~ 1ml 巳奥（りIJウム共存吟が届庭l＝対す 9 影平：口［ロニ□三三ニ
[All KB卜の濃度の影響 既知量＾ Sb （和パ｝ 20 

-t. _, 
,3. 92A也含邑 H彫客滝 1-:. 種々＾ぅ鬼度の KBr(/x／が～ノx／パ）

IJ. I ,n,I,とそれそれl翠9/J. L ，一定量＾ KB凶／＝よリ
I 1s’• 

既化逗元反元年かせた．そ L て政れが町.,.

KB卜¢累度＾影響し検討 l た．い＾結果の一参pt

F分 3I＝示す．砂3 からt AJ/ら力、なよう I二． ぅ添加し

た KB卜め環度＾崖[I にか広わらず、政化量,,常l=

—知あ，た。すない KB卜＾；＂：：： K 1 影響 lFig. 3. Effect of KBr addition 

ぼ双、逆量ヽ§ t：：瓜化鷹元反元•力t'付われ'Z II ~:: 

夏:れt言誓！喜言摩］こ］［＼、午

2
 
゜

Detennination of Sb by Carrier 
Arrounts Variation Method in 
presence of Sn 25 mg 

゜
ノ
/ 

✓-,. 
0/ 

3 4 
-1 -5 -1 

a. x 10 q:rn 
ュ

｛孟゜言言塩． 1 ． oml
Sb （皿） 3.92 ｵg taken 

Mean Value 

`—_,—•· 

1i
 

. 

2
 

-5 
5x1O N KBr0 1ml 
(= Sb(m) 3?o4ｵg 

•• •— 
Sb (IlI) 3.92 ｵg taken 

令 2.8 N OCl concn. 

‘I l l l l l 
10-s 10-4 10-3 10-2 10-1 

I<Br (M)0.1 ml 

I) ;f Z/ 回杖約イとな＇討討沿辱信集／’／双 {/9クク）

2) E,B迅必1, A～炉ふ必伶仁立，（／9ね） ｢J9 

3) HF～あ，J. ~.c..c.....,,.!. J (/”') // 

4) HC.B~ ぷ~ A--t.心．ノ羊 (/9ダ） ／ク9/

I 
, 2.0 3.0 4.0 

印1 concn. (N) 

Fig.4. Effect of OCl concn. and KBr 
addition on Redox Titration 

v Sb(m) 9.80 ｵg, lxlO-~ I<Br O.lrnl 

{: :;:: :••:: ::’, 1x10―悶 □ 。． lrnl
• Sb(m) 3. 73 ｵg, _ no I<Br 

3
B
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3802 H b.E HP に占る Sb(1II) と舜(V.)との抽出令離笈がをa 謡（皿）の
酸化直元放糾滴宦八の蘭用

（青命 工理） o徘唖畠尚・百岡撮l江・山口裕3·
[I]稲言

臣項疇這這詞這互l：：鹿曇的に令髯謬二とl;J叙訛翌艮が放嗣
砕1以知研究蜘虹＇、火鹿且つ有用白二とがレばし l'1紅．輝ら 1試皿細a
湛霰輝ふら直恥賑紅レz.元頑眩介鑑去乞朗＼＼ Z ぎ已り可rがh ち．
(i)も M H CL (z、 14M H.jCし2合）紐防isotroryl 虚er (IPE)1：：ふぅ年）這出
介饂（ii)8MH糾惑釦ら 1PEIごふ紅（加祉池令譴価） zH Hct名奇知ら
Amber! ite- L.A-1 (Xy.le11e..溶表） 1：：：ふる幼（四）疇砂離； (iv) ¥ M H Cl辱的
N如zoy↓ -N-『enyL -hydro『LAm ine (BPHA) にさろ＄b（頂）這出分離乙＇あ
名．ニ0\ >;ち-Z'~PHAI：：ふろ舌；打＇一番可どれ幻 1 ろね渭紅品酷環霧＾試料名寮 1＝邁
用すろしき令脅暉発交拒辰祁0\ 51能性nあラニと 1：：：留意レ窃 IT 肌lず防ら砂 l\ 。屯弔
A. ALLし an ら 1項虹謬知らtr油 dodec.y l tt~i 11e (TDA) I：：ふ窪砥令離z)紅箪i委
名知ら如z切e, nit robenze11erJりを酎し＼這出令離ぅ）を蒋討報皆し乙しI} 。
咋昴此．同砧叫（z追yLhexy l)』ho夕rkor i caeid(HPEHP) を町這酸
禍知四廂該頃か初遥出介離を報 レ乙し1 多4.) 芝肌 l二＆ラと中性ri↓ 1 レ微際
惟条嗽れら sb渾）を柚出令離t'き．を＾令離伶叙($)→ちDO 円外を得乙 l ＼ろ· ：：汎1-::.
閲直レ乞．強諮性名疲（堀酸．硫灘ラ昆合）れらoi Ht:>EHP Iごふ 3 ア：チモ＝の柏出令

離を禅討レE粕里．介離ィ科数4000 以上を渭た。弓Eさら 1つ二幻也出介離茶註逼）
の息案酷か）ウム乞即 1 ろ酸化直元放射涌臣に同 IZ~ 品尤＇ぎろ結里も得'f-.
ば 1 鬼酪
トし一廿ーとし乞 l巧品（堪化物oi H Cし名疲）を用し I. l窃sb(Jl1)は二れで急塩酸印

で慢琉須喝レ7..調軋． I巧劾 (V) lーJ I M H しし名康でを OI UV I二J弓酸化にふ叫罰般レ
届）計数tさ井戸型 Na1(TL) 棺出器
によ l) に記巳 HDEHPl謬り四

Chem心L社骰q楕熱品を用 l I r-。をa

他び試硝l'Jcf~＇乙特絡品を用 11 r-。拍
即3 すバ｀Z 酸老疲印 l謬ゆ寺EI3$b(T) ｷ 

繹IOOが凸·5叫含むも a を記し一
廿ーも＇ヲバ Iレしたものを什PEH ヤを含む
鹿礫相（ラn[.)Z' 祁］出（ぢ介震蚕）計叙し茫。

[]I 1 結毘
(1) HPEH牝農君古以）＂塩酸攘霞ク＇＿髪璽こ．

塩酸老液れらQ;,(-V.)を抽武令餡噌可 3 に

[HCし］ =II ．ワ H [ HPEHt]= IM恥',1釦釦各

乳と cyc,1ehexane を悧＼＼ち乙、御疇：
＼訂認内外．乞、最も視妨む｀あっ□ （下iq .1 参照）

ヽ
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日1.I : Effect吋 H因Hや⇔厄n.

100 
E(%) 

80 

60 

40 

20 

（国］., 11.t?H) 

゜o o.z o.4 o.6 o.8 1.0 

匂en. 吋 Ht>EHP(M)



(2) 喝酸E -0靡酪炉昆合名液予甘らの抽出

直： （ l) の結男で'13S虹）匹紐季 l'J約q5

％むあ~tr. cl-'）堀l 出争を1: lご可うため硫，

諒を黍加レt.. (HCし＋廿ぷ04-)0!予れら乱(T)a 拍

出介離を試みた．万窃わち o．邸HHC.L と 1つ．らH

Hぷ伍とも直当 l：：弓も＇乙 [H+1 とを夕柏出尋‘

と雌lf岳訂瓢(\t·知麟 l訂9•2 1 ：：手
万闊り四国1= 15濯付近 l‘/...L てU 哉(V)の椛l

出季IJ咄％を元レた打，舜（即a甜祉直柘tt

し：： T砂介離に不直当t多＼っ花。芝：：：乞・ [H..1

=I ぢ M 閻揺とし [CL-1を戸きくず紅千り•つ

＼項す註 I)$比恥担！出伽 1 l：：か）． s碕）
と6渥）と打＇宦量印 l：：介離ざ仇紅危乏ら仇E 。

（ヲ） TBP 添11恥影響．．丁BP を過当最赤
叩．其存させ z HPEHP の環樗ね‘`llI さく Z 済

むさ吋危封した。可窃印ち曲(V) O!抽出季を

llllこし「J ll t｀且つ油tJJI) a抽出季で 1% .L、江

に可ぅ恥槌訂し戸豆結男 1J Fi↑ 4 l::. 

元可とが） Zぷろ。芝 a 結罪．水相O< [H汀

=14．叫，は］＝ぢ訊，［so;- J= 10M ヒしで莉杉夜n

ら [HPEHP1=0.4M, [TBP1= 0.olHが拍出肴I|

を用 ll 'Z.介離レたとき乏の将出季 1す E4(V)

=qlJ.Zｾ, E命oo= o.8 ％乞＂あり、芝の介離1科数

l<I f;= 4?00 -Z:'あ..,荏. o 

(4) 禰恒＾の恥用： ＄b償）の島喋酸打 1) ウム
にふる諮化直毛放的滴症（腰葉和1法 l乞キ

名） 1：：和牡誠法を町 I 1:::謹ち、ワff OI 微量
アシチモシを辞官ふくを量℃守E 。
(~)豆他：本介扉的酸化墨そ不匡当量
法 1：：ふう同f酎咋希釈介折艮び放射化令祈 lご

直阻万多叫噴摺ダ食いアシチモアの徴量令
析'ti'Pi能で‘あろと考えら肌弓．（旋討を計

画し1..し＼ろ。）

（文献）
l) T Kambar̂et4,)J &4ioan^l.Ch血．差(I初）8'7

2)A.Allian よ 4.)丁＾伍tll, 砂叩）紺

ろ） A.Atl io.11 et叱f叫o珈ltl. Acta 旦(1qtJz) lt38 

厨JZ : Effect 4 H+ Con必．

咄。r五二五ゴlS卜(V)
go 卜 0. '7H HD5HP ;--: l Sb(//[) 

b
o

心

Zl)ト / / s ．幼渾）

゜ 10 l ら zo zら

しoncn.of H* (H) 

屯•'3 : Effect of C..I: Con必．

`。芦戸品(V)
^‘ 

40 
I 

謬厨戸
匂cn. ofば (H)

屯•4: Effed: of呻伍心．

E(%)| 
下．｝珈）

〗/|1i，て： D.lH TB 

1i. T; : 0-.08H TB 
"Ti.,..i :0.0引H

叫 1..:..:· _;, 
t、~; 0.011'1 

罪←土一ニユ—:: J滋）
下＇←―`―→――S--→
幕＿， •＝キベ___J

o o.z o.4 o.h o.t 

位ncn. of花P (H) 
4) A. ALLし<111 et aし v. 屯必ioan4. a,en.2(lqn4)4Zq 

打んばらとみひ古；ふし石打〇うえ；や言どち心ちニ
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3B03 7ェライト共涜去いよる放射性核種吋甫集

（静岡這） 0う皮多江一八郎•菅名英夫・矢野雅已・大揚珠

t目 的J 放射性均復取扱宝耽芦病吃，さらに屍手力袷電舛などがら廃fざれ
”文身打生物噴り処理 Iな覧合かつ屯大な援題であ 3 ， これ 1吐tして境 R "l試みが＇辰ざ
れてぎたが束た｀＇完全な絆決を見 b l こ\)\につでいな vi, ここで‘lぉ液 1本とくド＊涛疲t•

含まれるトレーサー・ス午ー Iレの R.1，とキ蔚勢す｝目的て‘J 近与＇宕競宝廃液の処理法
としマ向祀ざむ索町t七れマ\,A ~ 7 ェ ⇒ イト共ぅたシ去応用q造るt荏討しに． 7:i:--ラ
イト和に知，t全屋溢迂も水海液 I::. fieS04 さ添加し加熟しながら N^OH によyァ
Iレカリ性とし堂尻較化すら：：：とによリた山のう知段こ生成ざ七て） スヒ°ネ Iレ措比の、仔告
品中 I• を含雇 4 ナンさ取 9 込土せよ方法て‘'あう， この方法で乃渇·僑 1~6 まて'“”~〇
理の全屋ィすンが｀キ薪臭すれ｝ ：：：ビが｀知ら牝ているの Z‘` R エ度球の多楳．社からJ itの
鬼棄RI の一如処理 1湛凶渇莉含である、ま句庵奢加逗叶、唸終溶口切 3 叫投
告厄｀に社してt, 7ェライトの 4ヒ m峠知坦苫窓度，ぁ‘ょと‘‘重コン？ y -卜と
しマの名や往．などの点、て｀｀もすぐ｀れて"'i.

ぽ 躾J すべてビ｀ーカー・テストや輝した．株訂し R の 1よ｝‘とでのもお，さ、·t'あ l.
・フェライト主成の森泣荼 1 手・・，．、・・ `-100 1t1 l，氷シ塔シ案さ用い在喝念の） FaSg濃市， NaOH
添加 IこよるpHi直，虹心危およ仄‘1空紅知い埒内迂知し~.
●釦弐フシライトの 4t.弔叶碑・・・・、、・・立しt:. 7= ライトも逗心令難したの文

o.1, 0,4,.2.0 N l-b.S04 tヽ上i雨奏科を柱討しi,,..

•フェライト卸成時のキ在杓貨の登堵ヽ‘``•｀一定棘呈凩演中 I"- 令まれ） ：：：とつ§ぃt
のどして，母笈どして Ha．さ） こた為、携約侑とく 1 ジ『＃豫媒として EteH ス‘よび＇アセ
トンt迫、んて｀＇tの形母さしう＾’‘た． （以上の宝験JなEFe トンーサーこ｛吏用した）
•棧々の RIのフェうイトによ）キ蔚集—‘`―”、今11.,2+) 60Coと十J uo ... Ai,”4切，い↑T,Q!t-) 144Ce,t 

IO‘Ru, 2tOPo) a•Bし，i‘ょい‘吟b などにつヽ1 て楠｀隼字を求めた，

（緋果J 7ェライト生成の北函差 1牛 1丸す？‘‘に知られて\,11} tのと 1 ま 1ま凋様な
tの？｀あ．うこてがわか'),図 1咽したような lr易令篠直さぽめた． また Et研やァセト

ンの知在 Ii I えとんど‘↓匹 l ないが，＂庁~ HCし夫染さ犀I た北令 l::. 9 なフェライト
虹文 1哀五や昇考炉あげ＇単純なャ羞t1J果て‘'あ｝かtしれ rと V のでつ今サり栓井禄該？＇’
ぁ s. また h2.so4’こよる尋麻い、作畏 I次 o./N まで＇‘の藉濃庁て‘'あれ 1t.食同J.::内粒らいよ
うに思われ~.

符々の紅の培‘卑辛 1t表 I'- 禾したよう Iこ）内Z几2.ヤ）、なti'-l+ce. I..,. Po （こ 9 \,ヽ clか夜十みな

彗叫ゥれたが）せの（セの庇虎 lこ→、、マ Iょが時（ヒ北‘狂によ.,てキ廂集知逹tヵす

シことが‘わか., rこ，

今ぽ 1ま核苑パ輝さひらf‘；と共 Iこそのイすン価 Iミよるキ蔚集幸っ茫 4ヒや／方栂的
賃とくにキレート術l 0,共在下で｀の坑‘i 1ミ・ついでキ全討する．
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Procedure 
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Fe2+.soln. (100 ml.) [ 0.5 g/lOOml.] 

I+ NaOH. (PH 11~12) 

Heating (80 ー C) 
I 

Aeration (500ml/min X 60 min.) 
I 

.centi;-ifugation (1500 rpm X 20 min.) 

三
PPT.1 

I 

Leafmng且。しNo` t̀urel 
Centrifugation. 

I— I I 
Sup.2 PPT.2 

I 
Acti vi灼y Count. 

Recovery of Radioisotopes coprecipitated with Fe3o4 

R.I. concn. 喩＋；炉）xl0-2 Reco"” "V (,:)  

{ g/lOOml) PPT. 1 PPT. 2 

carrier free 99.988:I:0.005 96.70 土 0.03

65zn2+ 
0.0045 0.769 99.992:!;0.005 96.13 土 0.04

0.023 3.85 99.993 土 0.017 94.40 土 0.04
0.045 7.69 99.985 + 0.004 85.80 ｱ. 0.08 

carrier free 99.982 土 0.05 76.2 土 0.3

60 Co 2+ 
0.0045 0.854 99.979 士 0.05 69.6---ｱ...0-.2 
0.023 4.27 99.975 士 0.06 80.4 土 0.2
0.045 8.54 99.977 土 0.06 80.5 :I:0.2 

carrier free 99.985 土 0.03 た~O f士 o.o!} 
~l~ g,+ 0.0045 0.471 99.931 士 0.03 --6a8」.04_j9 士 o.o * 0.023 2.36 99.917 土 0.03 士 0.0

0.045 4.71 99.840 士 0.03 60.90 士 0.0

評Ce carrier free 98.600 土 0.18 80.3 士 0.4

tzlOPo carrier free 99.92 92.92 

l204Tl+ 
carrier free 99.985 士 0.05 46.4 土 0.5
0.0050 0.136 99.931 土 0.05 22.7 土 0.7
0.025 0.680 99.917 土 0.6 11.6 士 0.7
0.050 1.36 99.840 土 0.5 7.6 + 0.7 

carrier free 56.6 土 0.4 42.3 土 0.5

~04Tl3+ 
0.0050 0.136 71.2 土 0.3 17.4 土 0.6
0.025 ·、 0.680 88.7 土 0.2 51.4 士 0.4
0.50 1.36 56.5 土 0.4 34.7 :t 0.5 

JO 6 Ru {‘ carrier free 53.4 + 0.9 36.3 + 0.2 ヽ；

+ 
*..... Ag·~• Ag 
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3804 巨大組状構逹樹釦放射化学的利用（分 13報）
汲射暉和吸和以l手ず升う 7匂り’)レ‘／ニウム 7D ラ1 年＇喝埓
（放辰苅） 0 洟牙lJ一夫 今井残--3- イ戸i尺正戻
（滋術環）殆島清

且ユ
イオ‘／交授能を係有しfJ v、巨大涸杖｀猜迂（ Hで型）〇合戒吸分it輝， T：：と這＇
心b叫滋 XAD-2. Iこオキシンを共科させらと、雅四放射t糾讚ば疇Jく汲着
させることができるが． ＿‘の場令 虚型樹豚（す．保持f和して目いられて\,,ら:)z)
吸外される放約埠打 1よ それぜ炉ぅ元象がオやシンと稚漆性疇殷を生戚すらも
ので、 6(J&. HFe. 、t- Zn. 9s-み， /0 6 7<u.等であり． オ宍ジンと反た l fた“'1ls 、

町r （キ吸着されな V‘• このことばかt :/ ｀パ玲T て吸外されたオ亥積が， 7 a 口本
ル知蒻嘉佳が可能であり、 手た、名定元暴を目\,,＼てのクロロ亦）レム雑噸収ズヘ°7 
トルカ‘ら、ゼれぞれオ午シン錯加してオ封恥網状樟追内に況殷 L ていもこいがあ
きらがである。同藷、のことが：オキシンの訪藩i和用いての覧験て••言忍わらわた。
すなわち重金属元麦 e 麟 L 惰麟仕贅係を生代1クメチ）レ戸シンl屯オキシ＇
ンと同じ｀く‘°位tJ｀ども Xガ恥 l：：吸汎させん斜稽イオンf砂錯1茶t生戎する性質の
あるオぎシ、パース）L芯羞さ用いた場合に 1本 この樹脂： P孜外されない。3)
紅験で 1t MR型樹昨改射化学的利用叩：：め叫磯覧恥し召l 続きテトラ

7ェ::::-)レア）レ‘／ニウム 1 D ライド ((C1, H s-)以5“ ｀以後 TPA tと日各す） 1.fビ＇を
用いて波射暉穆が請学勅をしらべた。
哨機｀i対象して TPA じを用いたのぱ陰ィオン；雌請J1として古くから分析化学の

分野で恥‘られ、 とくにコバルトチオシアン誠斜俯とこヴ岩淫しの厚托未あし反応‘1::,
着目したからであかすなわち、 コバルト I:J過和l のチオジアン酋友イオン'0 科在下で｀
TPAC ど B月青色のきわめて与足な． 7区難海牲の渭汲紅生じ、 この雌紅
クロロホルムに嘉絹科？ 一般に遷秒金属元素の多くi 1過剰のチオジアン甑イオ
、／存在下で＇（ま檜ィ 1 ンfわ鋒條として店在す b ことが｀｀知られていん。各笈騎て、、 1i

囀即講分裂訊枕四濯恥粛謡和吸外におよ It`•すチオジア｀雇ィズ
ンと TFA C ヒ心摩：：ついてしらべた。
主

吸外笈鼓 Ii樹雌 0. 1} 濯射国紅重を含む水済液 20 叫り：： to ％チオシアン酸ア
ン知ウム 0. z,,がばと．直苔着の行A じ洛来這加してバッチ法で行尼に脱列
＂約：：ぱ 7 ロロオヽ）レム、 エタ／ールを目 vI た。
浪環は非 1 )tン性<l)//冗恥ん在 XAD-2. XAD-7 を主として目いた．そし

て MR 型の翡 1 1 バ捩1尉い贔⑰ん在 zooC 亀 HR割陰‘イオン支校樹肘
A叫仇以 1RA-904 について｛吸眉壻和を調へ｀＇た。
］た zoo たg祥危渇娑定コベ｀）レトな用いて同様0 吸眉戻騎をを行 v＼府廿紅乾煉

倭クロロオヽ）レムとオ諷，クロロホル A厨疇パ7 トルをサぽしに

旦星
60 位について闘られた魯斜い合p t言もす。
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ァH 4. S にお蒻 6°Ca 0XAD-z 八 00請｛1. 醤 1 にしめすとお I) で． 60Co 単絃
叫 l元とんど吸外されず、 手たチオシアン祗げ‘贋影費！i（るとんどみ心ればり
に対し． TPAC0 沖·加 l::. J Il‘知 1i定着的に吸外されふよっにちふ
臼シアン誠イオンを加えらと

bO to I+. l RA-104 1::. 吸柑されふ
寸うになり、 zoo じ I ：： ／が及外され
なくなふ：： ldiヽじ、 XA[)-z 八q

吸外 It桧イオン‘ば生qチオシア‘/
諏コ心叶錯保が、 TPA しと反応
して難盛性の連紗皮を印阪すふため
と知りれら。
紅コバ｀）レI-も目いた時，オ針肱
科⑰ Iキ吼青色t呈し、 これを 7
D 日本 1レムで丸理した祐の喰取又

ベクトル 11 図- z にしのすとおり

で＇t zo幻 l2 吸収柱欠が認あり
砂．との知 HE. A ffspru叫ら 4)
のチオシアン臨コバルト •TPAC鉗

応スペ 7 I-）レと一袈し、和tnm
守にチオシアン酷コバルド•TPAC
釦和浮戒 l て v\ b ：：となしめし
て V‘h. 500 rケ0 600 6tー ク必

6ー Co と同様道＂記＼‘`｀叩 ：：：攻長（”1t\)
l()冗等で言忍わりれT叶＼＂、一ぅ 周 z 吸収ズヘワ砂
叩． 90ふで 11 TPA Cの日峠疇がれていない。荘倅コバ）レトさ印て祀麟t
加f：時に 4 疇遺（恥翡片れた。また、f食イオン沈鱈疇戟｀象ヒしてばTPA し
疇．応凸炒如加心“況虚L沼（加）＇虞t如ム心“ム l：っ凸違
言寸店加えた。
砕、近年．新し＼＇？食イオン・；紐諷疇檄誅＇要として、 2,4, ¢～訟バ砂灼叫＇“況

心伍t寸ーと＇が閉発され， Sじ紅びO/, 10ぷ品o;., らば， MoO42ーや＆，五
応届素錯陰ィ 1‘/ tiじ＇ヒ反応するこヒ h‘"報告されていらが，f)ヽ）より§勾拉吸
汽，分離歪ゞ郭待で｀ぎるので利続き検討tヵn えたい。

文詠‘
1). K, /MAI, k.WATARI, M.llAWA : J'.訟必oa占．⑪血． 五 / 2r (/9 り?)

2) 今井、ぅ渡利．伊沢．他 ：保健莉理 且（3) (/qりq)（叩げ）

3) ぅ危和．今'If.仔沢， 1n森．・知z.町汰射化学討諒会 (1178)
4) H.E.AFFSPRUNG 祐a£ : A'l'l吐． C如,m...五2- lb8'0(IHI) 

5) 丁． c.cHADW/ C-K • : A 匹吐． C.如珈． 生£ qs-t (1~73) 

6) 丁． C. CHA DWI C-k : A 叫． C伽細． 蛭 /201 (1q76) 

1bJーlo) 

50 

吸
埠
年

¥: ::C.::u:口0靡
ー必—, -—• -l ·ー・一，•一• -.. 

S 10 1/) 20 

璃進峙•閏 ' （時間）

園 1 60らゥ XA 1)-24 q D＆兎（西 4.~)

゜ 。

p
 吸

・
光
複
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'3805 Artemisiae foli四れを RI 吸着・保持広：使哺する試芥

（放鯰ff) 0 河材正一，竹下 浮柴田鼻夫／，甕を克己

噸こ，イオン交侠吸着イt,tょビを（詞 L て？ki案液中の目的の RI i!:吸着捕息ざせ
這合／日的の RI t：：・ 1 が適当 r直麟疇出する方法が行「ょかれて＼ l る。この方
法 I太野l t`1 まある力｝湯口によって 1か睛体が溶出 L たリする突きがある。；啜が 1ま
Artemisiae foliu:rn （史衆）が非常，＝燃ぇ尉 1 こと l ＿で主目してJ こ如こ滋ウtょ試惹を
イオ加こせることがt‘ぎれば釦枷虚化t｀きることから I RI /J及着かふ吏は叡噸
；紅 L て応叩‘・さると危ぇ叶釘れた，
実験

Artemisiae fof,•um （定要）の精製 ヌ葉 I~'こアセトン ,2MHC). の芥容i毘侶
愕 6 0 m/2.庄カロえて室温て＇一夜放置 L, ・ア且未尤｝国萩 L た。
Diciye(ohex佐 l 'iJ-Crown- 6 イオ叩芯葉の組製 ． Dic7clohex砂｛3-crow~.-6 ( 
8 曹化放製、以下 1 ラウンエーデ l比岬）をトルエンにi容辟 L t謬汲と，輝乾
煉した丈葉左ロータリエバ｀代レータ 1こ入爪，威圧戸｀IJa湿回転 L / i詞を、茶留除去
l tこ．恥急Iを加え同様mo湿，戚圧留去のi和戸 5国り返し r2.。
知 l切細｛飯の剌定法 主と L て， 0./ H 酢酸ー酢畷ナトリウム條衝蔑こ
'issr ど｀ラベル L rこ Sr2ヤまた 1 ま4-'I C‘a i‘ラベ Iしした C‘ぶぉよびピクリン酸ナト 1)
ウムを1JOえに。このi饂 20 叫以 1 ラウンエーテ ,L｛加迂 o. I<; に加え！―
詞譴）i丘‘／ヂ過L たのが贋 IO '!1い知釦井戸墾シンチしーシヲンit
紅釦恥，迎営の方知＇計幕LI 釦叶のら祠如釦。
結果

D,•;vclohexげ[-(8-cro四 n-L ィオ1J0謹暉遺け
第tを宕な老、（ま，文崇に 1 ラウンエーテ 1レがぅ

がうまくイオtJO t‘きるかどうかて、あった。卜 Iレ見
エンを 1莉）て 7 ラウンエーテル釘筈解すると
／う玉く（オIJO ていをた、 1 ラウンエーテ Iしの｛オ芹 104
辺砂直叙丈葉の表面瑾疇知｀芦
（すfJD L tよいものピ見かtが｀つか↑よ＼ 1 か‘/=1ラ布
ウンエーテル量紅曽すとコの表面が瘍れてィ糸
いるようね紅にあった。交奇 0．炉うにた「お
L, I, Iふ 3, !i各/J) 1 ラウンエーデ l疇

卜，レエン 1二：詞 L て（加［た。また／ジオキ
サンに：容紹 L てもに切0 て｀｀また。
振とう勝厨とみが1十の分布係牧の間愉糸

ら

バッチ滋召｀振とぅ疇と笈えて，見ヵ‘けの

鱈｛紘疇化紅9月べた。その屁寮，第 1 図
1こ示すように 1 的闇i振とうす川 I£`I Sr l ま

0 o.s 1 — `2.S 
壕とう睛朋 (h)

第／図 Srn 畷着速度
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賛咀港濯扉達 L ／この寄ィキゼぽ Ca. 1まあま I) 吸場，こあずからな（ l ことがらガつ
t::..,。

7 ラウンエーテ IL イオヵ遵とみが 1 t(J)ケ秤｛｝数の町伶 7 ラウンエーテ Iレイオ加文
音追用する 1 ラウンエーテ Iレ蔓tf: I 文案 o.s 伊，こt1 l て.2'Jおよび寝moL
て Sr （こねする知 Itの朽帝イ令炊と絹べf2 ，その森屎 I 2 1 (-;f ro 丈奇その愛力‘,tの
詞硫ま S.Sx 10天｀あ 1) 1 S<JイオfJO文手もサ疇釦’系紋古（ぶ XIO千
とfJ:. 1) I 1 テウンエーテル（初遅をt曾IJQする改可心布伶数が力‘tか）t渋加する
ことがらヵ一った。 7 ラウンエーテ Iいま文葉に 59 去も吋夕（オカ0 がさるが‘／夕牙
を恐えるとバッチ法 r旦｀て＇索孫屯ば加 L た 7 ラウンエーテ Iレが脱組ずるのて｀ 1 （オ
直ぱ 5子ま乙｀｀にとどのた。
Sr, Cd i農度とみかltの分布係教の周糸
上記の実緩ぜ屯緩鷹衣 60 戒に対＇，見
して4-X /0"'之双M の Sr 王た 1 ま C心担力‘千
f和 L て 170えて突蛾＆行ったものて。ある の

1ナ10

。コの曼ょ 1) Sr またば c~ の登を多＜ 分→
したとを／知‘lf囀叫靭｀どのよう 屈

9こ疫化するがと頷lべ，そ叶課を第2l刃 紋
1 こ示す。 Srd)源；/JO覺a:t曾 L ても 1 頁 b‘

lt(J)蒻係数が底y，迂急配‘1 ttよがフt::.
。この点，'i XAD I こ（す加 Lたときと男tょ
忍護（ま XA D と愛rよ＇）較かくノ丈葉
叩 r拡散が｀宕釦＇、あるたのと危之研
る。

魏衝液 Iこクラウンエーテ Iしと l70え文差叫甫學する法
上記点釦，丈奇に 1 ラウンエーテ IL さイオfJD L た士豆暉 L て I 砂チi紅RI
遣岳すう方法ぜある。あらかし了滋衝夜に 7ラウンエーテ l し<!- f]Oえてみそ I Sr 
恥は Cctが（徊 LT亡謹直知’｀きるかどうか応fと，，輝 l土／丈奈〇ぶ子
に打L7 ラウンエーテ Iしを 3 gの察l含に（加した系疇じ創名に加えたのち／ （オ
加 L iれ 1 文葉 o. I 牙と打Qえて 5げた It Ca が啜肴すわがビうが麻lべた。その
灯 I Sr にわ；げ祠知幻／0う算 1こ紅すう分碕知 I.4X IO て＇｀
Sr ばか「よ I) I術、さ爪よことが＇知‘つf2..。 XA- D を吸恙キ裔原和1 ヒ l て 1可じ系這用
L f2.が｀を(. sヤ I工1雌されt粒っfと、
以上の索蜆括知ら／丈葉，エ令丑t"に尖叫た汲茄体と 1項叫臨昧ぁ滋鱈

蒻を示， L 栢 l司な吸紅和tよ！）f~ 3 のてII は Tぶ）力‘と舌えられる，

. 

' —-----I~ 99-
,.~ 

103 
2 4 6 8 /0 12 

Sr添加量 (x /0-2叫）
第2回 Sr 添ヵ護と見かけの分仰（ゑ紋
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-3806 含成煮機イオン交捩体l可関する研況 (33) 加熱処理した釦晶
性力らが［二蕪兜祁アンオ毛ン稼 1：：：名げ7;, N(,\＋おなが Ktイオ

ンのイオン支捷券匈
（東工た理）阿抑尤雄0比正蓮

/ 合成槃機イオン交誼tf-1ま，印熱性ぐ印放知緑性ぶ覆れ·て v1 7,;i I各か，肴機イオ
ン灸製狽厖/:::.見られか）特異力急、択性を示すことが知られている。李た，燕抵イオ

ン戻詭條`(/)交拒蓉量だ金属イオンに対する皇択住比熊成ズ乾焙条件かとツ）訊殷菰
戸フて変化する。アンチ毛ン該には，紫、皇形，が7 ス求名な；が梯晶性のものが知
られて方り，患訳性は惹史形ぞ Li < Na< K<kb< cs ／移品性で Li«)<< Cs く紗＜
Na の順にャ魯丸す今：：． k t殺告した。憐晶性アンチ毛ン雌 (c~SbA) にお‘lfる紅
イオンの友詭\~可逸的に行九われかこれに類似しf::.オ＜知互餓Jいアンイ毛ン (HA
p) I丸 sb は 5 を加窃今餓して得られヵ光殿を水1尤レ，'- 7 O ℃で 5 甜間ヵ疇して
合成され， S加 05. 0、 3 出0 の組成を有する。この{:/ A P l ：：よる Nがの啜届）ま不可逆
的であるとの籾告がある。
籾直ぐlむ C-SbA 方よび無足而アンケ毛冴酸 (A-,5bA) に力‘＼ナる Naヤ令よが

k十イオンの送択l生 l：：ぷぼす加懃処館の影響玄族柑レfこQ
2 c-sbA 方‘よが A-SbA PJ合成： Sb ば s 75 m1P を l司量の冷l<- 1：：竹｀々に加え

予備的に加？疇解し↑'-:. tJ)ち， 51 の水で‘加水介籍した。生成した尤殿をf/. 0'C-("20 

曰薗口Q);:.捻放後， er イオンカ凄切られ＃く 1J 7,;まで冷水て‘‘iも浄し／風章もした (c
SbA) 。 A-Sb A I古，生放した沈殿玄堅盪で‘一夜放置後，同様1::: ；も浄し，風杭レて
拭知しf：：゜＼ I ずれの試料も／ oo_-200 メッシュ lゴ叩ゃのち，所定り痘度）こ
保った電気炉ヤでlJ.睛町噂処窪した。 C-SbAIま，飩加 NH+Cい唇液を入れたヂ
シケータ中（旗対温度 7 q松）で恒混ししたりう A-sbAlま冷散庫 l瑾麻して使
叩抑度取出して使豹し↑二。
介布保数 (kd) (J}測肥：全和オン濃危を 1 XIO-"ィとし， H N03 浪度を知bさゼ
f違夜2 5, 0 叫を訊｀料 0, 2 5 jに加え／珠々採混む力がら 3 0 ーc I：：保 71-=-4麦，上
澄液の金属ィオン浪疫を分杵した。 Na十イオン根疫 I古，9.2No.をトレーサとして用 \1
繹船碑的が丘， K+イオン痕度 1切原砂辻履阪で測史しイ：：q戻嗅体に唆泊し
1達属がすン濃度）-J:, J:. 7:笙液の初濃度と平衡復との差より紅，訊 1-=- J::')/<dを阜
洪した。

Kr/. ＝戻叡体中の幻属イオン濃疫（＂勺／g) （傭Q/g)
溶液キの倉属ィオン濃度（me g／~)

憩介耕ゎ•よび X 線回折：懃が杵（丁白， D T A) は，昇滋患度／がc /111,-n ぐ I
燻回折）-;t N iフィ IV ターを也 l た Cu l<o<歪界を用＼ l て行なった。
3 熟か析方よi·-'バ幻疇疇果，疇した C-SbA の組成は Sb叩·臼o, 格

子史数 1よ／ 0, 3 75A I 疇した A·- :S bA 直紅＄加 05も出0 であフ 1二。 NQ＋イオ
ンの啜着の経哨変化）を測定した節果，加、熙処理した c-Sb A で 1 点 4 ~ 6 日て喝術Iこ
〗した。風乾した A -,c;b A では， l'; ·'叶田‘1まぽ｀一定とfふ，たのち噌天し，糸り 3 日
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で一史とfJか 2 段階の唆治の経諒度化が認められた。硝酸療旋1：：一足悶間瑣種い
と kd.が増犬するこヒ 1ま，カラムから止の囀誼政にぷっても確誂文れた。
加欺処理した C-SbA にかげ Naャイオンの正逆両反応の kd Iょ一致しノ可並的

でかた。 a6 ~ /OM H N03 中で測定しf::. Kd の対教を麻腺裟量の対教に対して
10ロットすると傾斜4< -0. 9 1.、あ＇），‘霞如裕 I : f ̀'のイオン交設和点を示した
(F i!• l) 。 /./. H 以上で九2 ットが直恥ヽりずれなの）か，ォいり祐量ぶ厳ケし，氷和
褐イオンの水和穀から一御が］咳；；各ヵぐりれ1, 交挽サイトに支抱したことによつし
角ぇぅれな。
Nがの Kol ／な，"3' 3 0 °C 疇這を示し，咬着史験 l項 VI た訊‘料の格—う足紋ね
繹度 1 ：：方‘＼) 1 膨ヽ値を示した (Ffg• 2)。この喀贔能の嗜火店，加熟処理 l-:::. よ 7 1 

饂晶格子が収縮して癖蒋す］交1臭□ 日罰f/)距離が短くなり，負雹荷葱度ぶ婚大1
つことによリ静釈I かが噌K したためで初うう。

l<ロイオンが反羞 n 係珀度iしは，加熱処理した C-sbA では約 2D 碍間で‘平衡i::.
色した。力辺熱処理し↑：： A-Sb A で 1か畷沿平の族虹凜められ，また風乾し 1-=-A-SbA
で 1ま 2綬誓：：喰嘉が追行したが，最終的に＼）す｀れの訊料tづぉ·'1ナる喉届宇もほぼ同程
度しfいた。これらの結果 K Na十イオンに対する結果の比蕨から火千の知見が倍り
れた。風乾し 1-=- A-SbA にガ｀げる農択性I/) I順序閲嗅届の初期で Na又但，終わ＇］
ぐI<`:Naであ令。加即処理した A-Sb A ぐ 1ま，初期で K`(j\ャ，終わりで K潔
Na十ぐある。これらの試‘料は全て喉着庚験の最後に 1ま白色に羨かた．墨訳性のこ
/J)麟 lま I ('.線回折l之よ 1) I A-Sb A ぶ硝酸磨液中で結晶4しで方こし， C -SbA へ
動、移したこヒ l：：よることがわかフ 1-::. 。
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ｷ3807 合成惹檄イオン史設体1可関する訊究('3 I./-)能晶性アン 4 毛
シ該欝イオン友詭体 lこわ‘ifる危惟三低合厭イオンのイオン交
涙性
（東エ這） 0阿抑光雄江正直未ボ正人

1 結晶仕アン4 毛ン酸 (C-Sb A) ば，喫型鈎碍イオン支援応して奇象りし
猿酸性楊イオン度捩椒脂に見られか）特知謬裏択性を示す。ミクロ量の金属イオ
ンに対する足択性は，f }Vカリ金属イオン 1吐れ， Li<< K < Cs< Rb < NQ1) 1 IV カ
リ土類釦烏イオンに対レ／内＜釦く Ca<s内差伐夕為 (IT) イオンに対し I Ni< 

Mn,< Zn< C. o く訟 <Cd の順に増大す炉。 H甜 C- S bA I：：よるこれら金属ィすンの
啜着 lが可逆的でか） I, イオン幻捩和もに従フて＼）る。 ・
本究では， C-Sb A へのミクロ量の A), fe, In, La, Sm お‘よび在の各種三価

金属イオンのイオン突換挙動ガ‘よび選択性を硝酸粛夜中 1こお‘\1 て検討し，項莉イオ
ン半任し分布係教 (Kd) しの OO係を秀巌した。 , 
2 c-sbA lむすて＊（：：述べた方法で合成し，風乾した後蛉砕して I O O -2 {) 

0 メッシュ 1塩度を整えて使用した。 9 

ィオン支換反応は，ベッナ試 lこよフて行かた。すねわち， C -SbA の(J.25 9 
1：：：対して三低全属イオンIf)初濃度を/ X I 0ーク M とし， HNO3 涼度を種々度1紅せて
全量ま.2 5, 0 rrn1 として行かた。更、~I古， 30 土 0、 5°C の恒混楯中で行な），支
喚体に啜着した三イ豹金属イオンの濃役 1ま，J::.遵汲nJ)潔度と平衡潔戻の差か遠‘め
た。

釘面金属イオンの介析 1-t,主に放射化坑が「菰 1：：よって行かた。すなわち）上澄
液の一抑を RI カフ°セ）V に採取して際封し，採庫試料とヒも/-::.武蔵工泉欠意 TRI
G A -I 哩原子灯の殿場す消（意屯（生子フラック 1、 4 メ／0＂"戸尼C ―')で‘中住各撼、
射し，生成した'j -核維をQ A }1 A (Gamma-Bpecfra An o.17.5加t>{- Hus血ん・
I旭四改イ Tec加勺y, Atomic Eney牙y R-eseaych Laboy碕 ry)システム賛莉
した。ただし，fe（皿）方よび□4l tf)か前 lit I 原チ喉光光度涙 1-::. より行f↓ 7 た。
3 合成した C-SbA I：：対する熱か析 (T Q, D 丁 A) および X 絲回折の推果 1ま

すで 1::..;殷告した結果とよく一致した。

三飯金属イオンの放知疏莉Iこ名‘げる疋量性を検討した結果， In I ：：ついて）ま
/O C/ O i#jボがl50 g Kev 1 熊(:::.討し，tヒ蕨的と＼ I 直縣性．ぶ成立して力‘1), 1也の浪種に

ついても同様の結果が得られた。
啜紅疇硝度化が開［した結果， Irtお‘よび La では約 20 日で、平衡に見した

と乃f4 せるtf)に祠し，fe （皿）で I t I!)0 日以J:::さ平した (Fi r 1) 。
“イオンの合和條教(Kd) を，硝醸痰衷の対教l：：：井してア反ットするt I S111, 

を徘、＼＼＇て企て 1隕斜がほぼ三｝の直楳関係が倍られ， “1可Excha,n3e I血号＇1 が放
E して＼l ることがわかフた (Fi牙・ 2) 。 Sm に対して IJ,ィ頃斜ぶー午の直経町、が得

られt：：：゜
観寮マれ向襄訊性の順月 1す， 0 3 /1 HIvo3 中で Af ~Yb< Fe<La< In く、5rn fl) I唄
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碍犬しf::..o c-SbA にち‘It"?)これら三価
金属イオンに対するか離倅数ば，豫酸疇
イオン交挽椒脂 B凶-!<Gta AG ~ow -x &> 1 ：：如
お 1fるものし比べて犬さりことがわか •7 1-：：・；

希土類充衷イオンちなが他の三価金属ィ・j 50 

オンの有効イオン半径 1ま，そ訊ぞれ '(b< t 
Q 

Sm < La 方いが AQ < Fe< I n.の順に 1層舟
灯式）し 1::..ヵぐ 7 1, La を膀、1,1 て府効イ
オン半径IJ) {曾 K t> )I)員 lこ一敦する (Ff§. 3) 。
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